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榊鯛の技術と設侭に依って作られる
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クランク軸

@･16,825mm

･-1,600mm

･･97ton

デイゼルエンヂン

起動用空氣塵縮機

圧力･･.30kg/cmg

灘 鴬議

スタンフレーム

高サ…0,]40mm

巾S,]20mm

重量28.5ton

》

蕊

クランクシャフト其他軸糸。スタン

フレーム･ラダーフレーム●シヤフト

フ、ラケット･各種アン'カー・う．イゼル

エンジン起動用空気圧縮機。船内冷

臓用冷凍機・各種ワイャーローフ･

AB.ロイド規格電弧熔接権

Ⅷ'~簔訓靴車潭
‐

禰
本牡神戸市茸合区脇浜町
東京支牡東京都千代田区丸ノ内（鉄鋼ビル）
九州営業所門司市小森江（神鋼金属内）

糒式

會祇

名古屋営紫所名古屋市中村区広井町(名古屋ピル）
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鶏ウ薄シントン瞳
多種多様の機械を

製作しています
どこの国でもウオシントンと云へぼ、韮ンプの代名詞の
や該になっていますが弊社はポンプ以外にも各種の優秀
溌砿を製作し、大変御好評をいただいて居り菫す。図示
の機器Iま弊社の数多い製品の中ほんの一例を挙げたにず
ぎ差せんが環に批界各国の工業界で大きな役割を果して
居Iﾌ゙まずE_WorthingtOnCorporation,Export
Dept"Harrison,NeWJerse>,,U.S.A.

W@RT開ロ腿鰯憲◎雛

＝ンクリ－1､製造磯城

､、、 工業用混合擬
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世界に誇る有名品の商標
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深川工場

富士工場

大阪販売店

福岡販売店

名古屋出張所

駐在員

静岡県富士郡富士根村字ﾉl,泉
大阪市北区伊勢町二九ノー

福岡市上市ﾉ]路一'一二犬･博通り
語古屋市中村度.喧井町3－98
札幌仙台

鵜倉電線株式會殺
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船主オーシァニック，シッピングコーポレーション

造船所川崎重エ業株式会社

長〔垂)167.00m主

幅（型)22.00m出

深〔型)]2.20m"

吃水（満載>9.30m起
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酸洗腐蝕抑制剤

汽缶･熱交換器･水管等に推積す

るスケールや鐡板の錆は酸で完全

に除去出來ます。それは酸液に腐蝕抑制剤を調合して管壁面を保護するﾅこめ
です。イビツ1,の防蝕効果は外国品より優秀です。‐

詳細ば本誌Vol.26No.2P.218を参照のこと。

霧]‘妻驫薦簡薑禦礁嘉鰈脊蚕い
篝2善驚喜圭完釜清掃…熱効率が
霧3作業短胴装置容量の大小に拘らず短時間に清掃出來操業率が向上する。雫先見ﾛ守同に病]帝国灸1，操栗学力>l可上~9JD。 酸洗後酸洗前

謬』材質保護酸による腐蝕の心配が塚〈，早期に材質欠焔を発見出來る。

嘆壇漂憲曝真琴
東京支誕東京都中央睡京橋一丁目-(BSピル〕

◎

’
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軸 流型電動送風機

揚貨機・揚錨機用電動機

多翼型・軸流型電動建風機

自動・手動管制器･配電盤

多翼型電動還風機

東京工場東京都荒川区三河島町1～2965
竜話下谷〔83）ユ723.4849.50“

富士工場鑿岡県富士都富士町中島町352電話(富士)612

材料試験機
動釣合試験楼
根動計
毫子顕微鏡
漁じ転進盤

’

嫌式会敢 明石製作所
本祗･･筵場東京都品jl『区東品川五丁目→

電話大llif<49)8146(杙表).8147．8148

犬阪錨張所 大阪市北区絹笠町五○ 堂ピ､ル六一四号

電話堀川(35)095]･1820･6650

イ

’
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機開運簿中でも回数が墹減出
來叉ポンプ．エレメントの取替
えが出來ます。外部から簡軍
に微細な油最の調節が出乗る
油量調節装置をつけました。

④島達製作所
本社京都市中京区河原町二条南

支店東京･大阪･福岡｡名古屋｡広島°札幌

一

｜乞御一曹一
照會

b

睡蓉.，．、瞳寿と．眉.~茜．で全域_F〆溌曇る.P･占一。
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◇東京機械株式會牡製品

浦賀電動油圧舵取装置(型各種） ◇能美式煙管式火災報知機
同自動火災報知装置
同炭酸瓦斯消火装置

◇御法川式マリンストーカ一
同オイルパーナー

（ゴ､ワイトタイフ）

◇岡野パルプ製品舶用パルプ．
（高圧、高温）

ビクトソツクチ'ヨイント

◇温研式テ、ンケーター
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東 京都中央区日本
電話茅場町（6
大阪｡名古屋｡門司｡仙緊｡礼幌。

｣、舟町二丁目一
0181(代)763
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舶用計壼の綜合メーカ一一
、兎や

ミ

◆

きき24

米国スペリー社。キディー社。ベンディクス社提携

スペリー

マグネティ

小型し

べンデ

ジャイ．直コンパス，

ツクニンパスパイ画シ1:’
一グーキディ火
ィクスデプスレ

マリンレ,－グー，肩ラーン

マイブー←-Eiヅャイ唇コン･ﾝ<ス

災探置並消火装置
＝－グー其他各種

計製造
様式
罰士
本社東京．都大田区東蒲田4－31
.TEL蒲田(03)2211-9，

東京営業所東京都中央区京橋1－2セントラルど准辱階
TEL東京二八局(28)8560-5

神戸営業所神戸市生田区明石町19同和ビル3階
出張所大阪．門司・長崎。函館
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トンボ印霜
石綿製品一般
保温ｲ呆>今工事

石綿紡織品・ジョイント・シート

石綿板・各種パツキンク。

85％炭酸マグオシア保淵材

日本アスベスト株式書而i
本社東京都中央区銀座西六丁目三番地

遊括銀座（57）代表4991-5．角95番
支店大阪市福島区下福島五.丁目一八番地

福岡市薬院大通り二丁目八一番地
出張所名古屋・札幌
工場揃浜鶴見・奈良王寺
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’
舶用ZC－707型高速ディーゼル

機開

岡村健二
三菱H本盈二渥墜株式含而上
横滴迄鋸所

た．その内容の一端ほ既に米誌および擬誌にその筋の専

門家によって發表されたので既に御承知の方が多いとは

思うが,本誌の鵜輯局も､らの御､御要望力;おったので，
本機についての簡箪な紹介と，本機に對する外國の批判

等について述べて見塘､こととする．

．・2生い立ち・

時代の進歩Z共に輕重で小型な高出力の機關が要求さ

れてくることは當然のことである.ﾐダｨｰｰどﾙ機關ば望

ましい特徴を持っていると同時に比較的重量が重いとい

弓倣黙溌有している．それを如何にして軽いものとする

かの方法について根本的な考え方を定めなければならな

い．これば仲冬難しいことなのであ愚それにばディー

ゼル機關の本質をよく辨え，同時漣現在までの發逹の旛

史を仔細に検討して見濁とl剴然と判って<Z)ものと思

う．歴史といって4華奇い､成功のそれよりも，失敗し

たそれの方がより多くの教計|瞭與えてくれかつ賀霞蔵も

のと考えられ為場合が少くない．職い機關を作為のには

1．はしがき

簡速ディーゼル機關の發展と共に高速艇用主擬として

の軽埜デ『－ゼル機關の完成を目指して各國共鼓って努

力している現在,朝鮮中ｵつが國・さ作られたZC-707機隙

ば今なお第一級の荷性能評注目されてい為ものであり，

2,000膳力級としてこれに匹敵する機關は世界中で試作

機を含めても三指を屈するに過ぎない．

戦時中の世界の技術斑詳細に調査したPBリポートの

中嘩二わが園の舶ﾊ'ディーゼル機關の調査報告があ為が，

そ罪逗よ為と篭臘として日本のディーゼル機關工業は米

陸のそれが果したよ月な重要な役割含淡じ得なかつｿ:二

が，唯一一・つの例外として三菱zC-707機關は驚異隈:性

能を右しか､つ麓用す塚,ﾚﾆは間に合わなかったが，成功側

に完成されたもので齢･つ萌ﾆと述べていぉ．終戦後木擬は

米國のｱプー 轤リス海箪按術研究所に邊られ歎年間に亙‘っ
て殻計.、材料工作，性能，振動，取扱上の問題等各方

面iから等門恥な研究が行つれ，その高性能が確認され

’
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１
１
１

よい秘舞駐使剛して少島厄介な二E作焔瞬っず機關の構迭
を輕<してゆく方法と，ンリンダ容積の単位容積當りの

出力を増加して馬力常りの重量を減らしてゆく方法と二一

つが考えrｺｶしお．轆量高性能磯關の完成蝉對してこの二

つを組合せてゆくのが普通.巷為為が，この篠關はむしろ

後者の方法藷主眼とした方法滝取っている

シリン潔.内の延力が高いということはデ.イー.ゼル機關

の優秀な性握を輿えていろと侭時庭，また重量が重いと

いう致命的な砿黙転も與えてい為ものである.．從って徒
らに蕊蒋な權遜とすることは信戦性詮損うばかりでな

く，材料も工作機賊も特殊な工夫を必要としてくる．オっ
が國の國欣這充分自信を以て入手できる材料を使用し，
かつ普通の高速機關の製造工場の工作磯械で賄いうjる淫
睦のも'か群1筵･側I能のものと考えてくるとどうしても俊
者の方二軍鮎が置かれてくるのであるシリンダ容漬常
りの出力厳増すのﾆはどうするかは極めて明瞭な結論が
輿えられる．それ散回縛數詮_1重げること，過給するこ
と,そして2サイクル方式を採用することであるそし
てこの三つが組み合弗)きって最も高い性詣になるように
條件葬選藻ことか必妥である．本ZC-707機關の計識の
當抵の考えとしては2サイクル捗探川し:1ni鱒数をビス

掃氣方式ニニフロー式．

排氣弁および擶氣韻一卜を有す

掃氣ポンプヘリカル・・ルーツ・プロア4箇

冷却方式清水冷却式

起動方式睡縮筌氣式．

總氣筒容積70.7立

公輔睡縮比15.5:1

鵬力2》000馬力

回韓敷1160回/毎分

正味平均有効雌力8旺/毎平方極

平均ビス'､ン速度10．7米/毎秒

機關大さ全長2,935粍

全高1’635粍

全lim-1,495粍

重謎5,600旺

燃料汕セダン侭4以.上

糠庭20｡C匡亡エングラー･2，5以FFO
輕汕または重油

渦淵汕SAENo.30～40の鑛油
清水温腱（機關出口にて） 70～80°C

潤滑油温度（磯關出口にて）．70～80｡C

’

I､ン速度り‘ら制限ざｵしる迄上げ，過給墜力も譜時普
通のビスI､ン式磯謝の極限と考えられる値まで上げ
て見ようとす馬,偽のであり，これ淫御礒ダービンを
附加して，軽合金鋳物の採用によりV型16氣筒，
出力2)COO,鴫力，砺篭4,400畦のもの詮計謹した.勿
論この蛮現のための些礎震瞼腫数う-年誰要したので
はあるか，當時わが國状は材料面において非常な使

用制限を霞けざろた得ない狄態となっていたので，

全面的に再設計をやり直してV型20氣箇，出力

2,000馬力，重量5,609磁となり，鋳鐡製としかつ

排氣タービンも取除かれたのである．從ってこの

ZC-707機關は當初の計遥よりかなり後退したもの

ではあったが，こうした後者の考え方が疋しいかど

うかを確認す為I二ば充かであったと思う．

’ 3．主要目

三菱霞工業東京製作所

ZC-707

2

20

150粍

%)00粍

60．V型

旋回漁流應用直接鰯j式

製造所

型式

サイクノレ

氣術醗

氣簡約礎

行程．

氣筒配置

燃僥方式

’
1

第2剛アナポリス海琉技術研究賑で運陣中のZC

機關

1IT央に4滴のルーツ・ブ．ロアが見える‘左

上方が亜lj力計測
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4．わが■の戦時中の舶用ディーゼル機

關に開するP.B.報告

これについてはLorimerおよびWeil南氏によっ

てP.B｡L851801)に發表されているので詳しくは本文

を見て戴けばよいのであるが，彼らの目に映ったわが

國デイーゼル朧關D姿乙ついての批判を知って置くこ

とも意味あることと考えられるので，ここに簡単に述

べて見よう．結論としては,H本におけるディーゼル

機關工業ま戦時中米國のそｵしが果したような重要な役

割を髄ずることが出来なかったというのである．

その主な理噛ぱこ:つ考え蝿し，その一つば高出力賎

關の適切な設計能力の不足，他の-.つば生毒郡IL群し

たいくつかの要素であるとしてぃ潟．前春･二ついての

本報課里表われた卿測を拾って見ることとする.、この

批判については濱者諸賢の間'意地もいろいろあろうか

と恩かれ扇げれども，‐-.應お()の.堂ま讃ん看蚊く事挺

しよう・戦雫勃發鐺時において設計'三の問題としては熟

練した披徹者や設訓･薪が不足した課ではなくj.rしる設計

券の競創!IIIE|か足りないことか雛黙であったと恩ｵ.,れろ．

すなわち戦時中標準として探j1Iされたディーゼル機謝は

大部分相識以鯲･二設計されたものでありしかも．，¥洲のエ

ンヂン窪範をとったものであった．それ猫近代戦のテン

ポ&=合せるために若二l皇方改遥を施したものである．西歎

諸諏と粥んど避断さ』した日本淫とって，蕪本鋤な設計技

術の餅統岫燭創力刀不足は非常!ご大きな陣韓となり日本

技術者がこれ.＃二打排f篇』得なかった，その絲果米國の型iご

匹敵す為ような高性能，高遮薩關歓繊刑されなかった．

がただ一つ試作磯關奮成功狸1二完成されたエンヂンがあ

った．それは三菱の設計･に上るZC－707であ鳥．このエ

ンヂンぽ米海軍技術調査陰'”立合の下に完成され試験き

れた．

以上が本P｡B&リポーI､#こあら翻した概略である．

5ZC-707に對する外國の批評

ZC-707&･邑對す篇,批評は外誌2)か靴涯博えており，そ

のよい黙證,にび主篭改逃した方が,kい熱等詮粉飾なしに
綿介しこｵしら矛少し<討議して見ることとする．

1)P.BL85180"JapaneseNavyDieseIEngines"
byLorimer，RSandWei1,W.M｣.Naval

TechnicalMissiontoJapanRePortS-42,
Dec1945.57p.

2)"TestReportontheMitsUbishi-Engine,"
Diesel_P･werandDieselTransportation,
May71950.および、:MitSubishi-SchnellboOt-
ZWeitakt-DieseimotOr､''MotorTechnische

Zeitschrift,Jahrg.11,Nr.9Nov./Dez.1950､

、

．第2岡クランク軸

前端のスフ･ライン部の竣初のクランクスローを示す．
ここには平衡重錘が取付けら鯉ろ．軸部でばすべて
IP空で油止めの蓋がしてある．

この機關の設計全般に亙って調査して見た結果最も大
きな特徴は基本的に見て1鑿卒な構造であ乃が溌關および
その附脇品が非禰に小型，簡潔な配置涯なって龍り，‘鴫
力當りの竜遼がJIWi乙少いことである．少し具騰的な數

字上の比較詮，との機瞬二匹雛する米國製の溌關とくら

べて見ることとしよう馬力富りの乾燥重量6151bs.

(2.8kg)は米國のG.M.而上製1)700,聴力の16-278A"

關の17Zbs．(7.7kg)と比して6形Iこ過ぎないまた大

きさの比較葬するとZC-707の榧包容旗の254立方災

上二對して16-278A磯關ほ590立方狐である．

次&こ性能上の比較をして兇冷と正味平均有効嘩力8筵／

毎平方鯉は米國のこれ§こ相寓する2サイクルデ.1－ゼル

擬關の妓高7畦/毎平方漣よりも高､､、ピメI､ン速魔10.7
米ﾉ秒ば米國のGM.itt15-184A型賎關の9.9米/秒よ

りも高い．捕斌i盤力126pSi､憾米園の普通･鯵磯關の約

2倍であろう．

こiしらから判る遮りシリンダ容稜雷りの出力が非常；こ
塒大されてい〉;》ので，構遥の堅牢な割に.馬力篭り薫鎧が
少くな'ってい為ことかよ“1癖出栄よう．
クランク軸は鍜鋼製きあ為が中央で迩絨さｵL,たこ本か
IFJ成り立っている，その二本が全く何[.も･力で燕,って中
央･をフランヂ接手でポル'締め弾力L-ていろ‘クランク‘ジ
．,.－ブーﾙは12餅･雷，クランクピンば10簡であぁ29滝

の'シェップの内1)2,9,10.11)12j1],20の8筒#二平衡迩量

錐が取付け-られており，各主軸およびピン部は中鑿でそ
の内部は各部の澗淵齢よびピメトン｛冷却のため潤滑油浜
充分な通過面横篭･輿えている．このクランク刺Iが乗<同
じ二つの軸乾ボf.牡て､威り動.唾と、、弓とと雁より．鍜
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"5I鋤特殊鋼製のピストン冠

丁貞部伐燃嶢壼を.形成し表面は硬賀クロ.2,鍍金

が施してある．側面には4本のリング淋避志
し，下部瞳6本の髄込振ル1､によりビスI､ン

本繼と結合･される．

第4湖上部クラン鼠ク室

20鎮尚一識の鋳識製でIF典上部にルーツ・う’ロアが
今箇JI文付けられその下ば空菜室と迩恥南側に2箇
灰カム軸孔が見えろ．前後左右對稲である‘

匙，機#肋ロエの作業が非雑腫樂にな為ことおよび軸承が
傷んで飯換え為時・さも束換え蛮剛が'P分で濟むというこ
とは大きな利黙である、このクランク軸詩速結すあため
に磯關の長ざは少し長くな》るがそれば朧かに120蝿に過
ぎない

上部クランク室偉シリンダ・フーロ･ソ．クと一隙となった
鋳鐵製で残ってV型20氣補で長きば2,26米‘幅は0,6
米，顛量は各部植込みポルl､を冷めて1,338旺涯過ぎな

い．上方にばカム軸を術え,V型の中央部憾揃除察氣籠
にな‘ってい-ご．詮鴨が鯖型塵なっているのでコンパクI、

で感遙,為が非常Iこ丈夫で為罵'．

主刺'承部ば各灸4筒に分かjLており軸承裏金の挿入す
ZJ設計の複難き琴巧みに樂Iこしているのはよいことであ
Z),

ピストン鰐よびｼ'リンダヲイナーは幾つかの注目すべ

き利総を翠#1雫,こたか川來為一すな＃つちビスI､ンは上.下
の2筒か喝構成謝し,1､ランク部は錫鍍金を施した特殊
鋳鐡で弱り，クラ'ンン部織ピメトンリング彰保持う-る銀
銅製で頂部幟クロ坐､鍍金が産され･とい為，ピスト心擬ボ
スには背銅プ:，シーェを其え》普通の形式の中空ピ，ス'､ン
詮が全海遊式に挿入さｵしその剛川ばう，ルミニウム製畿で

密龍されている･各ビス1､ンにほ4本の鵬糒リングと2組
の洲リングかあって，露1と鐸3リングは『ゴールド．

シール』型である．油リングほそれぞれ2本からなり礎
ぃ切倣部を有する断面四角のリングで，その裏にエキス

パンダーがついている.

このどスl､ンは頂部が鋼製であり’ク･耳ﾑ鍍金がして
,あり，かつ積極的な油冷却を行っているとの仁とほピ

メl､ンに傳わってくる熱洗淀減少させ’かづ傳芳つってき
た熱狩よく放散させる，從ってビスI､ンの温度は.侭釣て

低いに相違ない．頂部のクロム鍍金された燃焼室の反射
面ばピストンリングベルl､への熱流を防止し》リングの

膠潜を避け為に役立っている更に鋼製であ易ためにリ
ング瀧の磨耗がJ1輔腱少い，

シリンダライナーは潔式特到鋳鐵製であって，3組の

二軍になったゴム環が恢められ，冷却水室と，掃除室氣
室との間の隔離薪｡してい為・掃氣孔は三段の丸孔が多数
あってそれぞｵしの方I鯲.二より氣流に方向性を輿えてい

る．ライブーーの内而はホーニング仕上をして窓>ろ．この

－－｡見極めて保守的な漁式ライブーーは揺氣孔の_上下噸側渥

冷却水存通じてあり冷却は極めて良好と考えられ潟．

接合棒はう六・一ケ卿であって禰側接合雛はクランク総

軸受庭當jる面は窒化謝しク戸望､鍍金されてい為＝との設
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侭歯型が非鴬渥長ぃアデン変望.を有して準り，正しく陸

時噛み合歯数が常迄2以上である．從って歯庭かか．忌軍

位長さ富りの荷重が減少する外》．動作が大鍵静粛であ

る．これらの歯車ばクランク歯車wごよって騒動ざれいず

れも軸にはｽﾌ｡ﾗｲﾝで固定されている芽禧ｧ騨鋤童
左側のカム歯車からピニオン左經て,哲韓塞阪式"捉晦功

防畷と,ばね入り可澆接手を通じて行ｵつれるこれら
_はプロアを衝撃や甚しい擬り振動から完全に保護してい

る．‘この駆動歯車ほ前後嗣端迄全く同様のものがあっ

て，カム軸の5氣筒分が一鵠でそれぞれ濁立して騒動さ
れている．從ってカム軸受の加工も梁ごあるしまたニオL

らの補陵を騒動するI､ルクが小さくてすむから’歯車も
軸もすべて小型で.す-んでいる．部品坂換え費もすべて少
くなる．．

次に排氣集合管である．こｵしは冷却永衣を持ったもの
で5氣筒分が一鎧にな･っている》がその内部ばコンパ－
1､メンI･I竜分かれていて2氣筒以_上の排氣が一緒になら
ないようtこして揺氣が他の排隷ごよって干渉を受けるこ
とがないよう完全に防止している・

ルーツ・プロアが機關のV型の間に一直辮二4箇置か

れ，そｵしぞれ2箇が前後から騒動されている．フーコア
の外筐，側壁，翼はアルミニウム鋳物製であるが’翼
の輕合金獣他のものより．も熱膨脹係数の小さなものを
．使用しているものと考えられる‘從って低墜でも隙間
が小きいので効率はよい．翼はヘリカルの三枚調恨で
ある．

その他注Hすべきこととしては燃料喰射調整装置で
あって，任意､こ左側，または右側のシリンダヘカ燃料

し’

：
暉
倒

瀞
齢
溌
懲

二皇i5つ摩舞鶴驚圏

錐6風熱

6本の耐熱耐汕ゴ

数の締蕊孔を和L,

っている．

噂シリンダ争ライゾーー

リング笹典え，中間部に多

その上下部ば冷却水衣と芯

Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｑ
１
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
４
Ｂ
１
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ

H

、

錐 7園後部歯車室

計1土接合棒とシリンダとの間を極めて遜づけて作ること

が出来為し》また内側接合擁は充分な耐摩性守有してい
る．

調時および躯動歯車はまた極めて興味漆い，というの

錨8間ルーツ。プロ・
1蝋合擬製の豈牧剥隈へリカル・ロー謀一ば顔.ゼ
ナミックバランス笹とり，セレーシヨンを｡切っ
た禰一〆－軸が焼恢め試していあ．
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動部分が輕で厳る．

次に本機麗の馬力鴬りの重量は極めてず

ばらじいものではあるが,まだ若二|ﾕの部品
．.‐：、‐．‐、

を改造すぉことによロて更に改善出乗る黙
LL

があ潟ようだ．すなわち鍔鐘製の-ド部クラ

ンク室は油溜・である涯島論い鐵板の熔接製

にしても差支えないだろう、ま？こ水誤ンプ

や油鑛ンﾌ゚ の鱈物憾もつと輕く，そしても

つと念入りに磯披加工をすればまだ大分軽
くなりそうで為堀,．
：.

油瀧器類の本艦や取付座等ももつと輕く

作ることが出来るし，油および水冷却器の
容量ばもつと減らしても賀朋_|_差支ないよ

うであるから輕くすることが出来る．冷却
器の織迭としては冷却面積1平方米犠り
7．5妊で相當に輕いもの､で勤為．

次に改善すべきであ為と思ｵつれる諦鮎を
翠げると次の通りであ為．

シ・リン〆蓋の位置決めの／藻，クを樋いた
方がよい．これは本磯を製作當時設計間が
なおきｲしていたが変物にはなかったので間
面を邊り米國で収り付汁ら剥した．

動弁機購が複雑であり米國式のう･リッヂ
型でよいと思う．この黙に開しては．．‘･者と
して少1-=く意見死述べたい．米國のフーリッ
ヂ型をそのまま如何に通附して見ても本機
のような高速機關渥は駄月のようでああ一

本機織毎分2’000回i陣以上に耐えるように

設計してあるが》ﾘｯヂ型でば1,釦0回
鱒もやっとの‘工うで泌為‘抑搾式を使用し
てなおかつ2'000回鱒以上に耐えるには現
在の方式の方がよいようで泌湯．勿論これ
が最良であるとはいえないであろうが．

■
、
直
り
。

、

紬

錐 91罰潤滑油誤ンプ

高座と低艇と2つの誤ンフ･がダシデムに組み込まれ，し､ず恥
もヘリカル歯車ポンプ・であ-って，油睡調整弁を具えている．

－

歪

ｆ
雛
識

§‘『'や琿
騨

。

鰯 ；藍 尋

1

e

"l0岡冷却胴満水ポンプ．

詮いつでも切ってしまうことが出來鳥ことである．こ

れば.{:鰄・長時間察鱒童た椎ごく輕負荷で運鱒する必要

･場合，10誠筒だ↓う-で運I鰯出来るから，性能が改誹さ

＃Lる．

本機關が4．箭の小さなルーツ・プ鱈ア奔使州してい為

ことば極ﾂ'て注l旨!すべきことである．普通米國の機關で

ば1箇の大きなプロブ･を使用して'‘､ろが，本磯關ではこ

の鱗造のため．全鵲が非附涯コンパクi､腱なって諸りか
つ輕童で拠為．まごすべてのプ戸アの室氣が共通の察氣

簔に鐙おれるので：すべての氣筒がすべてのう'ロアから

塗菜毒遥らｵし乞いZ恥從って塞氣嘩力の鍵勤織なく，う．
強ァからの騒著も少い，またプロアを雛動す為ための蝋

多少複雑なようであ為が，要ば取扱性話容易簡便にす
ることに意を用いて改善ず~べきであ島と思う．勿論頭上
力之､刺|式寵探ればまたし､ろいろな方法が考えられる．

調速機が股高最低式であるが全通式油睡作動の方が便
利であろう，これは全く同感毛･あ痛罵；

カユケ，'､の洩れが若干ある．これは指遼t走極軟鋼
薄板が當時入手出來ず少し硬いものであったので必ずし
も浦足すべきものではなかった．

油漉器の型式は米國の新しいものの方がよい，；坦動塞
氣の閉塞弁の本鵠はもう少し剛性を輿えた方がよい．主
軸裏金のノックの位遥を反對《:ﾆすると取扱いがもっと鶏
にな為．
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以上の蕊はなんら本機關の容積，およ

び重量方増やす..ことなしに容易に出来るも

のと考えられお．以上が主と．して設計，性

能,取扱上の諸問題に鰯する事項であるが，

最後腫工作上の黙について述べることとす
‘為，

一般にいって各部品の仕上面の仕上程度

はまず産當なものと考えられ弱、ただ接合

峠は少し丁寧過ぎるかも知れない‘しかし

各部の間隙の瀞度を日細に測定して見潟と

米國の一流品と比べ為と若干劣る．またと

ころによって手仕上甫どしたところもあるが

大した効果は輿え種いないようでああ・寸

法の瞳々 なものとしては噴射器のコンl､ロ

ールテラベルの磁迩が統一されていない‘

これ侭プランジャのリーI･は合って．いても
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＝ントロール・ラックが治具で合せてない．．W・

ため結〈､時現物合せをしなければならな第lll剛組立中のZC機關
上部クランク霊には歯車室が取付けられ’シリンダ，ビス1､ン．

い･これは生琵設附粛参すれぽ解決出来る‘ 接合樺，クランク軸，主軸受が組立てられこところ．主1illl受.～
一般に鋳物の表面が米國のものlご比して の給油篠，排油ポンプ・が見える．

帝麗でない．との黙日本では見た目症よく
す為という鮎揮餘り氣稚つかっていたいようで恥昂．排氣弁の時間面侭‘よびその弁面鋤線の形と捕氣孔
そして堆後に本職開きその設計を仔訓に見るとすばら時l削面債狩いろいろ淫鍵えて，掃氣量と捕排氣嘩力差の
'一い技術砿I思考品とL､うことが出来，その他②黙．Gば米關係詮いろいろな回鎮敷で調べて見た満内陸力詩測定
鰯製品の方がよい黙もあるけ#:Lども’兎腱角i睡造で．しながら過給の度合を調べあと極めて興味ああ紬果が得
ンバク1,である熟に開してはlﾖ本か米國の設計者達よりら加る．また排氣i蕊誇高めてゆく時の過給度合と描氣率
#〕遥かに進歩してぃ蔦'ということは碓1二認めざる発得なの鍵化，諮よびこれに伴っての熱効率の鍵叱を關係づけ』ることも必要であった．捕排氣温鹿差は見掛けの察氣過
、、、

剰率と力なり逝い一元約な關係が得らｵL為けれども，熱
以上が忌.剛の潅い批判の大要であ為．

効率は必~ずしもそうではない．つま#)これは見掛け･の毒
6.ZC機關を作るまでの基礎霞験

氣過熱率のみならず，気筒の室氣純腱にも大き-溌鍵化を
とそれについての若干の考察

ZC機關の生､、立ち腱ついては前に述べたし，またそ受けることを忘れてばならない，勿論この他《こも深山の
の内容については前項にかなり詳しく紹介したので謂判要索ばあるが．捕鼠還託調節して高出力ol1#と低出力の時との見排け
りと恩うれるから今更こ力しを作るまでの經過を述べ為に の裳氣過剰率を同一にした時熱効率は高出力の時の方が
は鱈らないかも知れない．事賛その經過を一通り述べ為
だけでも激年間の質縢結果や，足掛け5ケ年間何回雷き良好になり，その影響は排氣歴を高め為と非常に明瞭に表ｫ，ｫ1'てくるまた排氣弁の開く初期鍵誌砂為いｵつ鞠,為
直したか到らない設計i鋤乙ついては省くこととし，ごく blowdowllin職臆擁好Lへの逆流防止と排氣エネルギ
恥ら注しの雅礎澱験の項にlだけについて述べることとす －の利胤椛二微妙な關係”#‘って鏥凱賛醗磯で購鵡為1'ai
場》出衆上った機關誌見れば》中に.ば「コロンブスの 縛鯉の範悶置は排氣管凌迩當にす為と排氣座の方が揺葱
卵」のようなことが少<ないが，営り前のことを正しく唾くいずれも平均静座）が蒋干高､､状態で蓮,噂が可.造で
判断してゆくということが案外難い､もの老弥乃と考え ある勿論総h大きな負荷はかけr､ｵ1.ないけれど.も．ぃ
させl>、れた蓮とが少<燕い、

却礎驚験としては2サイクル，排筑弁式ニニフ‘罰一五リわゆるカデブーシー効果好利附す為ことか出来塔》、高煙デ：一ゼルの燃焼には御承餅'1の通ういz､いち興I蝶
に‘ついて蝿轆iおよび3氣簡識駿綾瀧で長期に亙為麓隣
を行った､深い蝦のが鴎17，本型式、舌は撤;蕊Lの旋回角度と，ビス
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次窪2サイタルの癖にう顔弁な頭上に持つことは厄介

詞 なこ些置ある．しかしこれも考えよう腱よっては本形式群
昆
浸
度
がそれほどの憤値のあるものならば解決の方法は考えら①

一一
●ロ

れる、ただその烹瀞l･胆は充分の注意が必要であり，ばね

材料の吟味;亀また嶺軍窪要す為．弁揚程曲線の設計庭し
て．もばねの脚己振動散と機關阿鱒駁とから考えて共振の
恐2Lのある相隣る3筒のハーモニ，クスを消う-ようW二す翻

萄oイ
ることも柵來ろ

掃氣用のルーツ・プ画アはその性惜からいって必ずし零
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も最良のものではない.しかし比較的春易廷かつ確溌に

０
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冠
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壷 ある程庭の性能覇得られ,また配置,大きさ等もよく適合

するのでこｵしを採用した、迩鐺な熱膨脹係数の合金を使｜

鮎撫鰹簿蝋鰯熊蝿難｜
利川してその分布"錘が測定さ＃した、ただ一つ大鍵閣っ’
たことは,當時戦時中であり球軸受の型式が統制製造の
た泌噸蕊が制限され，このﾌ･面ア迄是非ほしいdOuble-

rowのangularcontact型が入手出来なかったことで
あった．こきしば後で米国で試鹸-j-'ろ時は常方の申出に蕊
づいて正規’乃ものに米海軍で入i喚えた、高速のう"ロァ
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正孝手短衝動圧‘力切も〆

第12剛黄娠構翻による燃料比較試験

（米海軍技術調査剛立會試験）

I､ン頂部の形に大きな關係かあり，弧い旋回氣流の利剛

潅より噴口の数は比較的少<亡濟み，燃料比較試験成識

に示すように出力發揮腱は棚當の融通姓を持っている．
噴射藤力は回鱒数と負荷と迄よってJ1稲に上下するが，

低い時で400氣l雌，高い時の上.－クば1,500斌墜に達j-

ろ．しかし唾縮さｵしる油穀が極端に小さいの活後滞れば

問題にならず，充分微細な噴霧か得らｵし，着火遅れば

高速仁なると共に著しく短かく，過給も高くなるので

0.0006秒位まで下る．

ビス1.ンは熱的セニも機賊的仁も随分辛いものになる

が’對策としてはその辛いことに眞正面から坂組んで

樂渥してやるように考えるべきである．冷却には油を

使用したがその鑓を調節すると丁度よい.ところがあ

る・いずれ淫せよりングの部分は徹底的に冷やすほど

よい．高速鱗關のビス1､ンに油を透ると1償陸のため庭

非榊ご複雑な油の勅きとそｵしに作;ﾗ墜力波を生ずる．

しかしその位ではなん腹｡心配のない確鐡な総遥にすｵし

ばよいのであ馬．試職機で熱平衡試験をした時の一例

を示すと冷却水棋失17.5％に對して潤滑汕冷却損失が

9％であ‘ったが．潤滞油は軸受の冷却と共にビスI､ン

冷却ｳ室大きな役割淀させることができるそしてビス

I･ン内部は綺麗であ‘って油の膠着を避けることが出來

ろ．

諦願動するための問題として’消音，フレキシブル接
手，摩擦クラ噸チ付増速歯車等，幾多のことについても
耐様な試數症行った’申す迄もなく周速，嘩力比の黙か
らいっても従来の機關用のものと比べれば比較にならぬ
ほど高いものであった．前掲生い立ちの頚において述べ
た上うし二原案通り排氣荻一ピンが取付けられれば，この
う．画アの作動跡H譜鍵ってくる．その雨着の組合せ方法
でいろいろ磯關眺能が鍵ってくるものである，

以上の他にも多くの問題が坂扱われたけれどもこれ位
腱して，次涯逗の種の高出力舶用デイーーピル磯關の雛成
の韮本的諸問題について少し<討議しご兄たいと思う．

§
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"l3園プロア蝿動用援振動防止器
左側の中央の軸から駆動され’ギアセレーションと
摩擦クラチ板を經て外側の歯車に動力を傳える。
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比では燃焼室の形状が高さが低く平たくなりすぎるので
萢當な行程の長さ庭必要とすると考えられていたこれ
は眞ではあるが’燃焼方式の研究進歩によりよい燃澆室
・を形成さえ出来れば必ずしも餘り拘泥す為ﾉ雌要はない．＝
2サイクルの場合高性能を目指せば軸流糯氣に雄ろが，

この時は掃俳氣面積の關係からこの儒輕，行程比が重要

な制肘を受ける．對向ビスI、轄型では割合自由隆選澤出
来るがむしろごスI、ン冷却の黙から筒窪凌小さく行程を
長く取ることがある●掃俳氣孔共障氣筒の周園に配置さ
れるので同一ビスI、ン速度'か朧關でば帰り顔孔の高さ詮
行程めある割合涯定めて置けば‘筒煙，行程比が如何様
であっても,氣筒容磧富りの掃俳氣孔時間面積値分値は

同一篭あるからであ為.ごｵし庭反し排氣弁式軸流羅颪の
場合は少し<異る．すなわち捕氣孔面横は上述の前例と
全く同一であるから差支ないが’排氣孔面積は筒礎，行
程比の大なるほど大きくなる．從って高いビ,ス1､ン速
度を麓現し,かつ掃氣t二弼一るｴﾈﾙ雫一を少くするた
ぬ庭は餘り行程を長くしてはならない．むしろ短かい方
がよい．釧邇では特腫ショーl＼・ストローフが好んで使
用きれている．以上のことは慣性力の方からも肯定され
ることである，すなわち對向ビス1.ン型雷は_上下のビス
I､ンtごよって‘慣性力が平衡さｵしるのでこの黙ビスl､ン速
麗鐘高くしても我慢が出来る’しかし排氣弁式では行程
を短かくした方が’同じ平均ピストン速度握對して圃簿
數守上げ得るからである．

高出力に對して過給することは第一涯考えられるとこ
ろであるが，その過給度を制限するものは何であるかを
考えて見る必要がある．まず第一義的な制限とな鳥のば
筒内最高畷力である．現在のところ濫現さｵIﾉている最高
墜力の寳例は135氣墜であろう，現在の材料事情から考
えてもこｵしは最大限といえるであろうし，また機關の隠
識'型式によ､つては100～120氣嘩位が極限と･g2L.る場合
もあろう．い-ｫLにせよ最高雌力の制限か1.ル醗綜比，
過総雌力，燃焼進捗割合等が自らある値に定められてく
る普通の機關型式で起動莚容易Iこする‘二とから躍縮比
はある程礎以下に下げら･ｫしたい．従って，過給墜力が定
まる，同じ過給雌力でも出来るばけ高い密度の室氣を邊
るためﾆば塞氣冷却器證最大限瞳利用しなけｵしばならな
｛‘，．

次にサイクルの問題である、結論として高出力磯關は
2-ll･.･iクルであるべきことは明瞭である,上述のょ5に

過輪度合がある程度に制限さｵLた場合'4サイクルと2サ
イクルで同一條件下でば問題にならない。しかし現在の
技術の脚皆壱はまだ終黙に達していないので，勢淡諭と
l＝てばいろいろあるであろう，現状笹問題となっている

7．竃出狗舶用ディーゼル權關の基本”

諸問題に關する考察

まずシリンダの配列であるが，取扱上からいえば，直

列型がよいであろうが，重量，容積，長さの識からは非

常瞳不利である.コンパク1，迄する鮎からは直列よりも

V型，更涯W型，そして星型が重量的渥も有利である．

しかしaccessibilityの黙から考えるも舶用としてはど

うしてもV型までが絶對に有利である．最遜外國腱現

ｵつれたデルタ型の如きはこうしたacCessibilityを域牲

にしたものであって，この黙幾つかの測醗尭抱職してい

為ものといえよう．

次は氣筒の大きさとその駁について見為と重量を減ず

るため蝉はなるべく氣筒を小さくして回鱒徴定高くする

方が望ましいけれども，磯關の總出力溌確保するため'二

は氣備数が非常に増して来て，到底上記のようなv型式

返して適當な大きさに納めることは出来ない．従って所

要出力から割り出してシリン〆の配置上，合理的嬉許さ

れる鎧大数の氣箇數を決めて，シリン謀.の大きさを決走

するのが常道である,V型または對向ピエ'､ン型にし

て，氣筒数はまず16氣筒からZCの如き20氣筒が最

大と考えるべきであろう．

次に氣筒画璽と行程との比を如何にすべきかの黙腫つ

いてはいろいろの観鮎から考察することが必要である．

普通ディーゼル磯關は高哩鏥比であるたぬ餘り短L行程
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の陰主として熱の問題と』.過給方式の二つである.熱的
■.凸

・・・唾q2F｡”ご卓

に健4サイクノとの方が遥か権樂で有利であると多く信じ
･’ミ・・

らえしてい為が'掴一氣筒容債で同一出力章出すための熱
一・・も

問題を考慮す為と大差はない．逆にいえば，今までの‘4

サイクルでば馬力が少いから熱的にも楽でぁ為といえる

のであって，真の高性能のものとなると決して楽ではな

い・4サイクルでは排氣タービン過給方式が容易である
/

ので進歩發展ほ目疑ましく正味平均有効墜力で'5氣墜

は資現さｵTﾉており》最高は20氣嘩まで達し得ていろ.こ

れは特殊な極限を示したものであjるが，現庄の4サイク

ルでは簡単な普通の軍段式排氣撰一ボ過紛磯を附しても

大鎧zF均有効座力10氣睡を超え為程度唾な､ってきてい

る・2サイクルでは排氣ダーポ過給機の利湘が遅れ最近

ようやくzF均有効嘩力が10氣墜を超えるようになってき

ていろ・こｵし侭やがて高性轆のターボ過給機と空気冷却

器とt二よって前述の過給のリミット，すなわち平均有効

雌カニ5氣嘩ないし20裁嘩近く迄護展すあものと見られ

ている．熱應力の問題涯ついて考えて見ると，從來の擬

關とは段逮L,のけ|力を出すのであるから當然相當のこと
を考え”ばならぬ．材料面fﾝ護展もきることながら，カ
ユぷ一ビ'ンが苦心しているような高級材料まで動員す為

必要はないの篭搦,‘って，主として鼓計上の技術･で解決

すべき性絡・のもげ』喧泌ちう．勿論材料の發展は望･きしぃ
こと､でば光,為が，そ才し以_上.に從来の機關の設計例にとら

っｵした考え方･では駄目であるということを忘ｵしてはなら
ぬ．まだ誰だ智恵謡働かす餘地は充分勘為ようであ為．
2サイクルに論ける排氣弘一ポ過給による高過蒲が涯

オしていZ]ことば噸謹であるが，今はこれを克服すべき時
といえjこう．4サイクルば従来の2サイクノレに比べ為と

鋤二光壁な掃氣冷・行･っている．つまり4サイクルでの擶

氣ばど．ス1,ンに’上￥‘擁．斑効率の極めて高い描煎行窪”有
して蓋{ﾂ．多少排|誰かかかつても，ビスI､ンといり積極

的ポンプ鱈によ‘って排燕を押し出してしまい，そのポンプ
の1畷入口腱排調〃一ボ過諭磯よりの過給塞氣を導いてぃ
為の．を勘為．2サイクル磯驍の描葱ポンプ．の代りに排気

ターボ遜職機を以て代曜させようとす為と簡蹴迄は11､か
ないことか渉,鴇』.4-w･fクルで鯨職二成功したこめ方式
を2サイクルで翁<耐様な方式で麓現しようと考える
と,4･1)-｡｢クル"ノビス'､ン腱よる排氣：吸入行程涯匹敵
する証f:ﾆほこ.A･l.に近し､｡こうたことを徴現す蔦'ため庭．主
ずﾙi,1,の,,;[戴逓-雁商い掃猟効率を禅ｼjれる,'こうか捕氣方
式を採"北，かつ容量の儲り大きくたい獄証鑛ンﾌ゚（穣
"I'19押L.出し型が[い）を附して魁イ、器の容遼は普通
の従来F』2サ･イクルで使肘』さ』したものよ17ずつと小さい
もめで慨に合ぢよ3，にしなければならぬ．そして排氣タ

－ボ遇給擾の過給灌力をこのポンプ.の吸入側に塗ること
‐．：

である‘こ5Fi-tLIf2サ･イクルの排氣ターボ過給は間違

いなく可能である。しかし一方2サイクルに特有な現

象があるのでもうすこしいろいろ考えて見為必要があ
る．排氣ターボ過給濃の釜り得る空氣堂3昔よびその嘩力

臆當然排氣カスの温度とその嘩力によって-鍵化するの
で，機關が高出力で蓮韓している時は2サイクルとして

望ましい程度の室氣量と掃氣座力と壷排氣ターボ過給機

のみで鍵Eさせることが出来為．それより低力運鱒にな
るに従って筌氣量も掃氣雌力も漸次低下して来乃.4サイ

クルのようにビス1､ンで吸排氣入ｵ噸えなす為機樵がな

いために充堀効率の低下により低負荷時の燃費が増大う‐

る．こｵした改善するためには機臘回縛數に比例して廻わ
る所要最低限度の容量の機被的鐙風機彰取付け為とか，

あるいはターボ過総購を適常な回鱒比でクランク軸に連
結する方法》あるいばクランク軸に速精はす為がフリー

ホイーリングとして，ターボ過給磯の方が高回轌で廻ゎ
為時は膿l由に廻1つり得るようiこするのも一策である．こ

のような機械的な邊風磯を組合せ為ことば，極浪>て商出
力の場合排氣温度為あ為程度：.二制限しようとす馬時延も
利附き』しる．以上述べたような使陥法の例としては，瑞
典"G6taverken,あるいはNapierのNomad等を
塞げることが出来私．

次騨掃氣方式の内，頭上排氣弁式と對向ビス'､ン型と
比べて見潟と開口面積の鮎で幟前述の通り對沌ビ．ヱ,､ン
型が樂胆な為のであるが描氣雌を氣簡内に残すためには
前者の方が有利でお馬恥從って非精に高速厳鶏舎，・ﾖﾐた
は非常な高過給の場合には對i'ilビス'､ン型が有利となっ

てくあ.ただピﾒ'､ﾝとしてば排氣側ビス'､ﾝの冷却が
職雛¥二なってくるのか触鮎といえよ5.事蛮猟儲容俄'立
當り出力が6C馬力位にな為と．冷却は容易雄こと･で′態く
な為．排斌弁式は，極端な高速また億櫛端な高過総でな
い限り仲灸拾て難い利鮎溌有している.

次Iと機鰐上の問題腱關連して重量，振動ｵ6’こび騒雷の
諸黙』こ注目しなければならない・孵鎧高出力にするため
腱は回鱸数もまた相當に高いので，運勅部分のバランス

は極めて軍要なことであ為クランク順序藍最も合理的
に選挫すべきことはいうまで4》ないが，単に全贈のバラ
ンスのみ為．考えただけでは濟まない‘機關繁臘弄完全な
剛慨とは見られないし，また内部の刺'篭部も催かな鍵位
庭よって大きな影響雰唾け為．高速に”しぱな為ぼど完
全バランスに誼づけねばならない，そめたﾂ，の苦干の竜

量増加侭出力増加腱よって補い得為焔”否あるまた磯
關の本磯とな為べき部分，・夢<ばこ部クランク室の剛性

にば特に留意しなければならず》長いもの・でほその断面
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である．従って構造的におる限度以下に華奮にしてま_建

輕るくす藩方法は探られるべきでなく,如何にしで出力
壷増加ざせ同時に信頼性を輿えるかに重黙を置くべきで

あろう．

8．結び

z℃機鴎の紬介とその枇謡そしてこの種の機關につ

いての考え方について思いついたまま愚見を述べたが，

中に憾言蕊の足りぬ黙あるいは誤った黙があったら諸賢

のお許しを戴きたい．ディーゼル機關ば大型，中型，小

型共各方面に淡く賞用されていぁにかかわらず,比較的

大馬力の高速ディーゼルが多くのメリットを有しながら

仲煮査現に至らなかったことは’そこにいろいろの難謡

を抱職していたともいえ為し》また逆にわｵ回つれの知識

が．壁だ足りたいところが多くあ‘つたともいえ為'、こうし

た高出力ビスI､ン機關は回韓機械の糊'1によって更に多
くのメリットを持世'弓為要素があるので，今後も眞剥な

努力を綾けるべきで為為と思う．悶難に打勝つとか，進

諦べき方向を定め為という時!こ大切なことはそのことの

眞相を把握することである．そのための努力あってこそ
前進への道が開かれ為であろう．

最後涯本ZC機關ば全く會杜幹部の方煮の御理解と各

方面の技術界の権威の方鳧の御指導によ為賜であり，そ

してこれ読売成させ渦迄に戴いた數多くの同僚諸君の献

身的ないや全く仙人を超越した苦しい努力によってこそ

出来たことを忘》し得ない．深甚の感謝許捧げるものであ

為 ．（終）

の高さ，お誤ぴ頓双方充分底大きさ裁與えるべきであ

る｡靭鐘歴･ぜんがために各部をどこまで切り詰めてゆく

（き力､朧非常に重大問題であって一概にこれを述べるこ

とは出来ないが，過去の歴史はある程度の示唆を與えて

臭ｵし為ものである．現在の大型舶用ディーゼル機關の氣

筒容積1立常りの重量は大略75～卯kg/立であり，小型

の自動車用高速デ.イーゼルは85～100kg/立である．この

雨者は大きさも，使用賊態も随分違ったも鯵であZ)が，

それぞれの分野に恥いてそれ梢當の賞用性を發揮してい

為賞例で為る英米の海箪舶ﾉWディーゼル慧例にとって

見ると83～110kg/立位が大部分であり，とのZC機關

o約80kg/立という値はこれらの例のいずれと比較して

も特に軽いという課ではない．勿論軽合金を使用してゆ

けばずっと輕くな為が，どこまで鯉くしても大丈夫であ

．つたかの没例凌調べて見蔦'と，直列またはv型の航案
ディーゼル機關として作られたものの内．失敗したもの
は14～26kg/立位のものであり，試鹸的に成功したユモ

ディーゼルは34～50kg/立であった．航空蹄と舶腕とで

は卿的，使用方法，耐久性等がいろいろ異‘ってい為ので

同じレベルで論ずることば出来たいが，カソリン機聯
例にと鳥と液冷V刑戦闘機用で14～21kg/立、星型大

馬力の地ので23～25kg立が多く萱用されたものであっ

た・これに比し舶剛高速睡量ガソリン機關としてば38～

58kg/立の《､のが箕用されていあ．ディーゼル溌關とし

ての震例をとると鐡道車輌用，舶用等として極めて軽量
熊迭のものが大略45～65kgj立となっていあ．今後更に．

創意工夫は淡,為べきで忠,為が現状迄の識績ば以上の通り
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1熔接船の修理（1）｡：1，q

雲瀬蜜』三郎
生出正鐙
三蓮日本璽腫業株式合吐
織機造船所嵯鐇部

1塾．緒・言

外國涯おける駿時急造熔接船の大潰傷の質例は轆二公
表ざｵし，こｵし筵對寸~る研究成果ま日本涯おける熔接船建
造には充分活用され幸い大した事故もなく今日迄至って
薬り，綣主側におかれても漸次溶接硲渥輩fj-る信齪鹿彪
溌められている．

外國熔接鰭の大損傷の奮例はわれわれも1951¥2月の

貨物膿クリスターサーレン號,1953年1月カアバンチ號嬉
ついて目撃寸為ことが出来た‘し力､しながr』苓力攪鰐の
原因睦ついては詳細な冷發表がないので知る由もない・

こｵしを他人事と思う課涯ば行かない．披癒者乃立場d、
ら自己反省して同じ過失癒したくないのば誰しも鍵りな
いことである．

熔接船新造中に發生すぁ熔接部かクラックや鍵形の湾
例は現場技師は充分經験され，その防止にJi蒋なぁ努力

をLﾉているが，就航後溶接船のクラック為おいば海難の

場含渥おけ為熔接総造の利害損失に,ついては新造賭設
計，現場技師は場合庭よってば鍔濁す馬機會がないので
知らず窪了う.二とがないとはいえない．

修繕の場合の設計詳細涼現場技師が即座に決定する必
要』三撞喝れろことが多く，設計技師の指鑪を受けること

か稀嬉しかないので最高麗の技術が必要壱あり，また熔
接施行に當ろ工員も充分産訓練が行き届いておらねばな
r>".熔接はHUMANENGINEER[NGであるから質
の管理ば特に注意せねばならぬ，新造船に託けるx線
縦査は熔撰完了したものの瞼査琶あり，今窪は修縫諦庭
も通1IIざAしる蕊になろう．質窪對寸-お信瀧員感とエ員に

對する精純教育迄ぱ役立､つ看あろうが覧の謹理の本質は

設計,耀接前の開先,似付,熔接施行法等に對する監督
を現場で充分やることであって,これ詮抜き踵してx藻

可

職姪聴礎YFzL震湧くpi_AN
S"Z-EﾙZ=/L"

と
Ⅲ
Ⅱ

ｊ
１
１

⑦り可

む

、

弄肴一
、
、
ミ

バ
§

一
ノ
ゾ
ノ
‐、

〆

一

"SE℃
Ｆ

９

■

■

■

■

■

■

■

■

Ｕ

Ｂ

１

４

ｑ

Ｐ

０

■

Ｕ

ｒ
ｌ
Ｉ
ｌ1 _ヲ‘浜Z〃砿李樫

/…＝
／

if薦／『共〃
第 １
蝿

脇

il一口



、

に遭遇していることであろう．今まで聞いているだけで

も10隻は超えている．

最もひどいのになると10本のBULWARKSTAY
の中殆んど全部がDECKとの取合いの部分において
FRUCTUREまたばクラック詮生じてい』るのがあった。

さてここでクラ:ヅクの生じた附近の構造上の倣陥を述
べると(勇溌よび⑧のSTAY等はそのTOEの部分の
位置がDECKBEAMの殆んど中間位についている．次
にはDECKBEAMの雨舷ENDのFILLE'rWEIJD
がLIGHTの勤綴熔接であることである.SEC参照．
鋪2脚ごIﾖ本船のF'CLのBULWARK本鴎に生じ
fEDAMAGEを書いて見たから比較して見たい‘
本船も相常な荒天に遭遇したとのことであ‘つたが
BULWARK本膿の一部分にとまり,STAYほただ1本
のみがDECKとの取合いの部分にｵ6いてFILLET
WELDの2段目がかすかなクラック様のものが認めら

綾査數の多いにとに依存う-為!つば賢明なことで輝ない．

本文は横演鑑船所に託け壗､内外國の熔接船修理の經騒

を記述し修繕關係者の参考とし，併せて新迩關係者庭な
んらかの資料となれば幸いである．

2．熔接船のクラックの實例とその修窪の大要

熔接溌迭に1撒いて股も懸念されてい為クラ:，クの問題
を早期に解決す為ことば：つれ卦つ鯉に課せちれた一大橘題
といわねばならない-

今ここに詔介す詔,のは大ば皿AINSTRUCTUREか
ら小はENTRANCEのCONERIこ生じたクラ.ゾクの

中顯著なものを探h上げて記載したもので班』為が蜜際ば
その中でも同種のクラック詮數l圃見たものがある．なお

幸いに同檬のクラックを日本職と外國船とに見瀦ことが
出來たのでこ，三の例を比較對照して.兇た．

賞際において設計鮨エぴ工作法の改善庭より容易にそ
のクラックをきけ得られると思う．

A・黄物船・

I.VICTORYTHPEのF'CLに生じたクラック

（第：岡琴照）

恐らく殆んど全部の同型船が大なり小なり同種の事故

、

かたのみであった．

本船と前者との構遥‐上の比較をして見ると本船の
STAYの'rOEの部分ば丁度BEAMの上にあたり，
またDECKBEAMのENDIi:8槻のFULLWELD
であ‘つだ
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CRACKを誘發さ､世為ばかりでなく，ROPE,HAWSEA

等の移動乃繁しいF'C'L瞳おいてば特に鋼捲れ防止角

ためFLANGEの背崎を切為ことなくDECKにUか

艇つけ為ようIこしたい．

11.HATCHCORNER淫生じたクラック

まずC-2-SBITYPEの荒天lご上乃クラック艇､ついて

述べる‘（第3間参照）

本船は殆んど各HATCH共多少のクラックが望って

いたがその中竃もNo.3HATCH怪おこったものが最

も大きく代表的なもの､否あった.しかも四つのCORNER

全部が割れていた．特廷4のクラックにいたってば

HOUSECASINGの近くのPIPEの付根のところIご

VICTORY股の修理法を簡単腱のべるとまずクラック

はVEEOUTしてWELDした後T型のDOuBLER

を當て，そのWEBの方はSTAYの下部に連緒する．

なおDECKBEAMの雨舷ENDI*2沢の間，連讃熔

接にした．

以上二者を綜合して考えて見るにSTAYの付根

DE3K上に燕めDOUBL1NGをつけて置く必要があ

るのではなかろうか，またDECKBEAMの中間につ

けなげればならないSTAYの下すなわちDECK裏に

はCARLINGが,必要である‘なお日本船のSTAYの

FLANGEの下部がSHARPに切って．ありFLANGE

自鰐はDECKと離れていた‘こればTOEの部分の

』
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ー

も起っていた患

本紫のその附近の構造iごついてみｵしば各COR1ER共

THICKERPLA'rEのみでしかもそのPLATEが

HATCHCOAMINGを切抜いてばめ込式になっていな

かった．

本DAMaGEの修理法は4の部分はDECKPT:ATE

すなｵﾌおTHICKER.PLATEをHOUSECASING

の丙まで延長してCROPしてPARTLYRENEWし

たなおその上に％吋厚のDOUBLERを富で,COR-

NER"12吋のRADIUSをつけCOAMINGに切込

んで,更に3吋の半丸誇つけた，その他の1,2および3の

部はCRACKのERDIE_STOPHOLEをあけVEE

OUTしてWELDした後,前者と同様な方法によって

DOUBLERを営てた．

C-3TYPEのHATCHCORNERについて見れば

これも殆んど前者と同様なクラックの)伏態であったが四

隅共それぞれクラックが小さかったが本船はHATCH

COAMING目禮がDECKPLATEの隅肉熔接に沿っ

てクラック毒生じた．（第4岡参照）

以上二者認綜合して見ると，その触陥ば自ら解る．号一

な剣つちDECKFLATEおよびDOUBLER共にINSERT

にして塞ぐべきで説為．なおHATCHCORNER附近

でしかもHOUSECASINGの傍でDECK左貫通す

るよ弓なPIPE",位置を決めるのに考慮し，出来得

ればINBOARDの方鐸ずらしイ､つけあとか為あいは適

雷な補渥詮．すると力､考えたい。

111.HOUSECORNER迄託け為クラック･(第5間
および露6剛参照)

本件催日本船と.C-3TYPE'と全く同様厳事故を見る
ことが出来たので比較して述べ為ことにす為・

雨船とも一寸した荒天に遭遇したのであったがその直
接の原因と思1つれ為のは設計および工作上の触箔であ
る．そのクラックの韓端と恩1つれるところはそれぞれ第
5蕊よび第6岡のA-A龍よびB-BSECTIONを見れ
ば明ら‘かであ為．ただA-ASEC.について考えるに
DECKPLATEとTRIPPINGBﾉK′TのFILLET
WELD自鰡のクラックといずれが先に生じたかすなｫつ
ちいずれに蝕陥があったかといえばFILLETWELD

の方が先だと思う，質際そのWELDにいたっては
POORそのものでありSNIPEのところは殆んどやっ
ていなかった．その代りGIRDERのところのWELD
は完全踵ものであったためSHEARINGSTRESSによ
りDECKにクランクが生じたものと思う．

日本鵬の場合も全くこれと同じようなもの・であ易ので
説明は省略す為ことにする

いずれの船も右舷陸のみこのような事故か護生して左
舷にほなんらの異状も見られなかった‘これば航行中右．l

舷から多く波を受けたのであろう．

註，日本船はTHREEISLANDERのI_ONGBRI-
DGEが戦力叩仮に通っている．

修理方法としてはC-3TYPEの方はクラックはVEE
OUTしてWELDした後彩吋×5吋のDOUBLER"
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１
１CASINGに沿って富てた．日本鞘も前者同榛クラック

を虚理した後14×1200×1600のDOUBLERをSEAM-

WELDとし，とぢ鋲にし.た．その後は雨船ともなんら

の蝿伏も聞いていない，

クラック防止のためHOUSEWAIT,とDECKの接

合を鋲溝造淫したらよいだろう．

IV.BRIDGEHOUSECASINGのBULWARK

EN。との取合い部に霊けるクラック．

本事故はVZCTORYTYPEと日本船とを比較對照

して見たい，

Iﾖ本船は鍔Ⅲ頚嵯示したものと同型であることを念

頭において貰いたい．またBULWARKはBRIDGE

CASINGを貫通してい堵,がVICTORY"CASING

の所遥切れてCASINGとWELDで取合っている．

それぞ激し第7同託よび第8"DE'rAILを見れば解

ると思うのでクラックに對;~る設明はやめてその修理法

と今後の對策庭‘ついて述べる．

いずれもクラックはVEEOUTしてWELDした後

日本船ばBULWARKの本磯に,VICTORYの方ば
CASINGとの浪合部分にそれぞれEXPANSIOIJ

JOINTを入ｵした，このような事故ば今ま･唇にも相當多

いことであるので建造當時に何か對策を考えたい，そこ

でここにその對策の二，三淀述べる．

1）プルヮークをCASINGと綜詮絶って置きそのプ

ルワークEND附近にSTAY瀧つけ為こと．

2）プルヮークのENDに約45度位のKNUCKLE

つけてSTRESSをRELEASEすあよりにする．

3）プルヮーク本賎または暇合部分にEXPANSION

JOINT.溌雑型>つけておくこと．

V,8,600噸型貨物船のクラック

PRINCIPALDIMENSION,

LBP450"

BMLD,63BRl

DMIJD40IX66吋

GT8,591噸

建造1942年
SIDESHELLSEAMSRIVETTED

TRANSFRAMING(SIDE)

LONG'LFRAMING(DECKANDBOTTOM)

本船のクラックは場fﾘfおよび大いさ等からして珍らし
いｹー ｽであ為．このN0.5HOLD"REF,HOLD

に厳っていてその使用中クラックが錐じたらしい，本蜥

のその他の部分涯はなんらの異状も認められ厳かつた，
KZOLD天井すなわちクラックの生じたDECK裏は．

ルクのINSuLATIONがしてありしかも状態ぼ完全な
もの歪あった.

クラックの鐙端においてはOrENしてしまっていて
見ただけでも凄いものであった.HATCHCOAMING

が切断されJLONG'LBEAMも切れてしまって特腫

③の如きば外板まで達しでいた．（第9圏参照）

クラックの原因としてばそれらしいものが見雷らない

が低温度に誰凋-る材料の脆化ではなかろうか.なお材質
の影響もあると思うが分脈していないので不明である．

修理方法としてはクラックの生じたDECKおよび
COAMINGPLATE等はすべてQRIGINALの

THICKNESS通りのPLATEでCROP&PARTLY

RENEWした'LONG'LDECKBEAMもi司様PART-
LYRENEWしご’

〃

V1､C-4-SBITYPEのMAINSTRUCTURE

腱生じこクラック・

本船はMAINSTRUCTUREに生じたクラックの代
表約なものである．しかも長さがSTRINGERPLATE

鏥よびSHEERSTRAKE共に3火蓋超えているが姦
舷の同じ部分およびその他のところにはなんらの異状も
見愛げられなか‘った、そのクラックの生じた内側欺スト
アー腱なっていた．本船が航行中に荒犬に通過したかど
うかは明確.Gない。

修理方法としてはSHELLおよびDECK共にVEE_
OUTしてWELDし7旦綾SHELLのみFR18より
1，13に豆って弾吋厚みのDOUBLERを熔接淀て常で
た．（第10岡参照）

V11.MAINDECKSPIGOTPATCH'

*SPIGOTPAfl,CH"NO.3HATCHに火災菱
生じたC-3TYPEのｻﾙの消火用にMAINDECKに
あけた穴の埋め方の一例誇示したものである．

現場庭あけられた穴は正圓の規定の礎握切り直した上
GRINDER仕上げした&SPIGOTば所要寸法に切識し
た後磯城仕上げしてから取付けた、

本工事は普通のINSERTPATCHの献黙ﾘーなわちク
ラックの鍵圃琶よび裏はつりの測難な識を補うに充分で
あった‘特挺裏は‘つりにおいてはDECK裏にAIR
TRUNK電線およびパイプ､等邪魔物がたくさんあ‘って
到底蕊はつり等鰐よぶ所でなかったので大いに効果が島
つた，

V111.荒天により受げた各種のクラック．

一般に船が荒尺蝉遭遇した場合どんなところに損傷が
最も多く諸こるのであろう.こ‘二に紹介す:るのは一､っ乃
MW(C-2TYPE)が同一時澤受け~た損傷の一例である．
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MAINSTRUCTURE仁生じ‘たCRACK

1

園第 10

ころ胆託ける撰手を止めて約3沢ほど新善した．

@N0.4PANTINGSTRINGER、‐､これも前者同
"KNUCKLEのところにクラックが鑑こっている外
COLLISIONBHDに以前からしてあったDOUBLER
の熔鋳罰に錨裂があった．

⑧FR.169WEBBEAMとフレームと取合い部に生
じたクラック．これは外板のPANTINGによるもので、
あろう.e腱示したTANKMARGINPLAIrEと外
板のSEAMとのCROSSのところに生じたクラックも
PANTINGの影響腱よるのであろう‘これはORIGI-

一
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NALの熔接がよくなかった@B板とC板とのSEAM
の外面開先のところが充分でなかったのであると思う，
特腫裏はつりの出来ないとの部分に端いては充分な開先
が必要である．

このようなMARGINとSEAMのCROSSすると
ころは外板をSTEALERPLATEにする方が工作ば確
鐙である、熔接船でも鋲瀧造でも同穰にSTEALERに
していぉ．

この時の修理法ば雨舷ともクラックを完塗にVEE
OUTして熔接した上，更に1吹角のDOUBLER窟富
てた．

③HATCHCOAMINGのクラックは第Ⅱ項(第3
間）仁示したものと同時挺發生したものでお‘つた．すな

ｵﾌちNO1と5を除いてNO2,3および4とそれぞ

れ多少のクラックが生じたことになる，これらは皆VEE
OUTしてWELDしたのみで診‘つた，

--.

"11IBI

④NO.3PANTINGSTRINGER鑑よびCOL-

LISIONBHD.COLLISIONBHDとSTRINGER

との坂合部には鋲構法船にもしばしばおこった所である

が，この事故は熔接船に請ける代表約なものである，特
にFR,175の’外板等唇雨舷共クラックが生じていた，

(@SHELLの|罰参照)修理方法はCOLLISIONBHD

にはNO.4のSTRINGERの坂合部同様DOUBLING

を當てた、STRINGERPLATEはFR.174と1.5の
間切替およびFACEBARは現在のKNUCKLEのと

I
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’
’ 松浦・弘

松沌鐵工遥鋸所小型貨客船満信丸

純噸数83噸29

．戦貨重量53通27

貨物雛容債70立方米

旅客定員（二等)10名

（三等）90名

乗組員9名

主機砿310BHPディーゼル機關’基

速力最高13節50

航海’2節00

燃料油瞼容積6唾90

糾尾水諭容債（清水）12睡50

3一般配置および概略説明

’本譜一殻配置は附岡の通りで為為・

侭,腱示す通り船首は傾簾唖,船尾は巡洋謹型詮採用し
リアクション舵を備えていろ．、また甲板下ば辮首より順

次船首室鮠(錨鎖庫兼用)船員室,貨物鮠》穰關室，旅客
室，船尾水雌および倉購に唾劃して為為・燃料油瞳は隙
開室前端隔壁の前後に二肋骨心距宛とり高きば車軸中心
迄とした．本船の性質上船首礎鋪型としたため貨物鯵内
張板が貨物船と比べて多少上方に移ったが必要な貨物搭

載力は持たせ為ことか出來た･霞た主賎開室容債は將求
400BHPディーゼルを据付くるに支障なきよう充分なろ

1緒言

清信丸は長崎市野母商船株式曾社の御註文腱よる小型
貨客船であって’博多を起馳として九j'I悴士と玉島列島

と詳結ぶ急行便とじて，旅客並びに貨物を職邊す-為ため

に葱錐されたものであ場．

本ﾘWは昭和23年4月29日起工同8月9日進水し同31
日に無事引渡しを完了した，

本船は沿海唾域の定期船としては相常風波の畷い海面
を航行しなければならぬので凌波性,耐波‘眺,復原性には
特に霞意して計遥を進めた．ま･た貨諦冊としての本船は
相應の旅客室容積と貨物鮠容債とを持た潅ばなら､ず，急
行便として高速でなければならたいので本獅極の決定
に際しては特に注意を桃つた次第香ある．

たお本譜は離島航路整備法に基く開渡銀行融賓腱より
建造されたもので為jる．

2孟要寸法等

長き（國籍證書）29米98
長幕（垂線間）29米40
幅（型）5米30

淫さ（型）2米70

満載礁水（計謹）2米20

總噸製132噸29
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容積を持たせてある．

2）本胎は圖示の通り低船首盤甲板上に7HPヤンマ

ーディーゼル機關付揚貨機兼用揚錨機の他躍船通風に必
要なる設備を完備してあ為．

艫口は船主の要求もあり波漠中の航海を考慮して最小
限の寸法に止めた．また木製鰭口誰を配し覆布締付装置
を完備してい患．

橋ば鋼製門型とし上部を通風筒に兼用している，デリ

ックプームは木製とし荷役に必要なる諸装置を施してあ
る，

3）甲板客室配置は圖示の通りとし二等客室は蝿敷の
上に絨鍵を敷詰め周園にソファーを設けている，

船首および船尾三等客室は製敷とし各客室共，救命具
絡納庫，下駄箱，網棚，カーテン等必要な設備を完備し
ている．震た族客室窓はシプキ等の濡水を防止するため

落し窓とせず圖示の邇り中央にて二段睦分け上方催固定
とし下部を汽車式に上方に上げる装置とした．

4）船尾は波浪等の浸入を防ぐ．ため船尾喚詑形成し貼
室，便所，漫画所昇降口等を設けてあぁ・遮陽甲板上に

は重量物,旅客等の撚載を遊け操舵室,船長藷よび機關長

室の外必要なる最小限度の設備に止めた.從って救命設
備も救命浮器により代用している．

5）船内各客室腱ば擴澤器を備え，寄港地發着の案内

その他ラヂ可－，蓄青器等による航海中の慰安にも使用し

得為よう操舵室内に諾設備を設けてある．

6）本船電氣設備は主として夜間航海であるため特に

照明の熱に注意し2kW直溌溌電機1基を据付け配電盤

蓄電池等完備してこれに充嵩している．

7）機關室内に礎2吋の雑用水ポンプ1篁据N･汁8HP

ヤンマーディーゼルにて躍動3－る装置とし上甲板および

遮陽甲板上迩鴬な箇虚に蛇管接綾片を設汁，その他各客

窒機開室等し:二ば通當數の携帯剛液職肖火器》砂箱等を設

けて消防設術駐完備している。

8）機關部

本船主機械は阪紳内燃綴工業株式會社製の箪動四衝程

無氣噴洲式ディーゼル機關であって主要にlは次の通りで

ある。

汽筒数6(一罷型）

汽筒極270粍

行程370粍
回縛數400回/毎分
主機出力310BHP
最高藤力 50通/糎2

重錐約'2唾

耀關室内にば主鱗發電嬢，補鶴ポンプ類の他4HP
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竪型ヂィー菅ル機關付空氣墜縮儀萱据付け，カウンター

シャフトを設けて8HPやンマ戸デ･I－ゼルおよび主機に

よりいずれをも騒動し得る装置としてある.

その他300立入室氣隙2本の外作業墓，工具庫，倉庫

等必要な設備を完備してある．

5傾斜試験成績

試験施行年月日昭和28年8月25日

海上の模稼李稔

海水の温度、25.C

海水の比重1025

試験當時本船の状態ほぼ完成鴎具備品類若干

未搭載物あり

水油雛は塞雛とす

１
１
１
１

4試運韓成続

試運鱒ば昭和28年8月22日陵島縣木江港沖に出航し

て施行し僅秀な成績を修めて維了した．成績は下記の通

りであぉ． ‐_｣試職欝時|;耀紺|滿識
一一

０
妬
酋
７
５
９
８

１
４
船
７
８
２
０

米
独
吃
米
米
米
米

２
３
Ｇ
Ｉ
２
１
１

喝
米０

1米468

103芯584

1米44船尾

I米637

2米984

0米92

1*347

l米505

107"386

1米476船尾

1米71

2米95

0米94

1米24

平均吃水

同上排水量

重心前後位殺

KG

KM

KB

GM

～～～

’－

－－～－－’
事

11

、｜
.l

詩R

６
■
１
１
１
０
１
４

天 候

海上の模穰

海水温度

標柱間距離

試験當時吃水

風向および風速

潮 流

晴
卒

天
窓

25｡C

1,5浬

1米485

』
１
Ⅱ
旬
Ｉ
幻
日
■
■
●
■
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
ｊ
ｒ
■
●
１
日
可
Ｉ
Ⅲ
叩
０
．
１
１
１
‐
１
．
４
１
１
１
１
１
■
■
４
４
６
■
ｑ
ａ
Ｉ
ｑ
４
■
■
０
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(平均） I

’
’

な
下

し
潮け 、6結ぴ

本船は北九州沿海を航海する小型貨客職として船型決

定に特に留意して計蜜したが，計遜の最初特漣船主とし

て速力腫注意されたので，この種小型箔船の推進關係の
資料も乏しく運職技術研究所に模型資諭を御依頼したが

工期等の黙より眼止めとなり残念渥思.っている．しかし
本船推進器の設計を御依頼して所期以上の好絲果詮得る
ことが出来感謝している．本船は9月7日博多において
レセフ｡ションを行い同9日より就航してい為が大鰐所期
の目的は達し得ることが出来た．

3/4

232BHP

368RPM

11.665KN.

563kg/cm2

42｡C

4/4

310BHP

4CORpM

19､02KN.

12/10

372BHP

434RPM.

13.56KN.

7,6kg/cm'

46｡C

主機荷重

主機出力

|司回鱒數

速力

平均有効睡力

冷却水温度

１
１!6.62kg/cm2

|45:b
！
1

11
、’

註数値は順潮および逝潮航行の平均を示す．

平均有効歴力ばI篭J皇試蓮艸成繊による．

’1－q‐－－－－－－－－
、

まずW.TのDOORすなｵﾌもeに示した蝋のh,‐
・L－､つ

いて述べる．
’（1096頁よりつづく）

④CREW7SQUARTERに生じたクラック，

いずれもATHWARTSHIPの同一線上に溌建した

ことが目立'o,ENTRANCEのCORNERのみでその

他の部分には鍔伏がなかった．

この外BILGEKEELにもSCALLOPのところに

て切れていた、

IX,上甲板上GIRDERのHOUSECASINGの玻
合部腱生じたクラック。

この問題は恐らく國内外船の別左問わず生じたことで
茜>ろう．今迄見た中の、つばかつて二’三躍修理したも

ので歩った．その時渥はOWNERの要求によって

CASING自彊にDOUBLINGをあてたのであったか，

今ここには別の方法･す-なわち錨12剛の⑤に示したよう
底溌通式のGIRDERとしたい．

X.ENTRANCECORNERに生じたクラック@(第

13圖参照）

このような正OUSECASING付のENTRANCEで
&CASINGと同一線上にあるもの！ここの種のクラック

’
’

が多く，中心線に近く入りこんだ通路のENTRANCE
には割合に少い‘

ここで防止對策として考えを述べてみ為とCOA-

MINGANGLEの繼手ば絶對にCORNERのRA-

DIUS内腫おかないこと，次には各EORNER共，他
の剖労より少しサイズの大きいものを．使用すること．な
お一度クラックが發生したCOAMINGANGLEはそ
の･まま現場で熔接すること厳く_上記要預渥從って新鋒淡
るのがよいであろう,

次腱GALLEYのENTRANCEの雨舷涯生じたク

ラックに.､ついて考えれば,本講故ば前者と同じ蹄が同時
に起きたものであって，その時の本職は相當な荒天に
邇遇したとのことであった．これなどは當然建造時に
DOUBLERを‘つけておくべきであろう。
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船内換氣法の菱遷

:る方向にひろげられ，風煮十分腱受け入れるよう潅備え
られます．ただし風の方向が鍵しばそのたびごとに風受
口を向けかえる手數が必要になるのです．

風の方向にしたがって向きをかえる煩わしさをはぶく
目的で造られた帆布通風筒ば第］圖中のBですこｵしば
上部の口に十文字腫な患垂直の4枚の幕またはひれが造
られ，4本のガイ（張索guy)腱よって展張されます．こ
れなれば風がどの方向から来ても可なりの量の室氣が流
れ込みます.しかし前のAにくらべて鉄黙があります．
第一に上部がAの紋の口のよう嬉籏が．っていないで,．か
えって狭くなっている．第二に風を受ける面が垂直であ
る．第三にJ二部が四つに分かれているので流れ込む室氣
の量は孫とな〉るのです．

これらの歓黙を補うために考案きれたものは第1圖中
のCです.Bにある上部の口の4枚の幕を充分厳くゆっ
たりと造って，一方からの風詮受けるときは他の3枚の
幕はかたよって一つの大きな口となるよう渥逵られまし
た．こればAとくらべて篁索嫁受け入れる量がそんなに
減少しません．

帆布通風筒の下端は室内の人隈腱直接腱室氣があたっ
て風をひかせぬよう遁當淫まげておくだけの充分の長さ
に造られます，またある筒は下端を大きな袋につくり，
袋の面腫多くの小孔讃穿って流下する空氣凌邇當に撒布
す為よう&ご工夫されたのもあり葦した．
2）キセル型逼風筒(CowlsandShafts)
帆布遡副筒と鎚なじ瞬里を應用し，帆布の謀5．にふわ
ふわした材料でなく，通風筒を固定のものとするため亜
鉛板》薄錨叛または銅板にて通風筒詮造り，上部はキセ

婚丙の換氣といえば室内の汚れた室氣を排除すること

が唯一の最も緊要なことでありますが，査際船内の室氣

は陸上建造物の室内の室氣よりも汚れやすく，これを新
鮮な塞氣と入れ換えることはなかなか-1-分踵は行われな

いのです．そこで船内の換氣法ば単挺自然通風換氣だけ
に依存していては不充分であってどうしても人工的機賊
的換氣法を採用することになります．機械的換氣法もそ
の動力が人力から蒸氣力と朧り更に電氣力と進化して現
在のよう腱殆んど完術して龍厘新鮮な:る案氣詮注入する
ばかりでなく温度も潔庭も迩當蝉調整ﾘー 為ことが出來る

ようになりました．しかし今から一世紀も前涯は造船家
も船乗り達も幼稚で船内換氣法迄いろいろ興味ある工夫
が行われました．これらの鍵遷蓑知ることは全く無識な
ことばかりとは思われません．

I自然換氣法

1）飢布暹風筒(WindSails)

帆布にて通風筒を造ったのは最も古く採用された通風
換氣の方法であったでしょう‘原始時代の船が帆ぞ張っ
てその推進淀助けたのと同時漣風の自然の力を利用して
船外から船内渥風症いれ換氣う-ることに考えついたこと
に少しも不思議はないと思います．そこでこの風を船の
ﾉ､ツチまたはその他の孔‘から甲板下の船内諸室おみちび
き'新鮮なる室氣で室内の汚れた空氣を推しだしたので
す．この原則はも,つとも簡単で誰渥も了解されたもので
すから，帆布通風崎は太古から今日庭いたる童でもつと
も一股に淡く使朋されているものです．原嫡1寺代のエジ
フ･I､人はこの方法で船内を換氣したばかりでなく陸上に
もこの方法を採用してV､ます.現在カィ

ロー地方でマルヵフ(Mulguf)と呼↓鋤し

る帆布通風筒の一種は，屋上高く風の向

きに口を開き，地上迄接す為熱に二案氣よ

りも幾分冷たい上方の崇氣常屋内にみち

びき入れていまず・

帆布通風筒のもっとも簡照な形のもの

は露,岡Aに示すもの落す，これは上部

か画禽に口身開いて，その下は適寛の大
きさと長さとをもつ帆布製の筒でありま

す．長さは換氣しようとおもうところま
で充分にとどく長さに造られます。上
部の口ば堵の形が似ているので鮫の口
(Shark'smol'th)と呼ばれて，風の來

男

迅

’隼 1画
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I

１
C

けられ髪した‘その管の端は簡単!ご開く

ばかりでなく，．すこしく上の方lご曲げて

塞氣が－たん天井にあたって室内輝まん

べんなく．流下するように，いいかえれば

氣流(draft)溌つくらないよう腱，考

案されたものです‘

3）排氣筒(UptakeCOWlSand
Shafts)

排氣筒のもっとも簡単蔵のは上下雨端
開け-放ちの筒または替玉すそのつぎに
簡単なのは前に示した雁首のあるキセル

Ａ
〆
凸
．

'

鍵2侭

ルのように雁首形とし，口を厳く朝顔型にしたもの罐

す．第2圖Aはこの通風筒です．これは風の来る方向

に向ければ注氣筒となって新鮮な筌氣誇船海ご邊り込

み,風に反對して向ければ排氣筒となって船内の汚れた

室氣今吸い上げるのです。第2圖のAば排氣の場合職示

しています．伺圖のBは朝顔形の口を三重筵造ったもの

型通風筒彰逆に風の方向に從って立て為の、で･す．前者挺

は雨露のはいらないように儲の上に碗形の蓋我筒にIから
通常の高さの聖ころ腱造って為もま‘ず..またこの蒲のお

湯もの腱は中央を附子板にして，筒の．下方《幸>かりを諮
くるよ弓渥なってい場ものもあります11｡
前にかかげた第，樹のCばボイル(Mr.Boyle)氏

です．

通風筒ば簡軍に手鋤に.よって向きをかえ

為ことができますが，風の力で自然筵目働

的挺方向を･な､えることもできまう-．これ｝こ

は抵抗の少い支えをつくればよいの"Gす．

この種の通風筒でアーノード氏の考案した

ものが約百年前の英國軍鑑に多く採用され

ました、これは銅版製で上部は雁首形に迩

當にまげられ,口端は朝顔形にな､っており，

塩甲板上庭高く立てられ，上甲板のところ

で回樽3-るよう腱な．っています（露3岡)．

この筒が上甲坂上に立てらオし，通風筒

(shaft)"-ドFfi板まで延び，下甲板の室の

天井で甲板梁(beam)の間に開口し兵員

室に注氣するのです．もし下甲板蝉士官壷

などがふれば通風筒は甲板梁のすこし下ま

で延び，梁の下野通って答室まで支管が設

AMETAL･up千AKE 巳METALDOWNTAKE
～

ど

識
念
一
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蔵”
F

uPFER

－－＝＝＝一一三=ｰマ
ー－

簡~意一RqnJ品』

井

隼簾3園 4 画

1102

１

１

１

１

１

１

４

Ⅲ

１

日

■
一 丘垂●●令一一

塵



第4圖に示す4種の通風筒は固定式の

もので,AとBどは金陽製,CとDとは

帆布製唇す.Aにては通過する筌氣は筒

口周邊のツパによって上向きに動き，下

方筒内の室氣を誘い出すように考案さ

れ,B蝉ては風が催とん菖全部下方に流

下するよう工夫さしたもので-ず．CとD

とは帆布製圓飢麗を三段蝉かさね注氣と

排氣渥適j-るよう考案されたものです．

上記の4種はいずれも風の向き腱よっ

て移動させる手数を要しません．

4）二重這風筒

1本の通風筒で注氣と排氣とを兼ねたも

のに随分手のこんだものも計蜑されまし

た．第5岡のAは一つの大きな通風筒の

中に小さな通風筒を入ｵ唾んだもので，
小さな方を風に向け注氣筒とし，大きな

方を拶礒筒になるよう風にそむけて鏥く
のです．

同岡のBは8と記しある大きな圓筒の

中腫捻れた麦切りを造り，その_ピ下に小

さな筒を鎧り付･は矢印のように一方を注

氣に他方を耕氣として働かすのです．
同園のCはまずC』のように上下の

圓筒の端に圓錐形を造り，その尖端をつ

き合ｵつせて迦鑑し,C2のように5と示

しある菱形板4枚を十文字に取付け，上

1ぃ焔‘っ先郊得溌一団り開く，このとき上:下

Ca
ご曲ノ
ー

謝撚
l

l
61

鴇
蕊 戸

勝b

|’
４
１
１！W

YC
B

篭

氷A

rr、、
燕

鶴
I １
１
１
１
１‘蕊

掴う鋪

の考案したもので優秀なものとして汀かしの英鬮軍繼の

多くに採用されたもの‘です．この通風筒の上部ほ水平の

短かい圓筒であって，その風の入口に圓錐禮詮坂付けて

通過すあ風をしぽり，さらに小さい圓雄艦をその口にの

ぞかせ，その頂黙を風の方向にむけて取付け潟．かくて

通過する風は二重に墜縮さｵして下部筒内の空氣を誘引う、
る力が大となります．しかし塞氣の通過Iこ害になる障鶚

物が端すので賞際使用の結果はあまり思わしくなかった

ということです、

マク、ドブーード氏(Mr.Magdnald)は上記の通風筒が

化學の鐵験室でよく使用･される吹管(blow.pipe)と同じ

原理であるので，これを改良して錨2岡のDを造りまし

た．と部水平筒の中に雨端開いた大小二つの圓錐腿を瓦

に逆に組詮合わせ，小圓錐磯の]貰黙の方が風下歴なるよ

うに取付け，通過する風は一部は中央の小闘錐禮の中を
通り’一部はその外側周遜を通るよう涯したものです．

これは樵遥が複雑でありそれほど有効でなかったので鐙
用はされなかったよう~Eす．

下の圓錐鵠のI剤いあ‘つた部分を切り開く，このとき上下

の．切り開き箇所は互に直角だけ連つせる､次涯C3に6

と7とある被板を取付け－，前の圓雄燈の孔に對しては矢

印のように崖氣が通るように被板ほ取付けない､最後
に8と示しある外圓筒貯取付ける.このCと前のBとの
上部に9と示しあるのは笠付の被いです．以上三つの通
風筒は製作に手がかかりあまり震用さ3･しませんでした．

1I機械的換氣法

1）回鱒遙風器(RotatorlFans)
選功風器または扉風器といわれる器具は1734年にMr｡
Desaguliex.sが渡明したものと僻えられています・初
めの目的は蛎室内の汚れた空氣を掴1寺間に排出し》また
新しい空氣症入れ代えるのに》室の扉や窓を明けないで
塞氣に静か詮運動をあたえてその目的を達するにあった
のでう-．それから2年後にこの入け英國下院認湯の換氣
のため涯大きな遥風器を作りました器の直經は7IR,1iSG

は1呪，軸の直径9吋,蕊は軸心から放射状腱了2枚,師

’
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1

氣が鱒染ずることが明かになり堂した．そこでデ氏は邊
内の室の大さに従‘って，下院に備えた邊風器より･も'1,形
のものを用意しました.しかし嵩時の海軍橡査官(Sir
JacObACkworth)ば人力にて操作す､る邊風器は多數の
兵員溌そのために使役せねばならぬから不都合だといっ
て採用しなか‘つたので發明者の失望は氣の毒であったと
いうことです．今から僅かに200年前涯はこんな欣態で
あったのかと思うとその後の文化の進展は驚くべきもの
があるではありませんか、その後蒸氣力涯よって恒鱈す
るものを造り常時多数の箪鍵に備えつげたので､ず・
な詣發明者デ氏はこの逢風器をCsntrifugalblowingl

鶏W蓋鰄鰯護鰯鰯鑿差’
ことであります．モォしが今日ではVentiiatorの一語で‐

詮風器をあらわすことになっています．

デ氏の考案した邊風器は鏡6岡に示すようなもので,
間中の(a)は溌糾に造られたもの,(b)ほその改良さ

れたもの,(c)は(b)の断面|罰です．
現在船内換氣設備として一般に淡く採用さｵしているも･の

’

→

(a)

Ic)
＝ニーニエーーー岸

’ ’篝雲
一

一

一

一計

靴

第 ‘圃

側は板で連結され，軸のところ

は'これのの改良さｵ雄歩したものであり,その原動力感

人力でなくて蒸氣力から電力と鍵化したのであります8
は直座18吋の孔になっていま

す．こｵしを更に同心圓の箱の中

に納め，その箱をと話して軸に

つらなるハンドルによって人力

で回鱒するのでした．室氣を排

除する筒は箱の上方涯坂付けて

あって室内の室氣を吸入れるに

は軸の萱おりの18吋の孔溌包

むかこいを造ってあります，こ

の鑑風擬は備えつけてからの蛮
駿でいろいろの改良されました‘

1．全臘の直礎を小さくし排
M猫を大きくした．2．軸を少

しく中心をはずしてエクセント

リックにし，蕊の長さを短かく

し，その数も4枚から5枚に減
らして，効率をあげました．

この下院議場姪備えつけ-られ

た溌風機凌見て，英國海躯では

これを(H.M.S.Kinsale)に備

えつけることを計謎しました．

営時英騒はスペインと戦争中で

あって，スピツツヘッドに上陸
させた兵士がぞくぞくと病氣に
かかり，多数選還されました｡
これは篭内の換氣が良くなく病
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B Aまた皿r･Magdnaldは二‘つの邊風機を上下に識吉し

て排氣する装置左考案しました.第7岡はその溝遥左示
すものです．

この排氣器は水平腱ある圓盤(6)の上麺iに('）スプー

ン形の羽根4枚を植え，（2）下面に.は平面の羽根4枚が

造り付けられ，その軸(4)は下方の剴氣筒(8)に鐘りつ

け~らｵしる支材に支え座（5）をもっています．（1）の羽根
にほ（3）の覆があって，これを4分して相謝する2ケ所

が切り開かi'L風詮都合よく受けて（1）の羽根が回縛す･る
ようにな､っています．（3）の上涯は(b)のような十文字

に組ま制した羽根があって（3）を適當の位置輝止めます。
(7）は(2)の羽根Iごよって吸上げられぉ氣流を逃がすた
めの導阪（ツバ)，（8）は迩氣簡鋪7岡の左方渥示されあ
のはこの釧氣装澄を便器の臭氣抜に職]したもの･です．

Mi.＃.…．

》
一！瞳 典！LOW昼貞一アーー．▲＝琴 ………I

円
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2螺子應用の遙風器その他

螺子を回わPすとき螺子が移動しないようにすれば，そ
の廻りの篁氣を移動させることになります．この理凌應
用して適當な筒の中に螺子棒またはその一部を逵り，こ
れを回縛せしむｵしば筒中に篁氣の流ができます.1834年
に皿r.Motteは“漂旋憲應用した逢風器転造って前の
阿鱒邊風器に代え賞識を得ました，その後Mr.Cembe
は双螺施鰹別の器を遥り上げました．･Dr.Reidはこの

双螺旋邊風器睦外征の軍鑑に採用Lて，器の軸を右に廻

し左に廻しして排氣と注氣に好綣果を得ました．ただし

柑嵩多鐘の筌索を動かすためには回轌邊風器よりも非常
に早く回わさねばならぬことは大なる倣黙であることを
認めました、

この時代の逢風器がすべて人力迄て動かされあのに對
して反對者があ‘つたことは前に記しましたが，これを肯

定する人は次ゐよぅ蝉理由づけています．邊風器鐙動か

すために1人が15分間つづけて15分間休み，また15分

間働くとすｵしば，1時間に2人を要し，その1人は半時

間働くことになる‘艦の調沮員が500ないし48．〕人ある
とす』しば51ﾖ目腱一度働けばよいことにな潟．2つずかこ

れだけの勢勘のサービース腱よって敏千人の生命をまも
るとすれば枇難すべきことではあるまいということで
す，今考えるといかにも面白い話ではおりませんか，

111演時の木船に砿用された撰氣法

1）自然逼風の一例

一般に船首には弧い風があたあから，船首襖に大きな
通風筒壷立て下甲板へ，．またはその下の船脆内に新鮮な
挙氣藷透ることが採用されました．また船首に通風筒麩
立てるか計･〉りに前橋の前に立てて船舶のいくつかを換氣

eUNNERもEToR.EOG◎僻℃

■

■

日

司

ｊ

ｑ

Ｉ

型識

第8画

することも貧施されました．な鯛第8剛Aのように船首
部は二つの通風崎をならべて立て，一つは注氣に一つは
排氣に用いたこともありまず、第8"B.のように上甲板
から下甲板下の食糧品庫蓋で二つの通風筒をならべてつ
くり，雨方に扉をつけ-一つは注氣一‘っは排氣のﾉ澱こした
こともあります．注氣の方はさ'ろ庭下方涯延ばして軸室
(shafttunnel)とその下の船底部の換氣用にしたこと
もあります．

2)H.M.S.GdRacOOn''の例

木造船詮構成する検肋材(Frames)はすべて密接す
るのでなく大部分はある間隔をもっていますが，その肋
材の内外涯内板と外板が張らｵ域しば，一つの肋材と次の
肋材との間は，つばな筒となり霞す.この筒を利用して
換獄蹄とすることが昔から行わｵしました．今かち約10
年前木紺の全盛時代に英の軍鑑HM.S.<<Racoon''で
は各甲板下數沢のところに釣らｵしたハンモックに寝てい
た多撤の乘組員が病氣になった．その原因が甲板直下涯
たまった汚れた空氣を呼吸したことにあったのが發見さ

れたので，その改良溌命ぜられた船匠の1人が現場をし
らべて’船底腫發生した汚艤塞氣が内板を透して肋材間

の案隙身_l二り，甲板梁の両端から漏れ,出て甲板裏渥蓄積
４

－
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
．
。
」
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睦舅3

ヅー'､－、へ～
第

ば甲板梁の端
は下甲板梁下，

９
２
園

１
４
の
．

中岡 ば甲板梁の端2．｜ま釣床入.の底

は下甲板梁下’内恢に穿った孔，船底部の汚墾
鋪を肋材間の筒内に導く

ば外舷に開く．孔

は釣床入の下部から-上叶I極上'こ通する孔
_!皇記の孔にはすべて多数の孔醤あけた金網の
よう．i攻亜鉛板が張ら恥た，

第10Ifl

船尾磯の前端雨舷に立てられ，最後部の室と雨舷側にな
らぶ船室の通風に備えられたのです．第五は後播の前，

船の中央蝉あって下甲板の諸室の通風に備え，また特涯

設けらｵ|l.た甲板通風路(DECKAIRCHANNEL)に
連なっていま･す．甲板通風路とは圖腫示すような幅約1

災だげ甲板の抜溌坂外ずし上面に臓鐵板を張り下面にも
謙板を張り，甲板梁の間に数ケ所圓い孔為開き甲板梁間
に集まる汚れ窒氣を排出することにしたものです、

上記の五つの通風筒は風のあるときは風を利用し，上

部キセル型の頭を風上に向け，または風下に向けること

によって注氣”|鏑も出来るのです。

また露]0I剛によれば排氣のため腱通風筒の先端が煙

突の中とその闘りとに通っていることが知られま･j-."

に船底の汚れた空氣をボイラーにも導いています．

このように熱氣を應用して通風の手段としたものに獄

ス1,-プの排氣を利用したり＞あるいはSteamjetに

よって蝿1･して排氣することも企てられましたが陵く採

用されるには至りまぜんでした．

４
５

したことを認めて’附|碕職91澗の通り内板と外板に小孔

を穿ち，肋材の頂黙釣床入れの底部にも孔を開け，船外

に汚損空氣を逃がすとと腱して病源をなくすることが州
來ました．

3)DrEdmOnds'sSyStem

次に印睦航路の単|籔輪邊船に應用されたのは鱗10間

に示されるもので，Dr,Edmondsの考案です．

この装斑は船内5ケ所踵普通のキセル型通風筒が立て
られました、その錨一と第二は船首襖にあって-ド甲板の

舷側と通じ》第一は船首部最前端の禁銅室に達してお

り，第二は後方の兵員篭まで延び数箇の支管が遥られて

います．その端には多孔の亜鉛板が取付けられ甲板裏の

汚損空氣を排除することに.なっています．第三と第四は

1.106
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F一一一近刊案内（''月末發行）

舶用ヂーゼル機關の解説
B5上製函入

￥500（邊50）
中谷勝紀著

收鋒圖版230個をもって，下に示す本邦ヂーゼル機關の代表的製作所の製品を網羅，懇切な

る解読は個々の機關の特徴，性能をとらえあますところがない。わが國舶用ヂーゼル機關の現

状を通観する上においても製作所，使用者，關連業者，かつ一般の技術者，學生の必携の書で
あろう．

内容第1章三菱M・Sヂーゼル機關，露2章新三菱ズルツア・ヂーゼル擬關，第3章三井B&W
ヂーゼル機關，第4章川崎M･A．Nヂーゼル機關，第5章擶磨ズルッアー・ヂーゼル機關，
第6章三菱日本M･A.Nヂーゼル機關，第7章日立E&Wヂーゼル機關，第8章涌賀玉
島ズルッアー・ヂーゼル機關，第9章新潟ヂーゼル擬關，篭10章池貝鐵工ヂーゼル機關，第
11章阪神ヂーゼル磯調，第12章伊藤ヂーゼル機關，第13章日平ヂーゼル機關，第14章
鐘淵ヂーゼル磯關，第15章ダイハツヂーゼル機關，第16章久保田ヂーゼル機關,第17章
新東洋ヂーゼル機關，第18章篭業杜ヂーゼル機關，第19章池貝館山ヂーゼル磯關，第20
章松井ヂーゼル機關,第21章赤阪ヂーゼル機關，第22章ヤンマーヂーゼル機關，第23章
ニツパツヂーゼル磯關，第24章禰發ヂーゼル棲關，第25章梗田ヂーゼル機關，第26章ヂ
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鋼鵬規則の改正に W，

銅船規則は，奮績，研究および技術の進歩等に即應

L>常上t堂I猿討を綴け，必要と認められる箇所は，機會あ

済》ごとに改訂を加えられるべきものである．戦後昭和24

年に全面的｝ご大改正を行った鋼船規則は，その後昭和26

年腱再び一部修正を行い現在に至るまで責施せられて来

た．今回先に述べた趣旨に沿い，關係各方面の意見をも

考慮の上，規則の碑械討を行い’一部改正を行うことに

なったものである.以下各編に亘りその要旨を解読す為

こと迄殺る．なお新しい鋼船規則ば運輪大臣の認可を受

けて後，發行され.，正式に潅施されぁことになるが，参

考のため腱記入されている章條等の番號は．,原則とし

て，こ融によることとした、

第一編船級登鋒および椋査

;z､:I,典繊査特に述べるような改正はない．

定期紘査一第一次露一種定期検査では，燃料油等を積

む二重風1lダンクの内部械査は行う必要がないように欧

めた．（露三章第七峠鎗六號）また，從來第一次第二種

定期嶮在以後に行われることになってし､た，錨鎖の繊査

に際してジャックジレピン窟抜くこと，錨鍍庫’錨鎖繋止

装澄＄;よびﾎー ｽバｲﾌ゚ の械査を行うこと等を第一次第
一一種定期械査でも行うよ弓に改めた．（錐七條第十四鏡）

タービンの噛合接手は，事故の多い箇所であるので常

l:二綿特な検査を行う必要があ為・從來こ⑳接手の椎査と
いうことが具禮的Mご書かれていなかったので追加して明

らか腱した、（第十三條）

内燃機關の繼綴橡査の條文が従来とかく解りにくかっ

たので今回之を改め,主補内燃機關の各部についてのみ
4ヶ年間=･術式の械査を認めるよう明確にした．

‐史l幽腫揚貨装置に關しては’簡箪な瞼査にとど
め，今迄原則としていたその効力試験を行うことは坂止
め搦ことにした.〈第七條第十二號）

蒸氣ダービンのローダそのものは’一般胆損傷を受け
為ことが少<，またもし何らかの損傷を受堀もぱ’直ち

庭根本的な'修理が必要となる性質のもの｡さあ為、従って
問題なく好成績で運鱒してきたものについては，中間瞼
謹では，検査員の見込によって’ケーーシングの開放械査
を省略できることとした．（第九條第二項第一號）

械蕊湯受汁為へき時期に’特別な事由腫より，その糠
査の時期毒延期j-る規定は’第三章に定期桧査につい
て，また露四章に中間歓査腱ついて'.それぞれ定められ
ていたが，冷藏装置鐙よび消防設備の延期の規定ととも
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って‐ 日本海事協會技術部

に第八章雑則の第一條へ移すこと陣した

第二編定義

新に，船の中央部および船首尾部という定義を定め，

船の中央部とは,船尾に機關を備え宥船で砿中央部0.5工

間》中央部に機關を備える船では中央部054L間とし，

砿罪吉祁とば，贈首尾雨端からそれぞれ0.1L間とし
た･この定義によって,以下各編腫垢けあ寸法塊造で｢中
央部の寸法」とされているものは，中央部に磯關を備え
る詣では，中央部0.4L間（從來はすべて中央部Q5L

･間）にだけその寸法を維持さを，その前後ほ寸法を漸次

減少させてよい．今回の庭置により，船禮重量の職減が

責現､することになる．船臘腫加芳つる曲げモーメン,､の形
より推して，この改正による寸法減少ば，船騰の強力上

問題ないと認あられるが，縦暇力上の鮎ほ第-,-六編中の
甲板の有効蔵面積に關す為改正を参照されたい．

第三編船鰹構造および蟻装に閲する總則

第四艤雲骨．船首材および船尾材

以上2編については，一部改正された黙もあ為が，特
に記する必要もないと思ｵつれ馬ので省略する．

第五編舵および操舵装置

舵の構造についての規定は，條交を相鴬修正したが本
質的な改正は行われていな'い、ただ，從來すべてのベア
リングの箇肝には，金蹄性のプシュ花設け為ことになっ
ていたが》頚部にのみベアリングを有する場合を除きリ
グブームバイダーのプシュでも差しつかえないように敵め
た.（第一章第十二條第四項）
第二章操舵装置においてば,主操舵錐巌藷動力操作と
．すべき船として上部舵頭材.の規造の趣が229mm以上の
船を追加した。また舵頭材の規定の趣が360mm以上の
船の熱備操舵装置も動力操作のものとすべきことを定め
た．（第一條第六項）次に二重動力による主操舵装置裳
有す馬船の譲備操舵装置省略腱開する規定については，
従来，馥動水陸式の場合踵ついてのみその省略詩認めて
いたが，今回各國船級協會の規則等をも参照，また從瀧

の溌績に艦承，その適用範園左擴げることとした‘すな
わち，完全に獅立した，2個の髄動磯童たば2組のポン
プ装置によって操作せられる主掛舵装置を有する船臓，

､すべて溌備操舵装置の省略が認められぁ．な鏥今回の慮
置蝉よって水雌式の場合は，ラムの數が2伽でも差しつ
かえないことになる．ここで動力源奇異にし、という
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ことば，電動式の場合，發電氣が2鬘必要ということで

ある．（第一條第八項）

第六編軍底構造一：

本編中の主な改正黙は次の2ケ所である、

1．第二十條，船尾に機關を備え為船の船首部の補握

範園を從飛の鋸首から0,2L間から0.25L間に擴げた．

しかし，その構造は，26年版では,肋板の漂さを増しか

つ上議山形鋼を二重とする必要が為ったが，この構造香

は必要以上に渥<なるので,今回規定を緩和し,肋板を
深くするか,上縁山形鋼を二重にす為かいずれかの方法

詫探用すj1，ぱよい･ように改めた．

2．第三-1-{k,肋板の上綴を曲縁し，上縁山形鋼の代

りとする場合，その曲繕の幅は，次の算式によって與え

られていた．、

曲縁の幅=-'0!A+25(mm)
A･･･上縁山形鋼に對し要求せられる断面積
(cm9).

t･.肋板の厚さ(mm)

しかし上記算式の龍二項の常数25mmは板厚および

曲ケ内竿朧の大きさによって決定されるべきものである

の語，曲ケ内fI經は3t以下との假走の上で,25mmを

加えお代りに1.5tを加え蔦》よう窪改めた．この改正は

本條のみに限らず，甲板下縦桁，隔壁の防僥桁および特

設肋骨等，面材･として形鋼をつける代りに桁板を曲綴す
る際に適胴される・。

第七編二重底構造

中心線桁板詑準水密構造とす為箇所として，從來の清
水，燃料油を積才f二重底虫ンクの外に，水パラスl､葱積

む二軍底ダンクを追加した．（誌八條第三項）之は船舶
の僅原性|照持上，職傾斜を調整･できるよう腱したもの
で，船F1尾部の狭いタンク詣よび中心線桁板の近くに準
水辮の仙1桁板がある場合はこの規定は掛酌される‘水需
肋板は，主水密隔壁の直下に設け為ことが，船の安全の

上から好ましいこと.Gあ昂か’パイプ・の配置等の關係
で，縄錐から1肋'静心諏閏蓮ずらした方が好都合のこと

かあり，またこの陛庭の移動は問題ないの､唇規定を緩和
ずぁことﾝﾆした。<"-r五條第二項）

ボイラ詣内の内臓板の厚さには肋骨心距の修IEは必要
ないと認ぬられたの．雷、今i同|削除すること腱した．但

し’禽内の胸底板とみなした厚さ（肋骨心距の修正を含
$･f)ゼニ1｡5mm澄加えたもの末浦としてはならない.(第
=-1･七朧）

グラブ等で荷役溌する船では，その貨物の性葺上，肋

骨心距を915mmより大きくすることは好ましくない‐

しかし止むを得ないときは，二重底溌造目催,-1-分な考

慮詩沸い、特に内底板の厚さについては本含の管理委員

會（以下単に委員會という）の承認を碍為必要がある．

(第三十條）

船首部の二重底の補遜については，條文の適用上とか

く不明確な鮎が多かったので，秤瞼討凌加え條文篭今改め

た．‘すなわち今回補弧すべき箇所を，船首船底補狸部と

名付け，その範園を明確にした。（第四-I､凹條）

この補湿部について，船底が扁平で歩>あと否とにかか

わらず，二重底全部を本節の規定により袖強する必要が

ある、今回の改正により，中央部に機關を術える船･を比

較的高速の場合ば，糀板を琳設す為構造とす為ときにば

半桁板を従来の船首から0.2Lま活を更に延長して0.25

L注で設ける必要があるよう#二なった、この悶避こよ

り船底外板の湿度は相當踊加されたことにな為、

硲首船底補弧部の，肋板または桁板と外板および内底
板等との固着山形鋼の厚ざは，外板に間溝するもの以外

は，特に婿摩す〒ろ必要もない‘と恩ｵ】れ蔦,の‘否規定を緩和
することにした．（26年版毛は，震瞭肋板読よび側桁板
と内底板とは，主機室の漉鎧肋板の厚さ以上の厚さの山
形鋼で固着することになっていた）

第八編肋骨および船首尾防携構造
第一章肋 骨

船首隔壁と'鱈からO.2Lの箇所との間ば,波の餓膳
等に對し，この部分の構造の狸睦尭相當増す必要かあ
る．今回この意味で，この範園の肋骨･心砿醤制限す､るこ
ととし，算式による標準心距または685rnmのうち,j,さ
い心距を超えてはならないように規定した、これによる
とLが118,6m以上の船ではすべて船首隔壁と船首か
ら0.21"の箇所との間の肋骨心距は685mln以下としな
ければならない，（第九條）

舷弧の高さが標準より小きい場合の防擁肋,爵の寸法
は，26年版に猪いてば，舷弧のない場合，卯:式中に“|］
されるNの値詮25％婚ｻーととになってし､た．こ』.しﾆよ
ると，蛍際の場合では，その劉面係駿に猫いて22～25影
の婿加となるまた算式の形式上ある熱･(報嚇の不通識
を生ずる場合もあるので，以上の諸熱海考慮の上舷弧の
ない場合は一率にその勵面係吸詳25％;塒､ずよう蝉改め
ること腱した（舷弧のない場合と舷弧の高さが標準の場
合との中間では挿間法で定め為必要があ為．（第二-I一二
條）

船側WI'迩材を肋骨の外面に沿って2.14Inを超えない
間隔で設けるときは肋骨の寸法の唾減が認められてい
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る．この場合の縦迩材の鐵面積の規定鐙＃涯減少するこ

とにした‘從って，一般の船涯對して船首から0,15Ligi

に亙って要求せられ為防撹のための縦迩材と催ぼ同様の

謹礎のも･のとなる‘この結果船首からO.15L間に含ま

れ為船首部肋骨に對してば，この程腱の船側溌通材を設

けたときは,この寸法輕減はできない．（第二-I-匹I條）

従来の規定仁よると第九編仁よって特設肋骨誌よび船

側樅通桁を認ﾅ馬場合の一般の肋骨歓，舷弧の高さが標

準であれば，その姪庭が船の全長を通じて同じになる．

少くとも船荷から0.125Lの間の肋骨は，波の衝撃に對

しその強麓な塀加する必要があるので，この場合渥對し
て肋骨.の断面係数を25％婚すよう緯改めた、（第二-r五

條）

乾舷甲板より下の甲板間肋骨は，船首尾剛端より各

0,125Lの間はその他の箇所よりも過度を増すことにし

た．（第二-1･-b條第二項）

第二章絹首尾防澆構造

船首倉内の防澆構造を梁上側板と防澆梁とで織成する

どきは，梁_L側板と外板とは固着しないのが従来の方針

であった．しかし震礫こは外板腱固着､す為場合が多いの

で今回かかる鱗造を追加すること廷した．（第三條露一

項第二雛）この構造とするときの梁_M1I板および防澆梁
等との寸法ば，從來の外板と固着しないときのそれらと

同じであるが，外板と固着､すること涯よって硲首倉の箇

所の外板の厚さは韓減してよし､ようになった.("I"五
編謡l-六條）

船尾倉内の肋骨は，高速の船では，従来の規定による

ものでは迩睦が不足のよう:二恩おれたため，標準の速力

（第-i一條）を超える船で抵，迩営に寸法を恥すこと起し

た．この場合諾割倉に對して漉走されている肋骨の寸法

程廃のもの詮船尾倉涯も使用することにしたい.（第九
條）

第九編特設肋骨および船側縦逼桁

26年版でば，船間漏確の後方#二設け為船首部防澆特

設肋骨の織迭も木細の規定を準用して定めることにな
ってL,た．しかしこの特設肋,月.と本編の特設肋骨とば性

質の異るものであるから，以上の虚磁ま今回順止めるこ
とにした‘（第一章第一條）

船首から0.125L間庭位置する特設肋骨猫よび船側樅

迩桁は，この簡所の肋骨と同様にその掴慶を25尭婿す
ように改め･た（雛二章節三係第一項および第三章第二

條第一項）またこの範鬮の船側鞭迩桁と外板との間着

ば，すべて2列リベl､とｳｰること営・二なっていたが，今

回小型緒(L"60m程度より短い船と解してよい）で

は1列リベット固着でよいように緩和した．（第三章露三

條ソ

第十編梁

甲板室のみを有する甲板で，その上を享ら居住設備に

充篭する場合，甲板上の荷重の減少を考慮の上’24年版
ご

以前の方針に戻すこととし，その箇所の梁の寸法を減少

するよう起した、（第五條第四項第一號）また乾舷甲板

上第二暦の甲板室頂部lご坂付ける梁は，その寸法を26雫

版において増加したが．この規定によおものは少し睡過
ぎるようであるので，従来の変該症も考慮の上，24年版

の規定に戻すことにした‘

車に雨除け程度に使用される短い上層甲板室頂部の蕊
は’その寸法を相當減じても危嶮はないと認められ蔦,の

で’規定を緩和することにした．條件鍵よっては：寸法

算定の際の荷重項(b)の値を約0.3程礎に下げて‘差
しつかえ駒い、（第五條備考*承）

第十一編鑿柱および甲板下縦桁

．第一章梁柱

本章は全く改正は行われていない．

第二章甲板下縦桁および梁下縦材

隔壁階段部龍よびタンク頂部の箇所では）上IIIR1縦桁
等によって457mを超えないようIご制限していた､船の
幅等によってこの制限淀多少超える場合胆蝿置-t好都合
のこともあり，また迩度上特に厳格にこの制限を規定す
る必要もないと認められたので緩和することにした．(第
三條）

第六糊単底構遥の箇所で述べたとおり’甲板~ド樅桁の
下線を曲線して》形鋼に代え為場合，曲識の幅ば必要な
断面積詮板摩で割った値に1率に25mm礎加えていた
が，この加え為べき幅溌桁板の厚さの’.5倍とす為よう
に改めた‘（第_じ條第二項）この改正蝉よって’甲板篭
の小さい甲板~I縦桁（桁の厚ざ91nm羅陛）でiま．曲識
の幅は相當小さく癒る．
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第 十二編水密隔壁

主水特隔壁が，低＃網椣または低船尾襖の箇"iに|立置
す為とき，その隔壁の達すべき高さが條丈上不9M雌であ

ったので改めた．（蕊一條第三項）

水需隔溌は船禮の繊湿カーヒ30In審超えない間隔で凌

ける必要があるか，大型船で，積荷の關係上，特に長い

船倉が必要な場合には，水密縄壁の中間に，雑晦から握
力甲板まで達す為特設肋骨蔵設け，‐1.分に縦強力を雌保
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その性質上，甲板梁，梁往詣よび甲板下縦桁等に對する

hと一致させることとした.従って26年版に比して,そ

の寸法溌輕減されることにな為が，これでも-1-分知姪度

ほあjると認められる・た苦さ従来取扱が不明確で恥つた部

分的筵隔壁を設け為場合，例えば第二甲板以下にのみ隔

壁を設け為場合等に對し，その防撲材の寸法左算定する

際の荷重(h)の採方を明記した.(第三朧）

範二章石淡庫隔壁

今回改正は行jつれていな心､、

第十五編外板

今回盟力甲板以下の外板の厚さは，船繊外板も含めす

べて同一とするように改めた．從来の規則でば，船磯甲
板が魍力甲板であっても，その胎盤が，中央部0･5LIM
に亘る場合と亘らない場合によって’船側外板ｵ占よび鰐
底外板の厚さの算定法が異っていた本愈としてば，縦
遜力を算定す為場合ア船椣甲板が弧力甲板であれば，船
捜が中央部0.5L間に亙らないときでも：その船幽はす
べて有効に作用す為と認め》その縦睡力に關係する部材．
詮すべて算入している從って外板の厚さについても船
椣の長さの大小に關係なく，船換甲板が遜力甲板として
認められぁ以上：船撲の箇所の外板についてば同一の駁
扱いをす為方が安鴬と認められ為以上の趣旨により算
式中に使陥されるDsの値を，船鼬甲板審遜力甲板とす
為ときは，その磯椣のあ為箇廃の外板腫對して9-べて艦
撰甲板ま．での深さを駁為こととした。（露凹條）この虚
置により，一般の三島型貨物船（'鯉の長さが中央部
0.5L間に亙らな'い）でば，鞘襖の箇所の船側外板等億，
従来の規定煙こして約1mIn減陣され蔦,‘

最近中央部の外板に損傷髭起した船が数隻罰>り，目下
その原因について鹸討を加え,その對策を考慮している
が，船の鵬途詫よび構鐙等により過大な應力の生ずる懸
念のおあときば，船底外板の厚さ凌増､すか，側桁板を増
設す為等特別の考慮を排5必要かある（辮[條）
船側外板鮨産び船底外板の厚さを定駒る鱒:式鳧鍵更し
たが，26年の規燈によ湯値と殆んど差幟ない．

舷側厚板の板厚の猟定法幹極力簡蕊にず漏ため鰍式零
改めた､26年版のそれと比較すると，Lか701nと110m
との間で，あ為L/D誌の値に對し，厚きが相常減少する
場合があ為が舷側厚板の厚さ侭多少鍵っても，鐙終的に
船魑織断面の勧而係溌か確保す為ので問題催ないと老え
られ堵'．しかし倉口の幅が砿いたみ鼠〕，梁上側板と･の差が
あまり大とな為ことは好ましくないの竃：第一}一六編甲板
（雛二十測條〉において’た為べく両者の板厚群同じ漣
するよう規定してい為，

さえすれば，水密隔壁の間隔を30mより大にしても差

しつかえない．（第二像第三項）しかし’小型鵬では，粥

の安全のために，あ雀り水密隔壁の間隔を大きくす為こ

とば好きしくない・

水辮隔壁腱設ける水密戸の閉鎖装置ほ’26年版では

隔壁甲板上の常に接近でき為場所艇設けるとともに，戸

＠箇所廷土sいても開閉でき為構造とするよ弓要求してい

た．運職省令諾舶厘蜜規程では，國際航海に從事すあ族

客船において，戸の箇所の開閉を要求しているがj一股

の貨物船に對してもこれを規定することは多少行過ぎの

ょ弓にも患つれ為ので，今圃戸の箇所の開閉ば推奨事項

にす為こととした．（第三十條）

雑首隔壁の後方Iご設ける場合鑑よび深水タンク内に設

け易場合の錨鎖庫ば，その頂部董で水をみたして水密を

稔査することになっていた．外國の船級協會の規則で

は，瀦首隔壁の後方に設ける場合淫限って上記の虚置を

とって鶏り，貨物の汚損を防止す鴇lﾖ的から安當なもの

と恩剥ー ,》し為‘本會としても以上の趣旨に沿い’深水ダン

ク丙に設ける場合は，特に錨鐡庫としての水密試醗を行

オっないことにしたゞ但しこの場合》船首倉の一部として

船首倉に對する水密試験ば行2つなければならない．（第

三十八蝶）

第十三編雲水タンク

タンク隔壁の周園山形鍋のリペ’1､固着ば》隔壁板の

織縁ツギ手と同様に’ダンク頂板の下方7.anを超えjる

箇所を2列とう_るよう腱改めた．26年版で規定されてい

fs.hを測った_上端黙までの距離が10.7mを超え:る簡

所でば2列という條件ば不必要であると認められ〕るの．で

今回削除している，但し，深吹タンクの擁造および固着

臆，すべて一般の水密隔壁と同等以上の効力とする必要

があるから》隔壁甲板より下方10.7m諾超え為箇所で
は2列リベツI､とする必要かある.（第八條第四項）

深油ダンク隔壁の携浩誌よび周函の固着が‘すべて溶接
によ‘つ.て施行せられるときは，漏油の危瞼性が非常に

減少す為ので，從來要求されていた船倉側の内張板ば，
特別な場合を除き省鵬でき為ように改めたしかしこの

とき.でも内底板上に油道は設ける必要があ為．なお特別
な場合と催，貨物の種頬によ‘って隔壁rう損傷を受け為恐

れのあ為とき，あるいは，タンク内に積んだ油等溌加熱

し，その温度が相當上るたあ，隣接す為貨物に對して防
熱毒考慮しなければならない場合等である．（鰯二-I-lu
條）

第十四編非水密隔壁

第一章貨物倉内の中心線隔雛

防澆材の断面係数を算定する際の荷重項(h)の値を’

〆

’
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船首船底の外板は，最近しばしば損鰐を起している．

今回認八編仁おいて記したとおり，この箇所の肋骨心距

詮制限することとなったので》梢営強度は増加された．

この漉園の外板の厚さを與える算式を改めたが，値その

ものは26年版と大差な山､．比較的高速の船では，未だ

この算式腱よる厚さでは不足であるので,速力j船底の扁

平の程産等を考慮し，局郷的迄塀厚する必要がある.(諮

-i-七條蕊二項）

船首から0.2Lの箇所の前震では，一般に肋骨心距i二

大きな差ができるので，肋骨心距の大き・くなる箇所の勝

底外板の眠庭は相嵩低下する・從ってこの附近の外板の

厚ざは少くとも中央部迄規定きれるものを維持すぉ必要

があると認められる．（第十四條誰二頭）なお比較的高

速の贈でば，船首から0.25Lの樹所まで牛桁板詮延長
すあよう腰改めらｵしたので，諾塵外板ば従来より相當迩
<なろう．（謡上編第四十六際）
ボス外板，船尾称'二固着する外板，および眼型形ボス

部の外板の厚さ*鍵更した・26年版と比較すると，狼型
形ボス部の外板の厚さは多少増加されたが，その他はい
ずｫしも減摩されてい為．

辮幽端附迩の船砿外板の縦隷のリベツI･固着住，船首

尾部の外板の横線に對する規定罰'適用することになYって
も､た．こｵしによると板厚が13mmを超えると3列リベ

",i､J二なり，ロイドその他の規則に比べ相當憩い要求と
なる．今似1種雲を検討の上,Lが1371n麓超えるとき3列，
そｵし以下のときは2列というように改めた．すなｵうち贈

鯉端を除いた，船製外板の総駿が2列を要求される船は
船櫻端部では3列を必要とすることになった.

第十六編甲板

露二編淫おいて記したとおり，中央部に磯關を備える

船．ご城，縦弧力に關係する。外板，甲板・二重底内底板
蕊の板嘩は中央部0.4L間だけ中央部に對し規定され．ろ

浮き液維持し・鐙の前後は漸次船首尾部に對し規定され
る厚さまで減じてよいように改めらｵした､しかし本命し．ビニコー

#してば,樅強力に開する限り，中央部O.5Lの間に對して
,能の強ざは確保する方針藷取ることに決定した．この
場合，舟搬屡加わる曲ケモーメンl､の形を見れば判る通
り，中央部04Lと0,5Lとの間に對してば船綴の織籔
面の断面係数は，中央部0,4L間に必要なものより多少
減じても危繊はないと認められる。この一段減少した値
をどの程鍵r二定ある.かば簡箪に決定できないの否’一態
国際的に勝の喪全･稔保證される通信省令辮舶滿載吃水規
程の標準強力を参照して定め輔こととした‘（第十條)た
章縦魑力#二算入割しる部材は，従来通り中央部o.5LW!
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縦通するか，童たほ縦通すると認められるものに限られ

る．

今回，銅甲板を張りつめる甲板は，上庭木甲板を張る

場合を除き，鋼甲板はすべてコーキング燕施すこ･とを原

則とした，これは，第二甲板，第三甲板等も水密とし，

貨物の汚損を防止するためであって，特別な理由があっ

てコーキング駐省略するときは，本曾の管理委員會の承

認を受ける必要がある．この場合には従来どおりその旨

を船舶原簿に登録されお．（第匹i條）

臺甲板ほ，鯖禮の縦渥力算定に際して除外さｵしる，從

ってそ乳L,に坂付ける梁上側板については特に増厚さぜる

必要もないと認められるので，今回,蕊甲板の梁上側槙

上ごついての特別規定はすべて削除することにした、･但し

甲板間肋骨･諸直接梁上側板'二溶接するような場合にば這

當にその箇所の梁上側板の厚･きを増す必要がああ§

殻縁山形鋼の固着渥ついてば,D夢およびLi己關する

式i己よりそのリベッ1,列を決定し,リベッI､礎ほ，梁-と側

板または舷側厚板のうちいずれか薄い方の板厚を規準と

して定めていた．今回検討の上，リベッI､の列數の決定

は舷側厚板の板厚婆のみよることとし，その厚さか16

mm以上の｡ときば2列とするよう澤定めた．またリベソ

トの座も同鏡こ鼓側厚板の厚さを基準として定める必要

がある．（第四十三篠）なおリベッ1,のピッチほ，2列の

ときはリペツ1,の礎の5倍に緩和され，千鳥形'二配置し

てよいよう渥定められた．

第十七編船謹および甲板室

難一章・譜椣

畷力甲板でない胎盤甲板に坂付ける梁上側板は，その
他の鋼甲仮と同じ厚さで塞支えないので，從來定めらｵL
ていた梁-上側板に關する規定壷削除した、従って職首尾
摸では，梁上側板を特に外板に満って張為必要はなくな
り，鋼板の配匿が便利になづた．

第二章甲板室

長さが0.15L詮超える甲板室では，甲板室宣す含んだ
船臘機獄面の断面係数を，その甲板室を含まない場合の

鐵面係数腱一致させるよう艇規定されていたしかし，

甲板室の頂部に加わる應力は，その甲板室齢長さ誌よび

幅等渥よって鍵化す為ものであり，一波の'礎物船に譲子

られる甲板室程度のものであれば，外國で行おｵL’た霞騒

等腱よっても硲鎧を梁として考えた場合腱起る應プ荊已乾
して梱當減少するようである．以上の諸黙憲考慮の上，

今回規定を緩和することにした．（第二條）

長い甲板室の頂部を溌成する甲板で，木甲板を張らな

1
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いときの鋼甲板の板厚は，多少減少してもよいと認坊ら

れたので，第16.1表の算式の(e)から(f)に一段規走
を下げることにした、（第六條）

上暦甲振にある甲板室ばとかく振動壷起し易い．これ

を防止する方法として，從來の經験に基き》各層の甲板
室の側壁の位置および梁住の位置ほ，なるべく同一面上
にあ為エ弓に配置するように舞営した．（第十三膝）

』

第十八編倉口》機關室口その他の甲板口

第二級閉鎖船醗内の倉口渥は，暴露する倉口と同様
に，甲種の倉口覆布を2枚宛備えることになっていた

が身今回1枚で差しつかえないように改めた．（第三章
露西條）

厚幟算式によぉ厚さより通常庭嬬加きせなければならな

い．（第五條鏡五項）

一第二十四錆艤装品

諒2』.1表および第24,2表涯船舶の術え塚､べき，錨鎖

遥よび索類の鋸走があるが，この表の中に記載さ＃してい

る，汽船の中錨，帆船の大錨，中錨および小錨の重量

ほ》有鐸錨に對するものか，無鐸錨に對す塚,屯のか不明

確であったのでこの黙を明らかにした．すな』っ悌，，表中

の錨童はすべて有鐸錨を使用すZ)際のもので，もし無鐸

錨を用いあときば，その重量溌表の値の25％堀しとす
べきこと狩追加鐡筐した．（各表の術考）

第二十五編リベット接合

本編中改正された黙を列言詞-ろと次のと託りである．

’）型銅の固着リベリ､を2列とする必要が九潟箇所
は，特に明記されていない限り，その配遥を千鳥形とし

てよいよ；に明らかにした．しかし船の中央部で椎囑
壁と外板とを固着す為場合は並列とす為必要があろう．
(第四章第25.4表）

2）船椣甲板が湿力甲板でない船では，その船換外板
の縦継を船椣端部を除き,L"137mを超えるときの
中央部に妬いても，1列リベI､として差しつかえない
ように明らか陸した．（第四章第25.2表）

3）船尾倉内の肋骨と外板とは，船尾倉がタンクとし
て使用きれないときでもリベッ'､のピ…チをリベゾ,､の煙
の5晋倍とう-愚（第四章第25,5表）

4）淵典肋骨と外板とば》肋骨心距が760mmを超え
る場合でもピッチ億7d(dはリベ州､の礎）でよい、

5）繊携山形鋼のリベト毒2列とするときは，ピーチ

"5dとしてよい．また船戦端でも特にピッチ瀦密にす
る必要ばないく26年版でば，船椣端で4dを要求して
いた)、

6）二軍張りの周園以外の綴リベジ'､のピ･ジチは，従来
非常に密であったので，'今同’0～15dに改めた．

7）有効甲板は，露十六編甲板中の改正のと粘り,原則
として、すべてコーキング左行い水密とすることになっ
たので》板の縦総のピチは：、すべて4&dとず為ことと
した．蕊甲板も同様の趣旨により,51dを5dに酸めた、

第二十六編溶捺

鈍一章總則

本編に規定されているものはすべて手溶接で施行さIL
為場合腫對するものであり，自動溶接機を使用して溶接
す為ときば．その溶接法について，特に委員會の承認を
受け為必要かあぉこと諾明記した．（第一條）

第十九鯖機關室および軸路

刺l路の前端の出入口に設ける水密戸は，その篠造およ

び閉鎖装置を，すべて第十二編第四節の規定によって定
めるように條文を修正した．（第二章第一條第二項)…‘

第二十編舷塙，舷側諸口，舷窓および逼風筒

木1ｵ貨物許積む甲板の舷培に嫁，梁の箇所でかつ1.52

m富超えない間隔で，支柱を設ける必要があった．との

規定幹條交通り適用すると，梁の心距が760mmを超え
る場合に憾梁の位置毎に支柱を設けなければならないこ

とにな霜・麓際問題としてば，支柱さえ堅牢に構造すれ

ば多少その間隔を延ばして$よいと恩われ弱ので今回規
定諾緩和す為ことにした、（第一章第五條）

第二十一編内張板

第二十二編セメントおよびベイントエ事
以上2編には改正事項は底い.

第二十三編塙および荷役設備

比較的大きい荷電を低速度で動かすときの橋の板厚を
算定､j-jろ規定があるか（第五條築四項),一股にかか為
謡の腿腱ば，支索の寸法蕊よび配置等によって相當鍵化
す妄'恥のであり：現在の規定によってすべてを決定す為
ことばできない・種冬楡計した鴇鏑4:從來の算定法によ
る板厚ば一鱈の讓準とす為に止あた鱈,蛮際には個
曇の橋について'湿度計算を句､､本規定と総合の上板
厚狩定鈎なければならない．

デリツクが橘以外の他の擬立した雛造物，例えば通風
簡などに取付けられてい場)ときば，綿乙加剴冒,ろ曲ケモー

メン1,億》算式の決定上の假定になってい』る桶に直接ヂ
リクか付いている場合の曲ケモーメントに比し，その

最大値幟一殻に大きくなる．從ってかかる場合の端の板

’
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蕊二章船鴎構造

媛近，溶接体の品質，溶接技術の進歩諸よび鋼材の材

質等も相常向｣ﾆしたので，溶接によって起る歪議減少さ

せる意味Iご論いてる，溶接量の輕減をはかるべきである

と思われる，今回,以上の趣旨に從い,溶接の脚長溌よび

断綾スミ肉溶接のピンチ等I逗再椎討･を加え，大幅な改正

凌行うこと腱した‘参考のために，．一番多く使用される

板厚8mmか吟16mTnまでの鋼板についての脚長鏥よ

びピッチ茅26年版のそれと比較すると第1表のとおりと

な篇,．なお表中の溶接の種頚(C,C2,D1D2･．.等）と適用

簡所との關雛は，一部今回新廷改正したもの以外は，26

年版と同じである.但し,連領エミ肉溶接で感1種類減じ

た糖.隈，從來のC3とCJの剛者とも今回のC.;が適用さ

れ，26年版のC罰は今回のCIとなっている．

の増懇範園）

2）単底構造の中心線丙龍骨の上下固着を，内龍骨が

貫通板のときも勘切板のときも同様淀取扱うようにし

た．（第19欄ないし第22欄>’

3）姪力甲板でば，倉口綴材と甲板とば〉倉口の階の

附近詮CIで固着す為（第90")

4）甲板下縦桁等の桁數と，外板》甲板等との固着を

簡単に決定できるように改めた‘（第109欄ないし第111

欄）

第三章ボイラ，睡力容器，簿鎚よび

その他の諸磯城構造物

本章では，特に記すべき改正は行われていないので解

説を省略する．

|’

’

第四章溶接諸試騒

本章中，今回改正したものは》主として溶接工稜価試

験に關､す為ものであり，他の溶接法承認試識加工試験

および溶接棒の試験りこついては改正左行わなかった．從

って以下解説す為ものは，すべて溶接工按鮒試醗と關連

のあるものであぁ、

F種（傳導鹿の高い材料を溶接）に關連すZ)すべて，

およびA種（厚さが19mTn以下の材料彰溶接)におい

て，その溶接工が，責地工事に溌いて溶接する板の最大

厚さが9mm未滿の場合の掛酌規定は，本愈として特に

規定する必要もないと考えらｵL為ので削除す為ことにし
た，

A種,B種の1級おxび2級に，從来の試験のほか

に，下向溶接試験を追加した．鋼船規則では，下級の賛

格を持っていない者でも直接1級等の_上級藷受験するこ

とができるので，この場合庭は一雁下向について:の技侭
をも確認する必要があるので改めたものである．但し同

一織りで下級の試験に合格している者(證明書發行の日
から1年以内）が上級を受けるときは，既に合格してい

る械査は省略できる．（第26.3表）

C種（厚さが5mm以下の管の溶接）の試験中，マク

ロ試験は》水墜試験と肉眼橡査の両方を代行すぁように

なっていた．しかし》マクロ試験侭，水唾試鹸の代りに

のみ行つれるべきものであ為ので，この場合といえども

肉眼橡査を行う必要があおように今回改正することにし

た．（第二-1-條鮨よび第26.25岡備考）

第二千七編謝氷構造

一部修正した程腱で，内容上の改正は特に行ｵうれてい
ない．

策』表（単位はmm)

獣綾スミ肉涛接遮績スミ肉溶接部
翻
の
厚

溶｜溶接ピッチ
鳥接並列|王一胤

:|(Bi)I(E:)I(B:)I(E;)
’1

脚L
脚
Ⅱ:|(81)I(8:)|(Q,3c｣)i(&) I

s1(3,'(31("量《鋤"|
1．|(”|(‘)鼠《畠)《鋤“
48

m《舟)|(;)'‘)‘《‘)(:,|《:)’
’’

１
１

｜

’

(;)|,‘）

11温》|（3）《7》《6)(5)(10,
6 59

130 20075 250 350

|(&,|《:,|《"‘12
5

(6)（5）
１
日
１
１
″

９
岨 １

１
１(13075） (180） ； 250） (300)

I劇(:〕(:)|《鋤‘(”’
5

(6)
９
岨
Ｉ
１
１ｉ ’

l1(")|(8)『《n(5)(
6’ ０

．
動
．

１
１ ｜

’

|(i)|（s)7(7)!(:)|(l:)
7

'5'(M)

’’‘|(“)(”
7 １

１
Ｉ《7)｣(;|(I:,|

臓考1．以上中（）侭はすべて26年版

2ピ鯵チの取方は26年版と同じ
･

通ﾉ,職所についての規定（第26.2表）は，相當整理さ

れ.た．その主な黙は次のと鏥りである．その内容につい

ては，規則駐比較の上械討されたい‘

，）リベンI､に對する規定（第25,5表）と差支えない

範漣で適用範園等を一致させた．（主として船首部附近
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第 二十八編油槽船

第一章總則

槽船としての乾舷を標示するため迄は，船首撲の高さ

は譜舶満載吃水線規程第五十一條および第百丑I-七條の
規定蝉適合する必要があり，26年版の規定でば誤解詩招

く恐れがあったので表現を改めた．（第八條）

鑑ンﾌ･室の出入口の戸口の敷居の高さは，26年版でば

380mmでよいよう仁誤解され易いので今回倉口縁材の
高さと同じとする必要のあること詮明記した.(*I一條
第四項）

貨物油タンク以外の湿劃の倉口で水織鋼製蓋を設け~る

べき箇庭を明確にした．（錨~1一條）但し本條の規定ば

ごく普通の型の油臘船について規定したものであるの

で，特別な型の油糟珊（例えば船橋幽丙に普通貨物倉の
倉口が設けられ馬場含等)では別＃ﾆ考慮する必要がある，

常時雨舷の貨物油ダンクに同種の貨物油を積むような
特別な使用方法をする油哨船では，中心灘縦迩隔壁は油
議としなくてもよいことにした．（誌十四喋露宇穏輔）

_i二記の外鐇置さIしてい為簡容渥より，必要と,齢つれる
箇所は単に「油を積む．…」および『油タンク」と記載さ
れていたのをそれぞれ『貨物油を積む．．‐』鮨よび「貨物

油タンク』と改めてその内容を明確にした，（第十胚l條
第三項，露－f七條溌よび第二-I-一朧）

第二章横肋骨式油戯蹄
'．Q

貨物油嬉接すあ各総造部材ば腐蝕の黙を考慮しで最小
厚さの規定を設けた．（第三腺第二項および第三項）

竿梁は必號しも膨脹トラン〃内に延長して1､ランク側
壁の防澆材と固着する篠遥方式によらなくてもよいこと．
にした．（諮七條藷一二項）

26年版の第七條第三項後半の規定は)I'ランク型油櫓
船涯對す為規定であり，第一條に掲げる標準の織遥方式
と異るので削除した．

＝

繍通隔壁の周悶山形鋼も織置隔雌の場合と同溌こ二重
山形鋼とする代り腫・山形鋼の'厚さを婿せぱ鞘山形鋼2
列リベッI､固着としてよいことにした、（第-1･條第二項）
引火鮎が65｡Cを超える油の玖猿戦する油糟船のリ
ベ”卜接合は，ソベ'1､心距のみ貨物船と同じとし》リ
ベッ[､列は本編の規定によ為こととした（第+八條｝
上記の外飴一軍と同様腱『油を稜む･･･」および「油タ
ンク』乾老れぞれ「貨物油尭依む｡､’」および「貨物油タ
ンク』と改めた．（第三條第一項,grl-三條第二項，第
十阿條および第十八條）

館三章絲迩肋骨式汕階般

本章′り規定は26年版では長さ170m迄の油梢船に對

し鋸造されていたが今回190m迄麺用う-届,よ5改められ

た．（第二條）

外板の厚さ､の算式およびその修正方法詮簡易化し，か

つ算式中にL/Dの標準が'3であること滝明らかrこし

た．（第三條）ぎた樅迩肋骨式祷造の船では船底外板の

縁縦を溶接しても，その板厚を墹す必要蔵癒いと思ｵつれ

るので26年版の第匹I朧第三項婚l除した．

漉力甲板の有効籔面積の決定方法を貨物船の規定と同

じ型式のものとしf･d･Bにより定めるよう改正した．

な龍普通の寸法の汕哨船でば26年版によって計翌して
も縦睡力腫ば大差が厳い．（第六朧）

各横桁の算式の係数を簡易化し，かつ桁の長さの測:）
方を横肋骨式油卿船の場合と同嫌に統一した．また必要
に應じて横桁の計算上の最小長さも新た腱追加しだ(第
十二條’第十七條第一項’第二十二燦第二-1弓七擁誇一
項および第三-1-二條篭一項）

最近建造される大型の油階船では，側部横桁と縦迩隔
壁竪桁とを有効な支材で結合する朧造が多く採用されて
いるので，その場合桁の標準の深さ（第十五僻難三剰お
よび第三-1-條第二項）詔よび面材の識面積の算定方法を
規定した．（第-I-七條篭二項および第三十二峠第二項）
2列の縦迩隔壁を設ける油樵船で聯耀中心線に深い制
水板を設け場構造の油潤船は最近賛例がないので26年版
の蕊二十二條第二項は今回削除した．

縦迩梁ば上甲板の板厚との釣合詫よび挫屈の黙苑考慮
して今回26年版の規定より断面係数で約35％大きくな
るよう改正した.（第三十六條第一項）また舷側厚掘ご
固着される船側縦迩肋骨の寸法も同様の理由によりその
寸法を適當に増すよう改めた、（鼈三十六條第三項）
船首船底扁平部の補磁方式として，底部臓尭樋桁によ
る方法を新たに規定した・踵お貨物油タンクより前方の
深油禰ホ縦通肋骨式で建造されることもあるので，その
場合にも貨物油タンク内と同様に補遜することとした．
（第三-I一七條第二項）

’

１
１

’

錨四章雑則

汕糟内の各繊桁に輕目孔を設けると，輕目孔と各縦通
材貫通部の切込みとの間に脳カーと弱黙が出来,その上輕
目孔の縁より腐蝕する等好ましくないので，今回擴桁に
唾目孔を設けない場合の特別規定を追加した．（蕊一條。
第二項）

幣設歩路の溝造は26年版でば支柱の構遥のみ標準で
あり他は規定であったのを’今回全部を標準として取扱
うよう改め，かつ小型船では適欝に蕊酌出来ることとし
た､（第三條）

１
１
１
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ｉ
Ｉ

〆

た．（諾一條および諮三條）

承認圃面：-壽銀イラの至禮組立圖，胴諸よび管等の詳

細圖,附着品取付座およびノ･ノズルの詳細園，ボイラ管の

配列章よび詳細岡，過熱器の管配列および詳細圖，節炭

器の管配列および詳細間，筌氣豫熱器の組立園，ボイラ

附着品装置園（または装置線圖)，安全弁の組立岡・

資料:－許容睡力（過熱器を有しないものでは常用墜

力)，過熱器出口に語ける蒸氣の騨力および温度,計壹最

大蒸發量（毎時)，輻射傳熱面積，接鯛傳熱面積，火嘘

ｿの容積，給水温度，燃料消費量（計聲最大蒸發時におけ

るもの）バーナーの噴射能力および取付個數，安全弁を

封鎖すべき雌力（ポボラ胴詣よび過熱器出口に詣けるも
の）

貨物油撰ン／の禽口線材および蓋板の隣造は蓋小型船

では適當:づ珊酌出来るように改めた．（第五條第三項）

第三-脚･一偏‘溌關の構造および設備(こ關する總則

第四章走義

新嬉定義という章誇新設して，躍力，出力〉回榑數な

どの用語の統一をはかった．このうち，出力，回榑數に

ついては，日本工業規格をそのまま採用したが，墜力に

ついては若干改訂した．

墜力i二ついて改正した熱ま，ボイラおよび給水管系の

粥用睡力で，共1二最近高雌高鼎涯なったたぬり･二改正が必

要となったもの-Gある，

ポ,fヲの雌力か除り高くなく，かつ過熱器を有してい

ない場合には，湯Iざ'｢ラ胴における唾力ば，そのままボイ

ラ出口腱おけ為墜力となるから問題は簡箪である．しか

しながら高睡高侃の過熱器附ボイラでif，過熱器中での

蒸氣の嘩力降下があ潟,ので，蒸氣プランI､tご供給される

嘩力（過熱器出口腱おけるもの）と，ボイラ胴における

嘩力とは梱當な煙いがある．プランI､として考えた場禽

に.ば，過熱器出口の蒸氣状態が問題きあり，使用上こ｛し

が標準となる．また汽磯および管系ばこの嘩力を塾準と

して設計きれるので，この墜力を呼び墜力とするのが使

利でありかつ合理的である．

かかる見地から，過熱器を有するボイラで識，過熱瀞

｛

第十四章管

ボイラの煙管は從來繼目無鋼管#二限定されていたが，

電氣抵抗溶接管の使用も認めた．（第一條，なお第四十

編参照〉

第十五章ボイラの安全弁

ボイラの安全弁は，船の安全毒確保する上に，最も重

要なものであるので，これに關;-る規定を一括して一章

に濁立せしめ，若干の重要な改正を行った．

昭和26年版鋼船規則腱よる。と，表fラの安釜弁の所

要面演A(cmg)は，

A==U.g4JRkW"r~mg'2"24~(1)A ＝（1）
P+1

Pはポ.イラの常用嘩力(kg/cm2)

EIはボイラの博熱面腫對する想定最大蒸發率
(kg/m2/hr)

E1は水壁博熱而に對する想定最大蒸溌率(kg/m'/hr)

H1はボイラの博熱面積(m2)

H2は氷壁の博熱面識(m2)

で與えられ,E1,Eｮは第2表の値より小であってはなら

ないと規定されている，

h

出口崖拓ける嘩力鈴もって箭剛雌力というと改正しﾅﾆ．

但し過熱器守有しないポ･『うでば，従来通り胴におけ:．;，

墜力詮もつ･と常用唾力としたが，この場合は，服の雌力

ば結局ボイラの出口窪お湖-ろ嘩力と一致するから不都合

がない‘（第一篠(3)）

ボ/｢ラ'二給水を邊り込むため腱は，給水ポンプは，給

水管や，附厨物（給水加熱器，パルプ，コックなど）丙

の流水抵抗に打ち勝った-1-分の吐出嘩力がなければなら

ない．從來のボイラでは若干の餘裕を見て，ボイラの常

用嘩力の約25％増しに最大計鋤吐出墜力を定めること
になっていた．しかしながら最近給水ポンプの計豊吐出

墜力ば，ボイラの常用遮力の1‘25倍逮上廻ろものが多
くなり,臘來配管や熱回收の手段が複雑化するl乙從っ
て，次第に増加弓-ろごとが溌想さ#しる，よって，ボイラ

’

第2表

｜

ボイラの種類・壌大 蒸發率(kg/m2/hr)

訂謹吐出砿力のうちLf"Lの常用嘩力の1，25倍または E1に對・してE』に對して

…|縦織鯵識|織鎮鯵
か大なる墜力と改釣,管の設計，水匪試鹸唾力の蕊準と
一ニーーロー‘一・一卓

することと改正した，（第一條(5)）

第三十二編ボイラおよび墜力容器

第三章承認圖面および資料

承認圃面および提出すべき賛粁を次のように明記し

錫,514867.う|38534丸ポ.イラ24‘5

’"13851's水管鑪ｲﾗ’29’38‘， 77
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但しこの表に濁しては次の備考がある・

1.丸ボイラ迄對してば,(H,E,十HgE2)/(H1+Hg)の

値ば29より小とすることはできない．

2.立ボイラに對しては,(H,E且十H2E2)/(H1+H_)の

値を29とする

3.内燃樹謝の排氣によって加熱せられるボイラの蒸

嬢率ば，その都度定める．

しかしながら，第2表の蒸謹掌は，丸ボイラに對して

は大溌の標準値を示すが，水管ボイラ迄なると，形式，

形状》各種仕様によって蒸謹拳は大幅に鍵化し，霊一的

に定ぬることは困難であり，かつその數値も不合理な黙

が多いので今回次のよう腱改正された．

ボイラの喪至弁の所要合計面積A(cm2)

A－－墜哩 （2）
P･i-1

Pは過熱器を有しないボイラではボイラの常用陸力，

遼熱器を有するボイラではボイラ服の安全弁を封鎖すべ

き嘩力(kg/cma)

Wはボイラの計蓋最大蒸發量(kg/hr)

Cは安全弁の形式によって異る膳敷

邇溌の形式のもの0．21

高揚程安全弁0．105

先騒弁附の全開安全弁0.0525

（雌考)W/H",内燃機關の排氣に.よって加熱せら

れ潟ボイラでは14．5，その他のボイラでは29より小と

することはでき洗い．但しHはボイラの全傳熱面積

(mg)を表わす．

今回の改正によると，安全弁の極の算定の豊雛はすべ

て誤イラの計謹最大蒸發量であるが，この値は各ボイラ

第3表丸＝ボイラ

について設計者が責任をもって決定すべき･であり，これ

に對して総及協會は別の見地からこの値詮checkすべ

きであ:昼》、

露3表および露4表はそれぞれ九ボイラ垢よび水管ボ

イラの代表鋪たものの蒸發鮭を示すが，丸ボイラの場合

はある程度蒸發塗を一定に定め，傅熱面披瀝比例せしめ

ても大差ないと考えられる、しかしたがら水管ボイラで

は，蒸發率を一定に定め為ことは無理であ為が，常用唾

力30～40kg/cmgのボイラに對しては，安講な仙な輿え

る場合が多いから，最大蒸發鑓のcheckとして{.』錨2表

の値も－手段として推奨できると考えられる．

第5表は戦後作られた代表的なボイラについて，精密

に各部の蒸發率を計蝉によって求めたもので泌潟,が：總

傳熱面積に對する蒸發率は設計巻の與えている他とぼぽ

一致してい為が，輻射博熱面積および普通傳熱而横に對

する蒸發率ば第2表の値とば格段の差が恥驚》・

ボイラの蕪發量はパーブ･－の容麓によっても制限され

:るから，燃料消費量からもcheckすることができ湯．

W=C×H×0.75
i－iｰ （3）

Wは想定最大蒸發量(kg/h)

Cは燃料消費堂(kg/1'1

Hは燃料の發熱麓(cal/kg)

iはボイラの常州睡力，温度におけ為蒸氣の皇亀ンタル

ピ戸(cal/kg)

iﾉはボイラの給水のエンダルピー(cal/kg)

上式はボイラの効率を溌大蒸溌状態において75％と假

走したもので,Cはー ﾅー の数ｵsよび瑚腺大能力
から定め為．これによると，計謹最大蕪發鎚にほぼ一致

標準鍛大蒸謹鎧

I
の
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第 5表代表的水笹：ボイラの蒸凌率
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常用延力および認産(kg/cm2,｡C)
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給水温鹿(oC)･.

策イテ効率（％）

輻射傳熱面の熱負荷cal/mg/h
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第一水智:列の熱負荷cal/mg/h
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〃の蒸發率kg/m2/b
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宥鋤傳熱面に對する平均蒸謹率kg/m2/h
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（鮒号)1.ボイラの恭號従第3表と比i陵のこと．
2，錐一水管列とは，過熱器‘と火鱸の糊の水篭群列をいう。

3.第二永符列とば，鏥一水篭:列に畷さな‘‘､水管群列（過熱器通過後の水ｲW'lおよび反對･畑の水醤列）をセ、う．

し，若干上廻つだ値となる1）リブI･が弁確の1/25以下のもの徹↓普辿ﾉｻ11藍壼弁

天i二問題とな乃のはCの値であるが，通購鎭イラのとし,C=0.21として弁謹の軽減を認めない．

蒸發量が非常に墹力l砂乃に伴い，安全弁の礎が非榊乙大2）リブ1､が弁確の1/25詮超え，1/15未滿のものは
きくなぉので，高リブ!_安全弁が多く用いらｵLろ．高リフト安全弁と呼びC=0,157まで減少･否きる，

（2）式庭おいて,C=0421とすることば，リブI､が弁3)リフト.が弁座の1/15以上あるも7)Ijg,改毘1雷リブ
窪の1149であるものとした場合であるから，これ以上I･媛全弁と|平ぴC=0,105まで減少でき為．

リブi､のあ為安全弁は，奮然小座とすることができる．4）先躯弁を有する全開安垂弁でばC=0.0525まで銭
米國では，髪全弁毒一を渡際の状態で蒸氣放出試験海少できる‘

行って，溌際の放出量，リブI､，流量係数を求めて，次但し現在ｵﾌが麹で'ま高リブI､安全弁仁相常i－為.ものは
式から公榊放出量を決定している．殆んどないので’鋼辮規則では（1）（3）猶よび(.-I)の
W=(0.5145FFDLP.Kだ)×O｡9(4) 3諏頚だけについ植蝿定した．（錐二侭）

Wは公解放出能力(kg/h) 次ﾆ改正された騎士，過熱器淀有するポ‘｢･ﾗの褒全弁
Dは安全弁の口煙(mm)の調整法である．従来の規定では，過熱器凌有ｲー ろ場合
I』は安全弁のリフト(mm) も，ボイラの常ﾉI嬢力は，ボイラ胴灌おけ為峨力で呼蒋
Pは（'‘03:調整雌力)+1(kg/cm2)していたの｡否，安全弁の調整減，ボイラ胴のもの主標準
妬は蒸氣の流量係數とし，過熱器出口のものは少くともこれ’上り（過熱器中
しかしわが國の喬工場庭Iま，まだかかる施設がない許の雌力降~ーﾄ0455kgﾉc'nJ)だけ低い岻力で調整-ずろよ
りでなく，かかる方法で正辮二放雌穿決造することう腱規定されていたが，今回の改正筐，過熱器詮有す
はJFI3･｢.ラの蒸謹牡をも正確t､二決定して飴めて意味があるボイラの朧月]嘩力は，過熱器出口-ご呼榊され,,2)ょ弓醒
為の"唇あり，二の規定左そのまま採用う-ることは迩欝でなったので，この安遥弁詮まず調整し,"iJ･のものを逆

に少くとも前記墜力だけ高く調整する.r5に書き改めない

ボイラの最大蒸發鮭の決定ば極めて難しいものであるた．但し最近の傾向として）ボイラ胴の許容雛力をなる
から，安全のため腱は安全弁の礎にある程庭の練裕をとべく高<設計しておき，髪全弁を高く調整して識径か異
るのが最も畳鵬で，この意味腱おいて，高リフト弁と安階のない限り噴氣しないように計謹され為ものが多くな
全弁の所要面械との關係帝次のよう腱定めた．つた‘（第-1-一條）
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第 |‐八章裾付

雌迩の水管ボイラでは，鰹内庭おける燃焼負荷が高く

なり，効率をよくするため漣，鰹丙の風墜がボイラ室の

墜力より高いものが多い・かか易場合ボイラ室の火災防

止の見地から，ボイラ園の構造急綿密にして函部の燃焼

ガスや火焔が外部筵洩れないようにすることが･必要であ

り，これを規定にとり入れた．（第九條）

第十九章水煙試験

過熱緋か有してい届ボイラでは，過熱器出口とボイラ

ドラムの間腱憾相當の睡力の開きがあり．高嘩高温窪な

るに従って，その開きは益冬大きくなる傾向がある．特

にボイラを高性能で使用する腱は，過熱器出口において

常に計蚕通りの墜力，温度迄保つ必要があるので’ドラ
ムを十分高嘩に耐える如く設計しておいて’ド．ラム附の

安全弁窟なるべく高嘩で封鎖し，主機關の負荷に鍵化が
あっても，容易にこれが噴燕したいよう腱す為場合が多
、、．

もしこのよZ;に計謹された場合，なんらかの特別の理
由で，ポイラド､ラムの朧力が幣用の場合より相鴬-噸′し
てもド､ﾗﾑ耐安全弁ば噴氣しないから，これを常朋嘩力
(過熱器出口に鏥け為雌力）詮蕊準とした嘩力で水嘩試
験したのでは非常の場合Iz-I一分安心と健いえたい.
よって今回過熱器な有するボイラの水墜試験雛力ば

許学“力詮基準とす為こと腱改めた
また過熱器に對しては，ボイラの許容職力、節淡器腫
對して憾給ﾌk脅必術用雌力（鑑イラの禰川蹴力の1‘25借
またば給水画wンﾌ鯵の計蚕吐出墜力のうちいずれか大な為
もの）が蕊準にとられいずれも蕪準睡力の'､5倍に
3.5kg/c瀞穿加えた雛力で水雌試験す為ことに改めた．

なｵ｡過熱器の水嘩力ば,従来對嘩陛力の2浩であった
が,ボイラと同様Wご考えてこのように改正した｡(鰯一條）

第三十.三編および第二十匹編の共逼事項
蒸氣機關および内燃機關の軸系および豫備品→

中間刺Iの事故幟統計的腱見て極めて少い・水禽船級職
についていうと，昭和f3年1月より昭和28年2.月まで
の間涯9件沙,為がすべて組立形フランジのキーミゾま
たは段付き部に弛裂を生じたもので，フランジを一鴎に
鍛造したいか脚､為一溌形のものには’事故は一つも起っ
ていない・

こｲしP｡のキー溝溌よび段付･き部の事故を詳制ll迄総計す
ると，工作不良，材料不良が原因で，特轌F5形ヂィー
ゼル機聯ご多いのば,:30rpm前後（走賂ば280rpm)
に1節6項の振り振動の危険匝|鱒敷かありこれが影識

1123

するものと考えら淑昂．

中間軸ほ磯關の發生Fする振りモーメンl､を僻える外

に，自重による鯨ケモーメントと船鵬の震みによあ曲げ
モーメント燕受ける．

一般に平穏な航海時にjさいてば，船の湊み（主として
稜荷の状態腱よる）から生ずる軸の曲げモーメンl､の大
さは》目頭によ為ものとぽぽ同じで，荒天の際でも刺,の
撲性のため大して珊加しないといわれてい為・
中間軸は，擬關のzF均振りモーメン'､に對すあ許容應
力は350kg/cmgにとられているから,zk30%怪蕊の握
りモーメン1，の鍵動を考えても繰返し應力ほ士100kg/
cm冒であり，自重にょ･為繰返えし曲げ應力もせ､､ぜい
士50kg/cmg以下であるから，これに職農の礎みによる

‘伽I應力を考えても合成應力は大したものとならない．
この意味から，最近LR,ABなどでも許容應力潅40C
kg/cm2(刺經を5%輕減）にあげているので,本雷もこ
れに同調することにした．（蒸氣往復溌溌についてば若
干の條件が附く）．

なお組立フラ､ンジ形のものば，損膓例もあ為ことでお
為からなるべくやめ為のがよいが，止むや得ずかかる設
計を行う場合ば：

’）フランジ嵌込部の径ば，少くとも所要徳の'0％増
しとす為。

2）キーミゾ，段付部の工作は特に念溌入れ》隅肉を
－'一分付･けて雁力集中を避け鵜べき．である
3）キーの工作，コウ配の擢合＃､せ，ナツ'､の締め排
けは十分恢電に行い，無理か沙,ってばな吟ない。
などの設計_ヒエ作上の配慮か必要で恥為・
な諾．推力軸，フ・ロペラ刺iの所要寸法感改正せられな
い．（第三-1-三編鐘七章，第二-1-三章，第三F1･四繩箆八
章）

從来の規則では，潤淵涯對す恥撫#榊・装識.二對す壗
識怖制，一般識備品，追加溌朧品の4種類があった・こ
のうち追加饗備品ば．遼隔の地まで械行す為船の使窟の
たぁの推奨事噸･審寵』ったが今回これ薪削除しこ、
また他の2種のものの弓泌でも，比較l0lll利用率の少な
いものや，ボル,.，ナ，､のよう腱船”手で存易艇鋪篭
のつくものは今回これ誘削除した．イ錨三十三綱誇|一宇常
章，第二-'一九章，第三-i-四編第二-1-二章）
な鑓追加削除，鍵更さｵLたものは次の通りである。
1，遡加されたもの

内燃機關：

カム刺,および掃除窒氣用邊風機の懸職閥車’組（但し
主機嚇己限場,.）

擶除空調装置の弁シリンダ4〃瞳たは端鐵毎涯’シ

ご寺=－一

口■

＝
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リンダ分

2．剛除きれたもの

蒸氣往織農關：

中低墜ビスI､ンリング、

ビスI､ン押えリングのスタッドおよびナット

主軸受ボルトおよびナシ!、

シリン変カバのボル『､諸よびナット

弁室カバのポルI､およびナット
〆

フ，ロペラ羽根瀬付け用スタッド

蒸氣ダービン：

ロー荻軸受、スグッドおよびブーット

減速歯車軸受のスタッドおよびナシI、

タービン車室および減速歯車室のスタッドおよびナッ

ト

フ,ロペラ羽根取付用スタヅド

弱黙祷開：

主刺l受張ルトおよびブーツI、

減速歯車軸受のスダッドおよびナシ!、

シリンダカバのスグッドおよびナシI、

フ・回ぺう羽根取付用スダッド

3．改正され,たもの

丙燃機關：

噴油ポンプ．の動作部矛4シリンダ分に止めることに改

正

第三十三編蒸氣磯關

〔往復機關〕

第二章承認圖而鐙よび資料

蒸氣往礎磯關を装#髄る船の推進軸系の握り振動D問

題ば,Libertyshipのう,ロベラ軸の相次ぐ折損のため，

戦後特に關心を持たれた．第1岡はArchel･氏が測定し
虹

斧
盆
、
描
奉
ボ
ー
、
天

寵
６
ぶ
こ
』
崎
畑
食
勺
、
蔦
ｓ
だ
も
、
、

’ ’ 4

J
ａ
○
ひ

〃
ｊ
０
〃

４
Ｇ
２

十
一
十
一
十
一

←

±／クク

506"Za''""//汐〆2′

隼2EILenz2×(420,900)装愉の箕物辮
900

。■

たLibertyshipのraCing時の涙振動附加懸力課岡で

あり，露2岡はしﾝﾂ機關装備のつが國の船の一例で，
共にその附加應力は相當の大きさである．

このように蒸氣往復磯關でも，使用回韓數附近に振振

動か危険回鱒数の存在することがあるが，使用蒸氣の状

態，締切比等の鍵化によって指雌線圖が甚だしく典り，

起振力が奨励･ｻー ろので，それに鱸じて附加應力が塗り，

たとえ礁力駐測定しても》その測定値をそのまま過循し
て卿經の増減症行うことは危瞼である

この意味で従来の經瞼から危嶮回韓數が，使用Inl'縛溌
範園内淫あ為と思われるものに對してば，振幅溌査側

し，その懸力の大さの確認を要求することがあると規走
した．（第四朧）

また現在の算式が若干の大さの附加睡力を入れてなお

十分の弧力索有､するものと考えるならば，鐙測また幟計

算によって明庭危瞼回鱒數が使用画轆薮範關内に存しな
いものに對しては，蒸氣タービン，内燃機關の場合と同
様に中間軸の煙を現行より5％軽減す為ことはなんらさ

しつかえないと考える，（第七章第三條〉

第四章一般構遥

往僅機關のクランク室内の爆發事故ば，内燃磯關に比
して遥かに少いが，な猫安全にすあた鞠に，クランク室

の容依が0.56maを超えるもの!逗過唾防止装置を必要と
;-為ことに改めた‘

〔蒸氣タービン〕

第二十一章調速装置および安全装置

從來榎筒ダーピンの場合，過速度調速磯胃曼各簡に装備

する要があるかどうかという黙についてしばしば疑義が

あったので,今回,調速磯は，主歯車が2蕊以上の撰一ピ

ンで蕊動さIしるときは,そ･のうちの1蕊に装備すればよい
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と明記した（第一條）

渦消汕系統に開して，戦標船は，潤滑油のヘッドタン

第1間 LibertyShipの機I#IIRacingl聯の

捉振動熾測應力(Archer氏による）
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第3剛タービン汕糟艦の傭力試験記録

ンﾌ，が故障して潤滑油の供給が止っても引き縦きタービ

ンの保安.上必要な適當量の潤滑油:記遥#ﾉ得為ような非常

装置が必要である．この一手段として機關室内の通常な

高所に重力荻ンクを設備し，ポンプ．よ【ｿの満噛が止って

も引き綾き3分制ダービン障潤渦汕を邊りう為よう迩當

に装澄することが推奨される．また磯淵室羅，砿ンう°が

故障して汕の供給が止つたり》油量が異常崎威少したり

した場合』直ちに知りうるような警報装置髭設けなけれ

ばならない．

第三十四編内燃機關

第五章一般構造

ディーゼル機關(蒸氣機關筌氣鴎縮儀などを含あて）
のクランク室曝發事故は，戦前ば極めて稀であLつたが，

戦時から最近艇かけて激鵡の傾向淫ある・その理由(救機
關の数が嫡加したことも一因であ為が,lril繩數の走格が

次第蝉上って取扱いがむづかしくなり，極I縛者の不柱意

により過熱部分が生じ易くなったことも潅の一原因とい
われている，

外国の統計によると，内聯機關のクラクンク室また成

察氣溜の爆發事故は相當數蝉および，機關の蝿別碆かか

わらずあらゆる種類のものに事故が蕊kしていそ'．

幸いわが國で+ま，蔭海露に拓いて垂．三の例f!糊<の

みで，少くとも船用に開す塘,限り，力"､る勲故は艇､って

クを持たず，ポンプから直接給油ざｵLていたので事故が

多かったが，戦後のヘッドタンクを持っているものに，

配管や安全装置の不備のため蝉軸受を焼損したものが数

件勤為．

また從鵜ま危急弁を蒸氣主管丙に装備す.Z)ものが多か

ったので，非悔の場合#ご蒸氣の供給が完全I二遊園iされて

しまって僅進〆一ピン:ごよ為制動ﾀﾐ利かず軸受の焼損を

起した例もある‘

第3岡は，最遜建造された狭一ピン油哨鮒の滿載吃水

時淫おける惜力試験の成績であるが，操縦弁閉止後，直

も騨後謹左〃‘ければ’約1分蔑津阿鱒が僻:止す為か，後

謹溌かけなげｲしば約2分震ﾔﾆ陣11蹴淡半分となり,3分後

涯歓rjとな〉､ことがわかる．

常識的に‘同縛敷が悪になれば，軸受渥大焼損瀦起う－

ことばないと考え'､>れ愚から，ヘッド蕊ンク¥二は少くと

もポンプが止っても引き綾き3分間荻一ピンに綱IIしう

昂逓の潤滑油左貯えて鐙くことが必要となる．この意峠

で次のような規定が設けられたすなｵつち（第三條）す

べての蒸氣グーピンゼニ;よ，潤溌油系統に故障があった場

合，膳I動的に回鱒な倖｣Iゴーるような安全装置が必要であ
易．この装腫は，船の推進に用いられ･ろ蒸氣ダーピンの

場合，それが作動しても‘後進ダービンの操作に防祥を
輿えない.〕こうtご装肺さるべきである．

（第五條）船の推進挺用いr』れ為蒸氣ダービンは，ポ

も

り

’
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１
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いないが，對策篭施さなければ,將来事故の發生する可
能性億十分ある、一度事故が發生すると，機關に損傷を
與えるの承でなく，乘組員の死傷沙汰にもなるので，各
方面から異常の關心が排ｵつれ，各船級協會とも，ここ數
年の間に，危嶮防止に關する規定を各規則の中に探り入
れた．この意味に鮨いて今回鋼船規則にも次の事項を考
慮した結果，クランク室過墜防止装置の條項を制定し
た．（第四條）

機關の運動部分から飛散された種々 の大さの油粒がい

わゆるoiIsprayとなり，このeprayが過熱部に接燭す
るとvaporとな鳥.この一部は凝縮して微細なoilmist

となり，これに適量の酸素が混入されれば容易に發火の
原因となる，この場合直接引火の原因となるのは，ピス

トンや摩擦部の過熱である.最初の爆發は，油量も酸素
量4>少ないから，そう鰻力ではないが，もしこの第ユ次

惣渡によって機關の一部が破壊したり，扉が外れたりす
ると，外部から室氣が侵入して，再び燃發|生混合氣魁を

生じ，姪烈な第2次爆發溌起す．

蜜際のクランク室内腱生ずる爆發嘩力については,麓

測された記録が少ないので正確な所は判ら郷'､が，座力

容器内に恩發性のカメと塞氣の混合鰐を入れて，これ券．
懲發せしめた賛料催数多く發表されている､

第6表は各方面で發表された資験結果であるが，安全
弁の大きさが，爆發嘩力に非常に關係のああことがわか
B.Propanegasの場合蝉ついて見ると密閉容器中で

の最大墜力ほﾕ07Ib/ing(7.5kg/cmg)に達う~為が'適當
な錠全弁をつければ約と0lb/in2(1.4kg/cm2)程旋に止る

提
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第4岡安全弁面穣と爆溌雌力・の關係

ことがわかる．第4圏は姿全弁の大きさと，爆裂睡力の
關係を示す代表的な曲腺で;NordbergCo.の賞瞼では
107ft3,EngineeringExperimentalStationの賀醗で
は8.2露のダンクが用いられたか,姑ん率りじ傾向を示
している．・

との結果によると弁の面積を1in曾ﾉ1ft3以上にして
も殆んど効果のないことがjつかる．ただこの實験は，
propane-Airの混合鵠について行ったもので，實際のク
ランク室に對するものではない．また燦の位置か，發火
鮎から遠くなればなるほど燦發朧力が大きくな潟ことも
識験で確められているこの意味で大型機關では安金爆
尭各シリンダ毎に〕反付け為ことか脳く推奨され幕．
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(鮒号）1．

2，

3。

＊．

＊＊

＊zl-＊

印ば，

印は，

印は，

クランク室扉を容器に取りつけて行つたもの

箕際のクランク室について行った試験

air/fuel比を盤えて妓高睡力を計ったもの
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１
１クランク鐙よ第2次爆發を防ぐ・ためにも，最高爆發墜

力に對して充分j整え弓為湿度が必要である．密閉容器丙

の最嚴曝發墜力が約100ﾉb/in圏であるから（賀際のクラ

ンク室の場合ほこれより相當低いと考えらｵもる)，もし

クランク室が100Jb/in2に堪えうるように認汁されれば

疫至弁は不要である．小型機關では割合醗固であると考

えられ,AB協衡が調査した〃津よあと米國の内燃機

製遥者ばシリンダ直經8'以下の小型機關艇對し,80~

IOO/b/m雪の湿度を保證したとい:われ,AB協會では

87以~ドのもの窪は安発弁は易f篭尋とした．

-1分な安全弁を設けたときの媛大曝發座力は約20ﾉb/

in,』と識想されるが，これに對して大型機關の扉の硬度

が幾何で蛍，あかは不明で渉.るがいずれにして.も扉憾確麓

lご取り付け，安全弁はcきる限り低い座力で開くように

することが必要で為罵．

米函海軍では第4岡の奮験結果から、安全弁の面演舞

1.5in21ft罰としてい為か,AB協曾では若干これ琴緩和

して0.5in2/1ftsとし,LR協會で隙更に緩和して0.2ingノ

1ftsとじている．この相違は米國では高遡嬢關詮對象産

しており，英國では比較的低挫な溌關を畿像とした＃,の

であり，かつ弁の賑付け位置や数などが若干違うためと

老えら#し為，

わが函の場合を考え蔦,陸，譜用内燃機關は英國の壌合
のように低速保守的なものか多く，爆發時.報高難力は

比較‘9低<，危険性が少いと考えら拠為かF,大鰡英國の
譜i'職に従つ･て大過ないもの･と恩つれる．

以上の誉蚕料を勘案して今回一應次の如く定めた，

1，クランク室には，逃し弁左各シリンダ毎Wご取りつ

けること淀原則とすjるが，シ'リンダ礎が450mm以下の

機關に對しては，必ずしも各シリンダに弁を取りつける
必要捻江い、またシリンダ郷が250mm以下の機開にば
肴略す潟ことができる。
2．安全弁の匝蹟はクランク室の容債がシリンダ富り
31n3荘超え為ものでば，クランク室の容積0.1m3につ
き45cmg73m3以下のものでば0.1m.]につき2.25cm2
IF=67.5cmg濠加えたもめ寵標準とし,1価の弁の面積は
"76mmまたほそれに相鴬するものより小.であっては
ならない．

3．弁はクラン･ク室内で卿溌が起ったとき速にカスを

逃氣し，かつ外部か吟室氣の逆流かな為べく少ないよう
な作動の速な自動閉鎖式のものとしその作動塗力はな
Z,べく低く調整きれ批亀鐸であ為ことが望・寵しい、
4．クランク室は丈夫な雛造とし，開閉戸は碓震にク

ランク室に取りつけることが必要で為為．

第十八章始動装置

案氣ダンクの容量，室氣騒縮磯の蕊歎，能力象ど不明

1

1

な所があったの壱次の通り判り易く書き直した．

1．始動廷睡縦筌氣転必要とすみ内燃機關船に億,少く

とも2個の空氣タンク詩設備し，これらの合計容量け，

主磯簾を1割己迩韓式のものでば12回，睡縮室氣なしに

迩鱒しう為ものでば6回引きつづき始動しうるに足るも

のでなければならない．

2．始動空氣睡縮機は少くとも2蕊を必要とし，これ

らの合計議量は主機關詮前記1m錘だけ速綾始動しろ為筌

氣を1時間以内に空氣タンクに充氣しう昂ものでなけれ

ばなら注い、

第三十五編電氣装置

竃氣装殻に簾す為規定のうち今回改正せちれた主なる

黙ば，次の通りであ為.‐

1立會械査の省略について

現行規則（第一章第五條）でば，承認された工場で製

造され肩船の航行I鍾要でない40KW(KVA)未満の發

寵機おm]gUf55hp未測の龍動機は，立會検査裳必要とし

厳い規定になっていたが，現欽のように船の箆動幾類の

殆んどが發曽海にその出力，巻線方式，保誰形式および

回轄數を異にす為のでは：工場の認定も照難で茜』りま手二

航行上重要でないものと制限してほ工場認定溝しても立
會橡蚕の省'略なうけ為機種も問題にならないほど少くな

おので今回これを改め刷一製造所で多年に亙り多灘･己製

造されその成溌が良好と認められる40HW(KVA)未満

の發迩蝿6‘正び55hp未滿の躍動識に限り製造所より申

請が患〕Lぱ認定試鯵を行いこれに合淵したものは本酋認

走擬器として立稗橡森を拷鵬できることとした．すなつ

趣､改正規定iこよれ↓潮;の航行上軍要な機器でもその程度

涯よi)認定燕許町されZ,こともあり得為ことになり船用

篭動磯の標準化が雛めぱ側曜,その範園も髄くな場ｵつけで
ある、

2．脳継接地式配遮の礎｣腓二ついて

瑛行規則雛一章龍-1．七條および露･'一三章の.箪腺接地式

配電に關すZ]規繼幟．今Inl運輸省の指示により際止する
ことにした．その理由は，船溌腐蝕と取扱｣入の危嶮によ

ぁものでぉ鴻,．但しすで窪.寵線接地式配電を震施して鮨

堵'船に謝してまでその改装存要求すあもので億ない．

3交流發竃磯の電艇鍵勤索に‘ついて

第二章辮'り十僻の交流發電機の電燃漠跳犠喫關すぉ規

定は不雌!?熟多く誤解さｵし易かったので今回次のように
改めた．

篭I卿十條交流發電磯の電陸鍵動準は原動磯の速度鍵

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ

|’

|’
１
１
１
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一

i逗接讃されておる電墜コイルを一時取外して差しつかえ

ない．

6回路の電墜降下1こついて（篭五章第五節参照）

次腫示すような各種回路の電嘩降下を算出する標準式

を示すこと座しこれ腱使用する交流回路の誘導電睡降一ド

係數表を附表迄追加した．

1）直流ml路

電腿味下(％)二凶179gLI>.100SV

但しL=片道のケーブルの.良ざ(m)

I=電流(A)

S=ケーブルの断面戯(mmc)

V==回路龍座(V>

2）単相交流I醐路

電墜降下(%)=(廻7”ﾙ､《I×100)×ヨーSW

似し6＝誘導電鰯糸~ド係激

3）三相交流回路

ャ蝉降下(%)､""ag，《恥00)S･V

1．736

×－2一

動率を3.5％に假走した場合ブ次の各暁の規定に適合す

るもの瀞標準とする．

1レアクチプ垂下補償のない1蕊の護電機を有する

場合

原動議力述健鍾動泰，｜引動電墜調整器および護電機の

特性を含む綜合電墜特性獄，走賂力率の下で，無負荷

と全負荷間＃二おいて負荷を鍵動せしめた場合の整走竃睡

が，いずれの黙挺おいても定格電塵より1‘5影以上の差

を生じないものであること．

2レアクチフ垂下補償のある2蘂以上の護電機転有

する場合

原動磯の速腱鍵動準，膿!動電嘩調整器および發竃機の

特性弦び腱レアクチプ垂下補償の影響駐含む綜合電雛特

挫ば，定搭力率の下で無負荷と宝負荷間のすべての負荷

塗勤皇饗して得られる整定篭嘩の平均曲,灘が，定格篭墜

の4％以上垂下することなく，かつ整定電墜のいずれの

記録謡も，その平均曲線より定格爾睡の1.5％以上の差
‘1

を生じないものであること．なおこの試験の初め腱おい

．ご垂下補償装置は，レアクチフ負荷駐發電磯の迩綴憲格

の0％から60％まで鍵えた場合，定格電墜の4％以上

垂下するこどのないように調整しておく必要があ烏．

坐配電盤用回路保護装置！ﾆついて

現行第三章第五節第二十條竃は配電繧より出る給電回

路鈴よび麦回路保護装置として300A以下はヒューズを

使用しでもよ･く390A毒超過ｱｳー ろときば自動遮断器乾使

ハIしなけれ砿ならないこと踵なっていたの守今回ヒュー

ズ使用範園駝200Aまでにとどめそれ以上は自動遮鐵器

詮使用しなければならないこと腫改あ･た．また篭-'一三節

自動蝿i器の総遥および特性I乙關す･る規定蓬削除しこれ

溌紳=設けられた第五附馬規定瞳譲り本節には|引動遮断

器の適用にする規定を置くにとどめた．．

5配電盤の絶縁抵抗試験腫ついて

配電盤の絶縁抵抗試鹸淫ついては前回の改訂に際し製

造者側より配電盤の複雑性からこれを一率に規定するこ

とi#:ij'伽上姻難であるとの意見が多く一礁収止め蔦,こと

涯したが迭聯所側よりはその復活を要望する齢高く外國

船級規則でも蜜施しておる關係上今回の改訂に當りその

裏面配線の絶縁抵抗薪測定する踵とどめ次のような規定

を絶縁耐力試験の前に設けることにした．

絶縁抵挽試鱗ば徹流500V絶縁抵抗計tこて行い．絶縁
された熾線と大地問および各絶綴された母線と他の一極
または接綾された数種の母線間との絶綴抵抗が使剛温庇

のもとで’砿･グオー＆､以~ドであってはならない，この場
合外破とつなが為遮働器鏥よびスイッチ燕開き，接地燈，
標示澄,電畷|･回路等のヒューズを取除きか‘つ常時母線

7給電回路剛ケーブルの通電容量鑑よび過負荷h雛

装置の撰び方腱ついて，（第五章鎗六節参照）

電動磯回路のシーープルの迩瀬容量葱定めるに嵩って一

般電動磯の場合には電動磯の全負荷電流の125％をと蔦，
ことは現行規則と鍵りばないが揚貨機揚錨機等の短時

間定格の電動朧に對しては100%Z二と‘って差しつかえな

いことF二改めた，また給電回路に使用する過負荷保護装
濯の電流定格または引外調整値を決定する方法毒改穐次
のような規定を設けた‘

1）電動磯以外の回路に使用す.るスイ.ソチおよび筑中

遮断器の電流定格は回路の電流定格の100％を標準とし

電動磯回路腱使用するものば115％を標準とす鳥．

2）篭動機以外の回路に使用するヒュー素また感埋込

遮勘器の電流定格および氣中遮勵器の調整値ば次表腫よ

る、

導繼の極流定格の百分率（％）

蕊iド遮断器の限時およ
び瞬時調整価

ヒューズまたは埋込遮断
器の侭流定格

Ｉ
ｉ
ｌ

100以下 125以下
－＝圭一

’

ヒューズまたば埋込遮断器の枢流定絡が本表

の他に適合し江い場合には1段上の定絡のも

のを使用して差しつかえない。但し導概の嘘

流定格の1う0％を超えてば通ら通い．

(術考）
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第七章誇I-四節甲板諸機械用電動鶴筵關ず一馬一覧表の

うちよりジプシーホイール付のものを礎しかつ電動農の
適職蒐園を匿げ次のよう腫改めた．

3）電動儀支回路の保護装置は，電動農の起動電流庭

耐えることが必要で､次表渥よるの詮標準とする．但し

操舵電動磯回路に使用するものは，第八章第四十一條の

規定腱よらな'対もぱならない．

謹鰯鋤織の耀鶴|電"…－．－
1直流|変流

用
全負荷霞流の百分率(％）

ヒューズまこ’氣ii蜀遜識器
は理込遮断謡一の鯛整限塵
iの溌流定格｜限時｜瞬時

電動機の種類

f時'卿|齢1麓'時間！，
揚貨機’零荷

50hp以下
直流電動機

50hp超過
150以下i】夕01
150"1150

０
５
５
７
２
１ 彩､時間

1時間後
％時間

菟時I糊I
揚錨機(直結式）

場錨機
(油腫又ば水腫式）

キヤフ･スタン

全負荷

無負荷
全負荷

全負荷

’’50〃
I

I
I

l，，,〃

巻線形誘導極動機

軍相，繩形および同期極動
議（全遮睡》レアクターお
よび抵抗起動）

“’
’

’250
１
１
１電動機の保護形式は甲板室または甲板下渥坂付けるも

のは防滴形で差しつかえないが暴露甲板#二取付けおもの

は防水形でなげればならない．

10電磁制動陵について（第七章講{-七節萎照）

現行の電磁制動磯に關する規定にほ複巷電磁制動鶴己

關するものが含まれていなかったが，鐵際には複巻のも

のが使用ぜられる場合が多いので分巻制動溌の規定のう

ち庭複巻腱對する規定を含め次のように改めた（現行蕊

三十八條参照）、

分巻制動瀧士使用温度のもとで定終電壁の80％で確

鐵庭制動を弛めまた複雀制動幾はこれと同様の條件のも

とで直巻コイ.ル腱起動電流の80％を通じた場合確澄廷

制動を弛めるものでなげｵしばならな､､，

また交流電磁制動識の規定のうちに次の規定を追加し

た．（現行第四-I弓條参照）

交流電磁制動磯は》使用温度のもとで定絡髄睡の85搦

を加えた場合確澄に制動を弛め為こと、

11操舵電動機の給電回路について（第八章誇r三節
参照）

操舵電動陵価l路に開する錫定のうち胆懲〃繰舵電動装

置をもつ場合渥對する規定を麹Ⅱし次のようIご改めた：

(現行第四-|蒙條参照）

操腿餡動幾が1蕊の場合には2組の給電線を設け，そ
のいずれからも給電しうるよう舵機室内#二手醐湾換器蓮

備えて置くのを原則とすjるが，操舵電動賎か2蕊為りそ

の1臺を熱備機とす為場合には各煮に別I間の総電線菱1
組ず‘っ設ける腱とどいて麓しつかえない・・
またその保謹装詮の規定に交流の場合を追加し次のよ
う淫改めた（現行第匹'十一朧参照）

配電鑑し腱は回路保護用としだ瞬時引外のみをもロ自

動遮断器を装備し》その引外調整値は次の各雛の規定に
よらなければならない．

篭形及同期（卑
巻誕睡器起動）
高〃アクタンス
篭形．．

ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｑ
ｆ
■
Ⅱ
１
０
■
０
８
６
６
甲
０
１
０
凸
Ⅱ

2501

1200
″
″
０
０
５
０
２
２
下
過
以
超
Ａ
Ａ
Ｏ
０
３
３

(鋪考）1‘筒レアグタンス篭形とば，深櫛形または2重

繩形より江リー股に直入起動式のものであ
る.

2.ヒューズまたは鯉込遮断器の准流定格が本

表の値に適合しなt､場合(二ば、1段上の定帯

のざのを使用して差しつかえ節‘､。

3．回路保護装漣の髄流定絡または調整値侭,詩

るべくぼ‘‘、ことが望ましi‘,が負荷の性質上

この表に示す他でば不足する場合にば,溌大

400影鼠でとって差しつかえない．

4，極動機回路･用蕊II烈遮罰器の隈時はその朋途

の重要性'二睡じ5秒ないし15秒を標準とす
る．．

ｌ
ａ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

１

１

１

１

Ｊ

■

Ｉ

ｐ

ｌ

ｊ

ｌ

Ｏ

ｌ

Ｏ

ｊ

ｌ

ｌ

Ｏ

９

‐

１
１

また電動賎支回識ご開する規定のう､ら輝電動議迩嬉時

の保護装涯窪ついて次のような規定を遡加した。（現行

第五章第三-1-六條参照）

電動磯還卿寺の過負荷保護詮目的とするヒューズまた

は理込遮鐵器の電流定格または自動遮断器の引外調整値
侭全負荷班流の125％涯とるのを原則とする．但しヒュ

ーズまたは埋込遮断器の電流進路かこの値に適合しだい
場合は1．段.この定格のものを使川して差しつかえない．

8直毯電動懲二開すX)規定涯ついて（第七章参照）

直巻電動賎は，無負荷仁對して危嶮速度弁生ずる恐れ

があり鮎川としてば好まし.くないので現行規走でば使附

しない方針承とっていたが特殊の用途ｾ乙對しては制限分

護付の直篭篭勅磯が望韮.しい場合もあ鳥ので，第七章鋳，
十九條の電動磯の裕礎健闘すぉ規定および第二F1-八條の
電動磯の過速庭試翰の馳違逗直巻電動朧涯對する規定駐
暹卯した（表省略､、
9甲板諸機柵|滝動賎渥ついて
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、

5）通過する倹一プルほ，室内で接識黙なもたないこ

と。

新十五條ポンプ室，油タンクと隣接した室および暴露

甲板等引火性の油またはカメに接鯛する恐のある場所の

配線にば，鉛被鎧装ケーブルを使用しなければならない

がj機械室，居住匠等でその危険のない場所にほ’イン

パーピァスシースヶ再プルまたは鉛被単線ケーブルを使

用して差しつかえない．'但しいずｵしの場合にもケーブル

の金脇被覆は第四章箆七節の規定&こ従って宥効に接地

し，かつ:磯城岫損鴇葬うけ易い部分に･樫保護斑を付.する

力またば管騨二納めて配線しなければならたい．

（2）照明器具取付に關す為規造

新講i一九條ポンプ室または油タンクと隣接し僻時鴎さ

れた室が安全な唾域と隣接してお為場合陸ほこれらの室

の照明は次の各號のいずれかによ島簸ければならない．

，）露四附厩規定によ鴻防爆形隔壁篭を隔壁またば甲
板腫對して安全な側より氣密識保って取付けその配線お
よび篭球の坂換淀すべて喪全な側にて行うこと。

2）隔壁または上|噸に順付けた氣密の丈夫潅透光窓を
通じ安全な側より照明す為．この場合麓貝は隔轆またば
甲板に密着してい堤.い限り防水形のもので差しつかえな
’‘、．

灘二十條前條の照明方法で歓充分な照度が得られない
場合腱億露1'9附耀規定とよあ防燦形室侭瞳およびこれに
附脇する分岐鱗、封鎖浦を使川すZ,、イMしこの場合の配
線ば本章諾|_凹條の規定によらなければなら燕い・

15インパービアスシ戸スケーブルについて（瀧一附
腿規定参照）

現行規定で臆インパーピアスシ戸スケープルとしてば

ザ.ーモフ｡ラメチ:，ク稔月jいたゴ盤､組職ケーブルのみか1忽
釣られていたが今臓ワニメキ1．ンブリック絶綴のものも
採Ⅲ吋為こととなりこれに鰯す為規定を追加した．たき5
サーモセ『チンク｡シースのもの腱ついて焔探開の希鑿が
ぁ､ったかこれ憾伽|鱸績が少いので今阿は正式採用を見
遥(,本會の承認を得て試駿的に採用詮許可ずろにとどめ
た．

，6箆二附厨規唾ヒューズ腫ついて

木附躍規定は，昭和”年礎版で恢あて制定されたも
のでそﾙLまで,ｵっが園のヒューズの規絡として幟JEC"
絡が爵』ったがその特朧‘::、木規HIiの配焔規遥渥遮合し注
いばかりで永く市場品i･J､JEC規格にすじ'適合す為も‘つ
なぐ製逃者ホ使用者もヒューズに封L桑く鴎心がない有
獄で》>宅;二・本會でば船の龍氣設術詩保謹寸為軍要性ご
かんがみこの規定溝作り極力製迭者毒指導督勵して来た
が何分製迭者毎技術が低い結果容易に本騨の認定試識こ

1）直流避勧器の瞬時引外調整値

主配電盤に取付ける場合定格電流の300ないし
3？5％

非常配電盤に取付ける場合定格電流の200％以上

2）交流避勤器の瞬時引外調整値

最大起動電流（瞬時値）の125％

12燈具の保護形式について（第-1-章第七朧参照）

燈具の保護形式が防水形と非防水形の2種になってい

たのを防水形と開放形の2鍾踵改めるまた規定壱防水形
の適用範園庭含まれておる場所でも完全な防水形為必要
とするのは水浸しになる恐れのある場所に限らｵしそのほ

かの場所陰周園の状況にまり防漁形また:ほ防洙形程度の
ものを使用して差しつかえないこととした.開放形とは
一艘腱グローブを使用しないものをいうがグローブが附
いていても装飾燈のよう腫装飾または配光･を目的と・し防
水鰐造溌焔たないものは開放形の'種と考える
，3非附電氣設備蝉ついて（現行鱗I-四章参照）

現行規定は，大型旅客船を含む一般規走となっていた
ため貨物鵬に適用す鳥上に鮨いて不便があったから今回
その全文寮害き直し大型貨物船を標準としたものに改め
た．この規定ばその全部が推奨標準捜定である．（内容

省i略）

14油楠船のポンプ室電氣設朧唾ついて（現行第十五

．章参照）

現行規定でば，ポンプ･室等引火性ガスが集積す塙恐の

ある室にば一切電氣機滞の販付並びに配線宏行ってばな
らないことに厳らていたが今回次記の規定による配線並
びに照明用器具の寂付は差しつかえないことに改めた．

（'）配纈こ關する規定，

新露十四條鍜ンブ室詫よび油狂ンクと隔接す潟'粥時
閉された室の配線ば難二十條の規謹こよ鴇電燈用配線泌
よび己才『を得ず通過するもの嘘限って認めちれ次の各號
の規埴陸よらなけｵしばならない．
，）配線憾すべて隔壁より離して取付げ外傷の恐れあ
為部分億管Iご納めるかまたは丈夫な保謹'癖:殻けかつケ
ーブル.が室詮出入すあ普崎は完全な氣密薪保つこと‘
2）室内畷明瞭の制御用スイッチは，完全産籠外に頭
付け為こと‘

3）ポンプ竈照明燈パI配線は2回路以上に分･tg)相關通
す易スイッチと篭具との間には明瞭な合記號溌附けてぉ

、

くこと‘なｵ6線の分岐は燈具間の謡り級腱よz》かまた朧
防爆構造の分岐箱群使用す』ること‐
4）燈具と制御用メイ",チとの'雛邑脅配線甫彦行う嶋合
には，スイッチ側に封鎖箱溌使川し引火性カスがスイッ
チに侵入す為のを防止すること．

、I

I

１
１
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１
１管接手のほか涯防爆龍造の電線質通金物の使用を認める

ことにした。

4）燈具のケーブル引込部厚ツメ物を使用することを

腰し燈具と制御用スイッチ間に管配線を行う場合に限り
スイッチの手前に封鎖箱を使用しなければならないこと

腱した．

5）引火性カスが集猿する室内に取付ける燈具鐙よび

その附煽器具の蓋にはすべて錠締を施し内部の手が鯛ｵし
房》充電部がう-べて無電座にならないと開りられない構造
とするよう規定した．

6）爆發内力の.2倍に相富する水嘩試験を行う規定鐙
追加した．

7）髄池|皇I職式防爆形手提燈に關欽る規定を新庭謡う‐
た．

第五附畷規定自動濫獣器!ごついて

本附麗規定は今回新に設けられたものである､自動遮
断器は，ヒューズと共に電氣機器並びに配線を過負荷，短
終．接地等の事故より保護しかつ火災荏未然嘱防ぐ上迄
極めて重要なものであるがわが圃嵯はこれについての滿

足すべき規格なく力つ製造者の工場試験も甚だ不完全な
ものなので本會でば，船内で使月1上必要とする性能を保

證す為目的から認定試験を行うことと1-鐘職所，製造所
その他關係方面と協議の上本規定差立案しすでにこれ淫

準じた試験を開始し相當の成演を牧めておる‘それゆえ

ヒューズ規定のように今後書き換える必要は起らないも

のと考えておる．

船に使用する自動遮断器姪は，氣中形のものと埋込形
のものと2種あり氣中形のものは古くより使用さｵしてお

り黙橡手入等が容易で比較的信顔が置けるものであるが

蝿込形の方はわが国では最近に使用され初めたものでそ

の全機朧が一般に絶縁性材料で成形された箱の中に密封．

されてお為ため黙橡，手入並びに調整を行う尾とができ
ずかつ外箱が可鮮性制料よりなる關係上遮勧特性が惑い
と不測の事故を起す恐細があるので木曾で億嚴誼な認這
試鹸を行いこれに合格したものでないと使用を許さない
ことIこして諮る．この遮断器の特性はヒューズの特睦に

非稚涯近いもので一殺腫ヒューズ付スイッチの代りに使
用され上ユーズに比して利製iとする所は’各種が同時澤
遮鐵することと遮獣腫當りヒューズの様潅奎部または一
部尭取換えることなく引つづき使用にi耐える黙にある．
本附厨規定淫示す主な約容癒次の通りであ為．
1）埋込遮獣器垢よび氣中遮鬮i器の電K瞳占よび電流定
格の種顛

2)極数,絶縁距離，引外方式,振動および傾斜條件，
接鯛片，坂外方法構造に開す．る規潅

合播すろものたく難航をつづけて来たが最近輝いたり漸
く正式認定品も生れまた通く認定ざｵしる見込のものもで

きて來た‘・との間規定の面でも相鐵改訂を加える必要左
生じまた待列邦途に對して栓形ヒューズを採用すZ)必要

も生じて来たの雷これI二開する規定詮遥加すること艇な

り今回その全文を書き改めた．雄お本曾の標準筒形ヒュ

ーズは，アンダーライダー規格と寸法，性能等が一致し

ておるのでAB協曾においてもNK認定ヒューズの使川

を承認しておる．今回書き改めた主要な黙は次の通りで

ある．

1）現行規定は簡形ヒューズホ今標準として書かれてい

たが今回こｵし淫総形ヒューズの規定な追加した、

2）ヒューズの電墜定格のうち交流450Vを500Vに改

めた．

3）現行規定では400Aまで祷錐としていたが規則で

遥附範園を200A以下産改めたので400A定格のもの毒

削除した．

4）筒形ヒューズの標準寸法のうち100A形全長145と
あったのを150腱改めた，また簡受中心間の癖陰寸法を
逼加した．

5）ヒューズの種別と護電磯乃總容遼D關係麓示す表

が奥行規定では2種と3癖二眠られていたの窪今回'繩
彰追加しかつ交流發竃機容量の侭惹若干踊加した。
6）ヒューズ各部の温度上昇規走蝉,栓形ヒューズ涯對
ｵーるものを追加しかつその腕も一部訂正した．
7）温度試験胆使用する接繊導禮の大きき左船用ケー
フールの通電容量淳一致j-るよう腱改めた．
3）試職品の戦および良否採決の基準數を一部改訂し
‘た．

Ｉ
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第"附陽規定防爆形燈具窪ついて

木規走もヒューズと同じく昭和26年度版で初めて制定
したものでそれまでわが國涯は，．こ#l｣.に頓常す為規定ば
もとより製品もなかったので極力製造者を指導督勵して
漸く数種の認定品詩得るしこいたった．その過織こおいて
規定ﾂー改訂5""j-潟部分もとi言じまたその後海外の参考資
料も得られたので今回こilし左全面的#己課き改めた，なお
AB協釦ご拓いてもNK認走の防爆形燈員の使用を承認
しておる．今回改訂された主要な黙土次の通f)である．
1）外ワクの接合部蝉盤H-ろスキと奥行との關係涯防
燥朧迭部の空間容砿の關係を駁入れた．
2）室外から瀬ijける卿繼のよう上苣その端子鮒が安
全な竈ﾀﾄ崖あるどきはこれを防爆構法とす乃必要のない
こと守鍵還した．

3）防爆燈の配線腫管配線のほかに鉛被鎧装のものは
溺{慨線が認められた結果端子箱のケ－プル引込口上こは

１
１
１
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‐
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3）遊籔電流定格腫よる種別とそれの電源容量に對す
、る適賄規定一

4)認這手綾に關する規定
5)認定試験,繊査の種顔とその賞施要領
6）試驍品の薮と良否採決の條件

7）認定品に卦すうる標示方法

，第三十末編ポンプ講助機關，管装置

第二章承認岡面鮨よび仕様書

從來承認悶面として，主要ポンプおよび補助機關の組

立鐵面l園が要求されていたが，今恒iこれらのものは，本

會が必要と認められる場合のみに限ろこと庭改め，機關

部要目表の提出が新に規定せられた．（桑一條）

第四章試験

ボイラの論水管系の許観墜力の定義改正腱伴って書き

一致め屠れた.

第九章ピルジ謡よびパラスト管装置

ビルジポンァ・については，･從來船のLが50m未滿，

50m以上100m未滿,100m以上の3段階に分けてそれ

ぞれについて所要数を規定していたが，今回これをLが

Wnl未滿と50na以上の2段階に改め,I｣が100m以上

のものに對し,所要数を軽減した，

すなわち現行規定では,L"100m以上の船でば，濁
立の動力によるもの2蕊と，主機關によって駆動される

ものは’蕊計3蕊を必要としたが，これを50m以_I=100

xrz末流の場合と同じく動力ポンプ2蕊とし，うち’蕊
は，主機關によって蕊馴されるものでよいことに改めた

なお王が50m未滿の船で主機關によって願動きれあ

ポンプを2壷の手動ポンプで代罷しうるとと幟以前と塗
りたい．（露六條）

第十章給水装置

給水ポンプの装備霞數の規定ほ，現行でば，主機關で

騒動されるものを標準として書かれてL,るが今回樹立動

力調ンﾌ゚ を標準とする現代的のものに書き改められた．

（第一條）

輩た補助ボイラを主要な溌關室補機，操舵機，揚錨機

汽笛などに蒸氣を供給するものと，それ以外のもの鏥よ

び内燃機關の排氣みので加熱せられ愚もの（いｵつゆる
domesticuse)の2種I己分鑑し,前者の給水装置は領

イラのそれに準ず八が，後者でば副給水装置を省略しう

ること寄明にした．（第二條）

第十一章冷却装置

鋸l-三章潤滑油装置

雨章とも整理改編したもので内容的にば改正された所

1132

ほない，
L＝

"I-四章引火黙が65oCを超え為燃料
油および貨物油のポンプ・装涯

現行の燃料油ポンプ装置紫よび噴油装澄を合併したも
ので次の黙が改正せられた．

1．ボイラに始動用噴燃装置の必要を蝿造した（第二
條新設）

2．噴油ポンプは，ボイラ給水，ピルジ，パラスト系
統に接績してばならないことを明記した．（鋪五朧
新設）‐

3．噴油ポシフ･の差油管のフランジをJISの呼び睡力
16kg/cmgまたばそれ以上（現行は10kg/cm響また
はそれ以上）のものとすべきことを規定した．（第
六條一部改正）

4．現行では噴油ポ・ンﾌ゚だけであるが》今回移油ポン
プ・，貨物油ポンプも遠隔操縦装置を必要とすること
に改めた．（第八條改正)

5.燃料油と水パラストを交互に積む睡謹のポ･ンﾌ゚装置
は，1匠遷からパラス】､を吸引排出中でも，他の厘
雪の油を吸引しうるよう配管す易ことを必要とし，
但し普通の航海状態で少くとも12時間航海できる
油を蓄えうるセツI､リングタンクまたほ常用狭ンク
為装備しているときはこの限りでたいとの特殊規定
を設けた.("-1一條新設）

6．燃料油タンクの測深管をボイラおよび電氣装澄の
附近に開口してはならないと規走じた．（第二-l"四
傑新設）．

誇卜五章油糟船のポンプ装置

、本章の規定ば》引火黙65｡C以下の油を積む油哨船の
特殊規定を取り纏めたもので，このらち引火黙が65oC
を超える油を積む油槽船に對して掛酌しうる條項を明記
した．

な垢二，三新に追加された條があるが’これらはいず
れも大部分の船に愛施されていることであって，別に目
新しいものは含まれていない．

第十六章室氣管，測深管および溢出管

潤滑油タンクの塗氣脅は,特に暴露甲板より上に開口
させる必要もないと認められるので》清水ダﾝｸの塞氣
管と同機瀧載吃水線より上に開口させれば,機關室内
にとどめても差しつかえないように明ら勘にした、（筆
八條）

室氣管の甲板上の高さについて現行規定は，舷壗等に
よりウェルを形成する場合についてのみ，乾舷甲板上

T
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前記の製造法の承認という黙で，種々意見もあったが

木曾としてば追記の鋼板に對してはその鯛種の如何を問

わない考えであり－，個々 ・の場合について，諸試験を行い

これを綜合して審査の上承認する方針をとっている．こ

の際には,と郡らの職のほか庭『製造法の詳細』の提
出を求め,その製造法によって製遥さしてい為間は,爾
後定期豹な確認試鹸を行うほかぼ,:日常は一般鋼材と同
様涯，機械的試験および化學分析を行う程度に止めよう

とするものであ為．今回》製造法の承認薪規定したが，

以上述べた虚置を取るためにその製法法が引綾き行われ

るという保證を得為のが目的であり差當ってその内容の

適否を云冬し･ようとす為ものではない．

雌延鋼材.はできろ限りJISと一致させるよう腱方針

を取っている．以上心趣旨に従い,鋼棚型鋼等の墜延
鋼材の規定はJISG3106溶接構造用匪延鋼材の規格を

参照した上改正死行ってい境)．前記JISと合せた黙尭

列記すると次のと論りとなる．

ユ記號KSSはすべてKSMとした.JISでSSと

は，一般構造用鴎延鋼材詮意味し，本會としては，
この規格ほ採用しない．

2引張り試鹸の「仲」の表現法およびその値‘

3常温曲綴鋼板の「曲ケ試験」の際の，板厚と曲ケ

内側半煙との關係．

4寸法の公差一

以上のうち寸法の公差についてであ為が>JISの公差

をそのまま鋼板に對して適用す為ときば，負の公差が朔

當大きくなり，船艘亜度上好ましくない．本會として

朧’從來も，船縄睡度.上重要な箇所に使用する鋼板に對

し，負の公差が-0.5nlnzを超えるような薄い板の使涌

を極力禁じてきた．今回規則の改正腱際し,≦以上の趣旨

に沿って公差を改めたいと考えていたが，種々 .の事情に

より賞現したかった.しかし今後も公差が-0.5mmを超

え霧鋼板の船齢要部への使用は，ある程度の制限を行い

たいと考えてい為．

第十章鋼索

26年版の規定ば1959年に制定されたJISG3525鋼索
と，その規格値などを一致させているその後1953年
にJIS規措の大幅な改正が行われたので,本會の規則も
その線に沿って改訂滋行うことになった．その詳細につ
いては，鋼船規則およびJISを参照せられたい‘

第-1－－章聯索、

26年版では，各種(マニラ索,白職索茄よびタール索）
の索に對し．それの切断櫛重の畑により，一級およ
び二級の2種を定めていた、しかし規則jﾆその使用に對

915mm以上と要求されていた‘しかしウェルを形成ずる

と否とにかかわらず甲板上腫打上げる波浪を考慮すると

きは，この程腱の高さば必要である．今回以上の趣旨腱

よって，甲板の位置について筌氣管の高さを規定するよ

う腱改めた‘（雛九條）

同一の深水タンクが燃料油，貨物油，水パラメ1､ある

いは一般貨物等相異為ものを積む場合に》そのダンクの

溢出管が他のタンクの溢出管と共通の管寄に導かれてい

為場合には，一般貨物を積んだときに他のタンクから液

禮またば熟氣等が侵入したいように，また油を積んだと

き庭ば，他のダンクの水バラエI､または異種の汕等が侵

入しないよう腱適當な装置を施すよう規定した．（蕊_|‐

二僻）

I職幽1J板以上で開口す為測深管にはケート弁寿設ける
ことになっていたが，今回規程を緩和し，汕タンク以外
のダンク鮨よびコッファダムのときに.は，取外しのでき

ないネジ止管頭幹設けても差しつかえないように改め
た．（第十三條）

第十八章管および第十九章管の湿力

技術の進歩從來の貧績などを勘案して，電氣抵抗溶
接鋼管を20kg/cm.1,350｡Cまで(現行は17.5kg/cm2,
215｡Cまで）カス管を10kg/cm2以下（現行憾5kg/
In2以下）まで使用範園を擴大した.(第十八章第一條
第十九章第一條），

第三十七編プロペラ
蕊三章調根

中間刺,の所要樫が鍵更さj'したため，羽根の厚さ軒求め
る算定式が改正せられたもので,所要の湿度は愛更され

‐
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第三十八編冷蔵装置

若干の字句の修正》その他重要でない改正が行われた
程度で特筆す為間題はない

第三十九編般麗構造および継装品材料
本編で改正した主な章は’第四章’船禮用睡延鋼材第
十章鋼索ﾖsよび蕊十一章師索の3章である’

第四章船禮用墜延鋼材

船艘重要割鈴を溶接によって構成する.厚さが25.4mm
を超える場合の鋼板に對し，その製造法について’特
に委員會の承認語受けるように規定したく難一條）また
かか為鋼板で,すべての規定に合格したものほ，その鋼
種に態じて織りの合格を標示する刻印を打つことを定め
た。（龍一章第六條第一項第四號）
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する腫別は行われていないので，本會として犠逗級別遼
設ける必要敏ないと認められる．以上により，従来の二
級庭相富するものについてのみ規定することとした．

第四十編畿關およびボイラ材料

第八章ボイラ管諮よび蒸氣過熱器管

電氣抵抗溶接鋼管がボイラの煙管として使用すること

ができるよう涯改められたので，その椎査討溌方法を次
の通り‘規定した．

1．管は第一種管(STB-1)に對する諸規津合格す
為ものでなければならない．但し寸法公差については第

一種管の帯間仕上管に對するものを適用する．

2，溶接腱よって生ずる管の内外面の突起ば次の規定

によって取除かれなければならない、

イ外面突起は完全かつzFi骨迄坂除かなければならな
し、､

ロ内面突起の高さは0.25mm以下としな吋一ればな

らない．

3，管は製管後適當な熱虚理を施さなげｵしばならな
し、．

じて-1-分な敷のホースを伽える‘二と，また26年版では

船のいずれの箇所腫も，2箇以上の濁立した放出口から

各1本の規定の長さのホー象で放水できるように要求し

ていたが，今回その中の一個の放出ロのみ，ホース1本

で放水できるように配置し，他のものはホース左繼いで

も差支えないよう･に改めた.（第二章第六條)た話，機關

識二も各舷握消火栓潟設けるように追加した（第二章
第七條）

5汕階船に蒸氣消防装置鐙設ける場合，各油タンク

への分岐管迄は不還弁を設ける必要がある．（第二章第
十五條篭六暁）

厳詫，今回,船舶設怖規程と翻芭値瀧合せたものは次
のとおりである．

1蒸氣消防装澄常設制-る場合の鑛イラの蒸發量

2貨物倉腫對；一馬淡酸力･ス消防装置に必要な力．スの

所要量

3蒸氣船のボイラ室船底部に對す為炭酸カス淌防装
需のカスの所要量

4薬品消火器すなｵつち炭峻力ス消火器，泡消火器

一の容量または重量

消防設術の各種嶮査については，今回，關係方面の意

見をも徴した上，その暇械査規則詮一雁定めることがで

きた。從って今陵はこれによって械査を行う方針であ

る，

I

'’

第四-r一編消防装置

遁信省令船舶設備規程の改正麓施により，國際航海腫

從事する船舶には，消防設備の設置について，相當詳
細庭規定をされている．本會の消防設備とは，その目的

等において多少異る鮎もあるが，今回その規定歎値等は
できる限り，船舶設備規程と一致させること庭した.

26年版の第三章に膿|動散水装置にわいての規定かあ

ったが’渡際にこの装澄毒備えた雛ば今のところ無いの

で，本會として特腫規定する必要もないと認め，削除す
ること．姫した，

以下簡軍に，今回改訂された主要事項について列記す
ること泥する，

1消防設備腱使用する管弁等は，第三十六編の規定

に適合すべきことを明あかにした‘なお炭酸ガス消防装

鉦の高峨部に使鮒される管およびカス容器は特に200kg
/cmの水雌試験唾力に耐える必要がある、（第一章第

三膝）

2炭酸カス消防装睡霧貨物倉および機開室の雨方腫
""-為ときのカスの所要趣は，どちらか大きい方の規定

量だけ-備えればよいように明記した．（第一章第五條）

3蒸氣または淡鍛カスの消防装睡を設ける場合，各
防火随劃獄完全に閉鎖ききなければな.らないこと部,，一

話して規定した．（雛一章露六條）

4消防ポンプ?の薙錐駐受け-る場合，消火栓の数に應

天然註の迂刊

舶用機關工學第4分冊
只今組版進行中で，来る12月下旬發行の溌走です．
来月12號の本誌で詳細發表しますが，走侭，發行日な

ど確定次第，蓮領詣よび前回直接購入の方には直接御通

知申上げます． ’

＝■■I■ー＝画一画..

一

｜ 船
'第25巻
'第24巻

舶
《
画 本

昭和27年分（12冊）
償1,800圓（邊80圓）

昭和26年分(12jII)
償1,500圖（邊80回）

「船舶」の諺讃

「船舶」は買切制ですから前も．って書店に熱約購

識を御申込みおき下さい．なお，直接弊肚へ前金

1年1,300圓（邊料共）

半年700圓（〃）

錨抑込みによる月極購讃の場合は，増頁その他の

特偵の場合にも差額は頂戴いたしません．

1.134



ヨ
〆

～

１
１

水槽試瞼資料34(M｡S57)
‐・船舶編集室

凌深船のLadderweⅡとHopperholeとの

船鵠抵抗におよぼす影響
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ので，丁度試験の完了した模型船を利用して試聴を資施

したオフけ-であるが，竣喋船は肥型の船型が多いからこの

黙好都合であった．M.S.57の正面線岡および船首尾形

状は第1岡に示・；~･船攪前半部ばかなり.極端なu型で為

jる・試験結果を直ち艀利用､できるように》震船を垂線間

長さ98米と假走して有効馬力を算定し,たが》その場合

の幅，吃水等は第1表に示す．

ladderwell拳よびhopperholeの形状は第2圖に

示す.ladderwel1｡は船禮上部まで貫遥した大きな開口

吸込型の淡洪船では船禮中央に吸込管を繰出しあるい

は格納する大きなladderwelが開けられており，ま

たその雨側に泥を海底にすてるhopperholeが設けら

ｵしる．船底部のかかる異状な開口や凹象が船瞭抵抗渥如

何なる影響をおよぼすかを調査するために行った試鱗が
今回の資料であ為．

MJS.57の船型は波喋船として設計されたものでな

く’大型汕梢船腱關する系統的試験に使用された6訓鎮

型船の一つである．たまたまかかる資料が必要となった
’
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で，この中姫は1adderが裕納されているわげである

が，本試鐡では1adde茸はつけなかった.hopperho･

Ieは扉を閉じた状態壱模型鵬ではW"1の雨側の凹み

として再現した．

これらの開口や凹みの影響をそれぞれ別箇胆調査する

ため1乙摸型船の鍵形ば次の順序で行われた､M.S.57.を

鍵形前の原型とし，これにHopperkoleの凹みのみを

つげた-燗のをM,S.57Aj次!Cwellを開けたもの（但し

前後端底部の丸味ば附さず角のままとする）をM,S.

57B,最陵にwellの前後端に丸味を.附したもの〃M.

_S:57cとしたまた次迄述べる如くwellをつけた場

合は中の水が船の前進と共に前後に大きく動揺し，これ

が船のheaving鏥主びpitching､を誘發し，抵抗が大

きく増加すると共腱抵抗塗動も著しく，正確な計測が困

難となったため,we]]内に各状態共丁度静止時の水面

の位置で木の蓋を固定した．この蓋ば抵抗を著しく減少

せしめると共に，抵抗鍵動の防止にも大いに有効であっ

た．この蓋を附した場合を,を附して示したが，これ!う

の附罐を一括して第塾表窪示す．試験を賞施したのは原

型の外57A,57B,57Bノおよび57C′である．

試験状態は泥を滿載した滿載状態と，試運鱒時腫ほぼ

相富すると考えられる状態との2種とし，試験結果は蜜

船に對する有効馬力の形で第3岡に示した.なお伺聞

中には原型に對す'る抵抗増加率も併せ記入した．（但し

EH,P.の算定に當ってばwell内の壁面は浸水面積進

は算入していない）これによれば恥pperholeは約10

％の抵抗増加を示すに留るが’1adderwellによぁ蛎加

は著しく大きい‘但しこれは前述の如くwell内の水の

運動を阻止する何物もない場合で，震際には中のlad-

derが相當大きなdaznperとしての役割を果すものと

第1表要目表
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考えられあから，織情は57Bの状況庭近いものと見る

べきであろう．Bノの場合は試運轌伽f態に､ついてのみ試

陰を震施したが，抵抗増加を大いに減殺している．從っ

て迩船庭おいてもwe]I内の可能な繊遥腱部分酌にでも

水平なdampex'plateを設置することは抵抗増加を防

ぐに効果あるものと認めらｵしる‘最後にwe]1の下端を

まるめた｝ik態についてば蓋を附したc'の状態のみで試

験しだからこの影響は試迩鱒状態のBノと比較すること
により知ることが出來為．これも抵抗減少にかなりの効

果を示し，結局Cノのﾙ態で罐hopperholeの影響も
併せて約30％の抵抗墹加である．この結果から見ると

hOPPerholeの前後輔も丸味をつけることがある程度
効果為落,ものと考えIうれる．

賞船の場合がcの状態（これは試験を行っていない

が）に近いか,C/の状態に通いかは，ladderやda－

mperplate(もし附けたものとして）のdalnper効果

如何に關する判定にまつべきであろう．

第2表模型船詳細
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船 舶局關連エ業課舶用機關資料（6）

A)デ紅一ゼ処縫關を搭載せる日本商船一覺表（承前）

-1)Sulzer型

軸 連絞最大

"IBHPIrpm
主
Ｋ
本
Ｋ
邦
馬
本
井
村
西
邦
野
一

ｓ
日
Ｓ
日

艦
Ｏ
新
０
束
八
新
王
名
東
束
中
｛

、
口
■
１
１
０
．
“
■
可
を
■
ｑ
伊
、
。
□
■
ｑ
■
０
６
『
■
１

，
１
１
■
■
■
■
Ⅱ
４
■
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
６
４
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
６
１
１
凸
“
即
今
■
Ｉ
ｑ
Ｉ
０
０
１
１
１
１
１
１
ｕ
１
１
９
Ⅱ
０
０
０
０
０
０
１
：
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
１
．
！
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｉ
ｆ
日
日
｝

所
炉
屋
賀
戸
村
賀
屋
捜

祁

一
叩

離
菱
〃
〃
古
菱
〃

古

一
一
一
一
一
一

造
新
名
浦
新
名
湘
名
棚
一

回
’
１
ｌ
６
６
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｊ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｂ
０
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｐ
０
Ⅱ
０
０
１
Ⅱ
Ｉ
■
，
６
‐
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
０
Ｂ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
凸
‐
研
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９
ｊ
Ｉ
Ｉ

建
造
年
一
陸
〃
〃
〃
〃
完
〃
〃
〃
〃
〃
｜

ｇｌ

航海
速力捜關型式
Kn|”主

鯛
GT

稚｝

1

1

1籍’
協
声カー

樋
メ
’

|めきしこ
'武庫春

|息ん息す

21丸'鰹i
丸’〃i
丸箕客’

::|亨’
丸'〃
丸1〃

躯
配
刃
お
泌
諏
諏
躯

１
１
１
１
１
１
１
１

9323

"331
82811

7729,

霊:’

IOOCOI |::rl
患:’
15.251

16.0,

２
２
２
２
２
２
２
２

７
７
７
７
７
７
７
７

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
〃
，
〃
〃
，
Ｄ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

７
０
８
６
０
７
６
７

１

１

戸
デ
戸
デ

脚
祁

菱
〃
〃
島
〃
菱
〃
〃
島
〃
〃

一
一
一
一
一
一
‐

玉
新
玉

ｉ粥

72001１１
１
２
１
１
１
１
１
２
１

6160

8400

73007300

黙
5000

１
１

|職鍾霧
'美代玉

東海

鐺八束西

､紐育

i惨島

仏

３
９
－

４
９
２
８

【
Ｉ
６

14.l

1’
１
１
１
１
Ⅱ
１
１
ｌ

ｂ
ｂ
・
し
Ｌ

メ
メ
メ
メ

､314〃
〃
″
″

１
１

6595 128 ､0４
６
１
１8400

50001
7720 0125 １

１
１i惨 66“ 14128 0

有
秋
加
晋
山
乾
朝
松
安
日
山

■

■

■

■

１

■

９

９

０

Ｊ

且

■

Ⅱ

日

日

Ｂ

■

’

１

９

．

１

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

ロ

ー

■

■

■

■

■

■

■

日

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

‐

Ⅱ

Ⅱ

ｌ

Ⅱ

６

０

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

凸

■

０

１

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

８

１

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

０

．

０

Ⅱ

Ⅱ

１

０

０

０

Ⅱ

Ⅱ

０

ｘ

■

ｑ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

Ⅱ

ｒ

０

■

場
井
洋
井
下
村
岡
部
産
下

下

一
馬
三
束
三
山
麓
中
松
日
日
山

型
一
野
田
懸
烏
野
田
海
見
島

‐
ｌ
Ⅱ
０
日
可
十
・
ヶ
６
‐
０
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
ト
ー

》
弄
蕊
”
燃
鍛

ｊ
ノ
ュ
Ｊ
郡
ノ

の
一
嘩
〃
〃
〃
〃
弱
〃
〃
〃
〃
〃

９１

一
》
〃
〃
〃
》
》
〃
〃
〃
》
〃

｜
洲
。
、
》
ｊ

’
三
日
三
日

862VTF115

974VTFI60

774VTF160

974VTF160

874VTF160

674VTFI60

774VTF160

674VTF160

862VTFI15

674VTF160

774VTF1･60

’
1i3.0

16.5

'l 1281

115'

,,51

丸1愛

丸｜"，
丸’．〃

丸1油

7201,

6742

72021

12685

7752

7536

7500

7250’

‘湾81
71701
7150

41う0

8300

6450

8300

7375

5530

6450

5530

4150

5530

6450

山
川
山
山

明
月
洋
潮
盛
啓
堅

葉
茂
調
土

１
１
１
１

【』フl

I15

1l51

Ⅱ
Ｂ
Ⅱ
１
１
■
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

４
６
４
２

１
Ｉ

75

’’
0１

１
１
１
１
１
１
１

16Ｏ
０
ｂ
Ｌ

115
貨
〃
〃
〃
〃
〃
〃

丸
丸
丸

１
１
１
１

115 ４
４
１
１115 0

51115 14公2
丸
丸
丸
丸

’14企0128

115 14､2

:量’115 15
－ 一

3)M.A.N.型

理
〃
〃
蝿

Ｉ
１

三菱横渡

川峅

函館

K6Z72/130P

D7Z60/110

D6Z72120p

D8Z72/120P

K7Z72/130P

KIOZ72130P

D5Z72/120P

三菱機演

川崎

〃

三菱横演

〃

〃

川 崎

65“’
6603‘

6931

12352

6620

12219

83471

’
39001161

謝巽’
5400,361
700011251

5"011231

１
１
１

判
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
‐

京
盤
地
菱
洋
東
崎

東
日
宮
三
束
日
川

京都丸

日高丸

聖山丸

さんるいす丸

富洋丸

光梁丸’
昭川丸’

貨
〃
〃
油
貨
油
貨

13.25

14.0

14.5

14.5

1342

13.75

14．5

１
１
１
１
１
１
１

來
日
宮
三
束
日

三菱枇渡

函館

三菱職演

川崎

″
″
″

’

4)M.S.型

52501

299Q|
52501

５２脈
仏
″
ク

ワ
一
【
ｆＳ
Ｓ
Ｓ

班
Ｍ
Ｍ

７
６
７

I鰯2

1Q53

〃

7329

7655

7250

130

1341
1301

13q5

16.0

13.5

三菱長崎

〃

ノノ

黄
〃
〃

三菱憂崎

〃

〃

擶
有
九

花
刷
州

今
山
Ｌ
Ｌ

メ
メ
ゾ

1

2

1

大同

NYK

藻山 ’I
4■屯■''一■■11■I■■11－■■■■■■■111■-41■I■■1111■■■11■■■111■■■■IIb4I■4I■11■I■b■IhI■bっ411■4ー－1■屯一一一■ローPIP■古■■一

１
■

1138

I



底

’
B)ディーゼル機顯逢搭載せる大型輪出船一覧表

8‐

紬｜連績最大

鍵ヵ“,蝋製議|響_鍵航海

Kn

用
GT

途i
船所！仕 ｜向図

建
造
年

鰭 名劃I呈
入旦旦，

"iBHPIrpm
I

｜I

’'3‘40
〃｜
〃’

"pi

‘琴’
7000.

58001
70001

60001
,5566i

〃

〃

8500,
|8300,
〃1

1”O三井認野

〃〃

〃‘〃

〃｜，〃

〃i新三菱耐|り可

'95'|"膳
1950I川崎

〃，油、変

〃｜三菱職演

1≦今．
19511"

1952三菱職溌

'953i三井飛鴎
19531〃

3473

3366

〃’
12184

8鰯6

10686

13234

5745,
5976’

604gi

7355；

：’
158691

124M

12700

華
〃
〃
ｓ
ｐ
ｐ
９
５
ｐ
ｐ
β
〃
〃
却
却
鋪

１

３
５
４
３
４
６
５
７

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
Ｉ

762VTF115三井玉野

産
｜〃
｜〃〃

g74V'rFlcO,"

774vTF,60!"
｜〃〃

D7Z72/120,川崎

D6Z72/1201"

…！!"D6Z72/1201"三蕊織謹D6Z72〃20〃

7MS72/125三菱長崎

！〃〃

｜〃〃

D8Z72/.120P三菱横濱

'，"平F'"|室荊デ野

1EIsGMaersk

|EllenMaersk

|KirstenMaersIg
GerdMaersk

PHn急ma

Si2m

Fernmanor

PhilippeLD

'SakUra

Yama

DonaA1icia

DonaAurora

DonaNati

EurVCleia
〃

He!eneMaersk

Seahawk

貨
〃
〃

Ｔ
０
士
タ
０
０
▲
。
■
，
《
・
可
ク
Ｄ
▲
＠
■
０
凸
。
■
ｙ
▲
｝
寺
８
８
凸
●
■
■
凸
●
■
ｒ
《
々
０
，
名
〈
叩
〆
》
｛
叩
／
淳
一
叩
／
－
４
日
’
二
守
Ｄ
Ｕ
４
ｄ
■
Ⅱ
今

鍋
〃
〃
娠
蝮
〃
暇
、
鰯
砺
扣
〃
〃
心
疹
〃

１

１
１

１
１
１
１
１

１
１

デンマーク

〃

〃

〃

〃

〃

ノノレウュイ

フランス

ノ寺ナマ

フランス

フイリノピン

〃

〃

｜パナマ

iデンマー‐ク

Iパブーマ

I｜

’
油
貨

油
〃
貨
〃
〃
〃
〃
〃１

１ｐ
ｈＪ

ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

’
１
１
１
１

油
〃
〃

’

計’ 19"114520HP16錐入1，
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伽.唇：本表は戦後建造しIg53"7H31日現在竣工-ごろ船で辿緬最大出力3000BHP以上の主機を溝するもの
および楡出機關について集計した．
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よう握手關16のある船の場合にば操作塞溌支蕊17上に

載せまた手摺のない船の場合には操作蕊凌画姿甲板上に
置いて使用すればよい．本装謹は組立したまま，または

分解緬立して簡車丞速に鞘に装備することが出来，能率
的な荷物の移邊作業淀行うことができる燗のである．

特許解説大谷幸太郎特許鹿

船上荷役装置(昭和28年特許出願公告第4372號,發明

者・永木睦交,窪川眞吾,出願人，門司海運株式曾祗）

從來の船上撒役装置では分解組立に時間がかかり，篭

たボッパーの臘荷資料の移邊が圓滑に行われず極あて非

能率的であった，斗

本發明ばこ郡を高速庭能率的に虚理出来るようにしよ

うとするもので，圃面について説明すると,'船内より船

外に跨って位澄する操作壼をビーム6により形成し，こ

の操作墓の船外下底に辮外ホッパー’を取付け，この船

外ホッパー’のほぼ中心部より撒荷誹卜をほぼ錯直に流
下することが出来るようにし，かつビーム上面は船内側

において縁ぽ水平にしそれより船外ホッパーに向って極

斜；-るよう糎し滑臺10を形成させたもので，露1圖の

重力式ダビツト装置（昭和28年特許出願公告第4373
號，出願人・發明者職田雅彦）

從來の頒一トダビッI､において徹，ボートが最終振出
位置腱振出された際大なる上下万向の画準を受け，また
ポートの揚收腱際して大なる初期引超モーメンI､淀必要
とするので特に太いワイヤーを使い賎力なウインチを設
ﾚﾅなければならないような齪鮎があった．本發明はこの

ような倣謡をなくしたダピッI､彰得k5とす為もので以
下圖面について説明する・

甲板Dの船側腫個斜軌條を備えた架藁Fが固定され，

傾斜軌條腫はローラーを備えたクラッチcが滑走出来易
ようWこ載せらｵじてあり，ボー【｡Vはクラ，ｦ-C上渥

，置かれている.Pはダピットの支柱でその下端oは
架蕊下に回鱒自在に連結されている.Bは支柱Pの‐
上端部に』おいてその中間部を支持せられた梁で，そ
2の舷外端にはボーI､吊下滑車S2)S』が設けられ･，
今またその舷内端はステーsの上端に迩結されてし、
，る，このステーsの下端はレバーrにピンp涯よっ
て連結され，レバーrの他端は固定黙Qを中心と
して回鱒する腕Lの-端に連結され，ピンpは架臺
下腫設が-られた誘導孔Gによって案内されている．

また腕Lの他端ば支柱Pの下方に支柱Rによって蓮
結され，このようにしてこれら速詰材ば一定の竹鋤

隼1圖
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本發明は鎗口周園の枠に回動

可能I乙蝶番付された形材と，こ

れIご折鍵可能に迩桔され先端に

車輸等を有する形材とから構成

された蓋を装備した鮠口および

その類似物に關するものであ

る．從来この種の鮠口は普通の

デリックまたは特別のポラード

によって開口されたものである

が，このような場合総口の開閉

の度毎にお為種の索具操作を必

要とし，またポラードの設置に・

は相當の費用を要したものであ

る．本發明ではこの開口操作を

可動槍口形材またはそれ･から出

蕪､坐蘇‘ ’

第2岡

た腕に取付iうられかつ競口縁材に沿って張られた2本の

白一フ･を使用すること庭よって極めて簡単に行うことが
出來，またそれに要する費用を著しく減少させることが

出来るようにしたものである。

以下圖面についてその]例を誘明す為と1は周園を枠

2で園まれた開口を有す調纈日の甲板で,その開口は2個

連結機購を形成する．この場合梁B先端の軌跡話任意に
選這ずｵしばこれに嘘じて誘導孔Gの形状力§決定され鳥わ
けである．第2岡の黙腺Iはこの軌跡を示すもので圖に
明かなように傾斜軌條･刀上方に鐺いては概ねこ乳,し胆平行
し,振出しの終期位澄腱誌いては所望の上到舳課となっ
ている．そしてまた連絡機構各部の寸漉重篭を適宜陣
決定すれば支柱Pな自動的に舷外涯振出すこどが出來，
堂たダピ卜の旋回中その旋回をボーI､ポールMのみ腱
よって制御す為よ弓にす．潟ことか脳乗る・
本装置蝉おいてば梁舷外端の軌跡渥所造の曲線形をと
らせることが出来，そのためボー!､の振出しが極めて圓
滑龍上下方向の衝繁なく行われiまた軌跡を以上のよう
な形状とすること涯よりボーI､揚收時の揚收方向水平距
離當りの仕蕊量を小かつ圭隷ならしめ為ことが出来る．
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互に折霊可能に連結された2個の形材によって開口が
蓋されるところの龍口およびその類似物（昭和28年
特許出願公告錨4375號，發明者・ラfンホルト，オ
ラィァールブオルI、出願人・アグチポラケト，ケー
タプェルケンースエーデン）

6

12

１
１
Ｉ

第1圖

1も 岳

霊＝ 3
－■■一画｡■■一

■ー一一一■

11

一筆”一筆”

等づ萱
け

2 1419
個
一聖
圃２

．

／

唾、里

直jj“ 第

1141

、0． 型



P

の友に折鯉可能に蝶番制．された形材3;4からなる鮠口蓋

に兵って蓋されている．－．方の雛口形材3ば蝶番6によ

って枠21筐取付けられて託り，他方の舶口形材･4幟その

先端に2個の車輪7を有し、これによって枠周園の補握
鐘掛－8上を走ることか出来為ようにしてあ為．そしてこ

の雌口形材4:にほその雨側庭下方に向って腕9が突出し

ていて，この腕9にはロープ・10も深内27を介して取付

げらｵしている．このロープ°10は鮠口綴材に沿って設け

られかつ2個の潜車11証有す為テークノンによって互に

銭讃され,テークルの牽引索12はウインチ13に接績さ
れてい為．蹴溌ローブ．mほ可動嶮口形材4の取付黙か

ら導索器14-tを經て設けられるが，この導索器14はそ

の上端がロープの販付黙よりも高い繊置庭あるように枠
1に坂付けられて､､為。

天然蔵・海事圏書
上野喜一郎箸A5箱入630頁850圓("50圓）
船舵安全法規
天然赴編B5上製220頁450圓(g40圓）
船舶の嶌眞と要目第2集(1953年版）
天然赴綴B5普及版300頁300圓（淫0圓）
船舶の篶眞と要目（1951年版）
上田鰐次郎箸A5上装(折込7枚)500圓(g40圓》
舶用電氣設備
迭船協會龍氣熔接研究委員會編
A5判網アート200頁360圓("40圓）
船の熔接設計要覧
小林恒治著A5上製260頁420m.(g40圓）
實用航
小野寺道敏著‘，上鍵3"真鶴回《蕊0畷）一

家Lと象海難
山縣昌夫箸

船型學{推進篇)識鑪蹄
船型學(抵抗篇)號瀧棚
上野喜一郎雪A5..ﾋｻi:;280頁380圓("30圓）
船の歴史（麓一巻）古代中世篇
氷騨造船造機學曾編米原令敏課各B5上型
舶用機歸工學（第1分冊)650圓(鐙50臘l)
舶用機關工學（第2分冊)520圓(鐙50劉）
舶用機關工學（第3分冊)700圓(鑑50間）

船舶局資材課監修B5上製400頁650m("50RI)
舶舶の資材

茂油寅男普B6上製210頁280Igl("25圓）

解説「し＝ダ－」
橘本。森共著A5上装200頁300MI(g20m)
船 舶積荷

依田職二箸A5上製200頁280圓("25圓）
海上衝突豫防規則提要

1142
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いまロープ･10に牽引力を加え為と可動鮠口形材･4が
起される．この際舵口蓋の中央部が競初に起されるよう、

に鯰口蓋部の重力のほぼ中心がロープによお牽引力の作
用線を通過するようにしてある．このようにして脆口形

材4は鎖線]6で示した位置に趣される．そ弓すると導
索器14のローラーの働きほなくなって，更に牽引力を‘
加えるとロープ°10は直接腕9を經て艫口形材4に作用
する．熟腺17侭鮠口形材4の中間の任意の位置を示す．
ロープ°10億更に案内27周園から解けて直接に形材4を
引張り’形材4の下端は車輪7に乘って固定蝶番6方向
挺引張られ，最後に鎖線18の状態に至為ので泌為．，f

逆に脆口を閉鎖す為場合は単にテークノンの牽引索を徐
に々緩めればよく雛同形材.は自動杓に元の位置に戻るの
である．

小野陽三著A5上製170頁250圓(g25圓）
舶用聯勤汽機

春日･杉浦･爾富磯鯵A5"5塁賃8噸(邊"圏）水産・ 典’
矢崎信之著B6上製300"250圓(a25圓）
舶用機關．史話
天然趾編B5"180頁280圓(g25H)
船用品の解説と紹介

糊永聴難謂5瀞2'爵2"曼謹25觜
渡邉加藤一著A5上製200頁2""("a)
荒・天航泊法
小谷.南,飯田共著A5_f製340頁450m(ig40圓）
機闘士必携
依田幣二箸A5上型4CWI450"("40圓)
船舶運用學
小谷儒術著抵上製3"真鶚圃(驫燗）舶用

機

小野鴨三箸B5上製折込岡4"400圓蝿40a)
貨物船の設計
高木淳箸A5上製=0"0o""0"
秘等船舶算法
中谷勝細著A5上製320頁350圓(g40m)
舶用ヂーゼル磯闘
中谷勝細著A5上製200IL250m("25m
舶用曉玉機闘
刷1戸高等商船學校航海學部編

廻豊墨篁」
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昭石の新製品溶剤製潤滑油特号は化学的安定度の極あて高い純粋
の精製礦物質油であウます。各船主及機関士各位には昭石特号製
品が凡ゆる運樽状態の下に完全な潤滑を與え而も航行浬数当りの
消費が僅少である事を体験して届ら弧ますq
川崎汽船会肚所有国川丸（重量屯数10,842")装備のﾁp－ゼル
機關は昭石特1号，特2号，特3号ヂーゼル油を以て正しく潤滑
急れ最高の能率を畢け乗組員の好謡をL博して居ウます。

（詳細は各営業所に御問合せ下さL,）
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聲本全拾七億円

石 祇
取締役社長早山洪二郎取締役副社長1.W.H.SITWELL

本 社東京都中央区日本橋馬喰町一丁目一番地ノー
電話茅場町（66)／1240～9

本社分室及東京都中央区日本橋小伝馬町二丁目二番地ノ五
東京営業所滋賀ピル内電話茅場町（66）1210～9
大版営業所大阪市西･区京町堀上通一丁目三三番地京町堀ピル四階）
ノj､樽営業所小樽市港町三二番地電話小樽5615,1967
福岡営業所福岡市極樂寺町一一番地電話西’602
名古屋営業所名古屋市中区南伏見町二丁目二番地電話本局2005～6
営業所広島°新潟。秋田・仙台・坂出
工 場川崎｡新潟｡平沢｡海南｡関屋｡彦島°鶴見｡芳賀･井伊谷｡品川研究所
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斎悪~、住友の船用

電動,汽動の

各種揚錨機

揚貨機其他

毒

90馬力電動揚錨機

住友機械工業｝

L－－“撫驚薑

力電動揚錨機

機械工業株式會祗
大阪市束鹿北濱町五丁目二二番地（住友ビル）

東京都中央厘京橋一丁目一番地(BSビル）

目
■
●
■
厚

■■

■巳

I
ｂ
ｐ
毎
憎』

1K41号

O価格低廉

○取扱簡便

○切断面平滑美麗

○鋭カーブ切断可能

C,切断厚さ8ﾂ虚～50%

④ 日本工裁規格熔断器具販売褒示饒可第735号

小池酸素工業隙式会社
蔦京都墨田区大平町3の14電話本所(63)418]～5

大阪営業所大阪市西区阿波座下通lの19電話新町(53)4010
＝

r
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畦舶
圧力。
容量‘
用途。

用手動空気圧縮機

綴辮
30K％m2

464cm3行程
父Ⅶ機関始

一
》
泳
総
裟

一
創
註
湖

ゞ
一
判
肘

》 機ズ
” 圧力 K洸ni2･10

｣

I0

ズボイド

ル8舶に

橋梁に
…囚…銘…

タンノフに

謙諜機械梯糟斌
本斌・工場埼玉際111口市沐町2-57
第二工場埼玉縣111口市並木町1-2611
鮭誌川口3400番

一
叩 大日本塗料株式会趾

雲塞…"
’

■
１
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【
円

御
br

『●

〃

戸■

&醜
「■ｰ

ｿ；ざ

戸■

&醜
「■ｰ

ｿ；ざ

h

満 潟醤
アンチズケール
ボイラーペイント製造元

⑧本保罐化學ｴ素蕊

唾
電
電

動
動
動

湯
操
送

貨
舵
風

機
機
機

霞
動
線

各種發

各種電

船舶用無

機
機
機

船舶

船舶

変

用冷凍機

用厨房器

圧器

扇
機
塗

電
場
電

気
鰹

直
電
配

流
動

東京宮ル

名古屋庇小玲迩
*L幌南一雌

富山安住町

大阪墜剛上町

耐岡三愛ピル

仙台東一蒋丁
畷恥袋町

本社大阪市ｲﾋ区絹笠町堂ピル四階晒話漫川(35〕376瀞
九州支店八幡市黒崎屋敬可四丁目電話八幡207霧
南京出狼所X〔京部大田区入新井5丁目317砿話大森(06)2740番
工場紳戸市東灘区本庄町青木$話御影6554f

薑羨電機柿裁會就

1
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山口増人編

ｾｨ云ﾆﾆ￥
／

〃

B6上製函入320頁定価450円〒50円

学徒の机上に技術者の座右に

ぜひ1冊を11

造船造機，鉄綱，航海，電気，熔倭，建築，冷凍，

等に関する用語8000余を520図もの図面付で説明せ

る．もの英和和英の雨面から索引出来小型堅牢である

から取扱は至って便利である。

大串雅信箸

|理論船舶工學l
B5上製函入310頁定価780円〒60円

船舶工学の基礎理論より実際への応用まで詳読され

た斯界D最高峰･各種の数式。数表。計算例。例題

等貴重なる寳料が多数收録されている。

霧曹達慧這
妻"づ戸完燈防水ケーヌ人

彩移 一

糠式 今
が 社

服部 脚戸市生田区元町邇三丁目

（振替口座紳戸688番）

本赴

支店

東京都中央匪釜座百四丁目
邇話東隔(56)一代21114),3196(3j
大阪市東匪博努町四丁目
電話船秘2531～4

梯式
会融
海女堂

黄寂の態運顔/<尭躯〃

新鋭機f洋
二皇｜パﾝｶ鋤潤滑油㈱

6～108洲連続浮油‘．
B一回目動乾湊婦

一

式湾細毛籔轤

■ ■

り

ぃ
胴

ll

’
の
■ II

⑨ ■
I
=~画I i■＝

臼之出ｺﾛｲダﾙ機器株式会激
大阪市福島区上輻島南三丁目一四二(堂島大橋北詰莫大小会館）
電話福島（45）直通75“・730～732．3341．3512番

I

序一・一,-－一一,｡‘＝--.ユーーー‐------------_－．.-.,-.--‘"r－－－ヱザーーーーー二一一



の職
国
至
国

◇全嚢製品◇

電動揚貨機

電動繋船機

電動揚錨擦

電動操舵擬

型愈S蕊

慧嶌
一■ユー

一
二一

ｰ

電動揚貨機

＝〆醒

200KW直流発電機
東京都港区赤坂溜池町30の

(48）
＝

亀

鍛話赤坂

東京芝浦

1111
＝

寒し

〔代表）

株式会謎
、､.…...11■1111'｡

主要製品

ラーフ・式･文字電建造受信機

頁式模写電送送受信機

固定型及ポータフ、ル写真電送機

超短波無線送受信機

諸測定機器

放迭機及び附属品

テープ式文字電送受信機
カタログ進呈

式会牡東方電
東京都目黒区下目黒二丁目一七九番地
電話大崎（49）9191～4

1
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編
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伝統の

綜合技術を誇る／
１
１
甲

日血歯車ボ
１

本
異
．
衞
価
一
三
○
円

地
方
特
価
二
一
五
円
発
行
所

－
１
１
１

潤滑油ポンプ、油輸送ポシプ、その他粘性液ポ

ンプには粘度によって容量の変化が少い日立歯

車ポンプ・が最も適当して居り各方面に広く用い

られて居b戎す。日立歯車ポンプは歯車の歯力；
大きく直裡が小さく叉歯数が少〈てアンダ．一カ

ットが蔵〈噛合円滑な歯車を持って居bます。

尚このポンプ．は納期迅速価格低廉であります。
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